











無駄な部分を省き，品質を向上する最適化」の 3 つの研究領域に着目して，研究テーマに取り組んでいます． 
  
キーワード： リアルタイムシステム，組込みシステム，モデルベース開発，局所的通信システム， 
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2.1.2. 教員業績概要 
職名： 教授 氏名： 猪股 俊光 
[教育活動］ 
(a) 学部担当授業科目 











1) Shintaro Imai, Haruka Shimizu, Bingxi Zhao, Yoshikazu Arai and Toshimitsu Inomata, “Development of a 
Node Cooperation Method for Location Change of Sensor Data Processing,” International Journal of Energy, 





な切替え”，ロボティクス・メカトロニクス講演会'16講演論文集, 1A1-03b4, 2016. 
2) 赤川徹朗，菅原誠，新井義和，今井信太郎，猪股俊光，“EFM を用いた空間的にシームレスな局所的通信システ
ムの通信速度向上”，ロボティクス・メカトロニクス講演会'16講演論文集, 1A1-03b6, 2016. 
3) 六本木和也，新井義和，杉沢さつき，今井信太郎，猪股俊光，“プラグアンドプレイによる CAN接続のための動
的 ID 割当て”，ロボティクス・メカトロニクス講演会'16講演論文集, 2P2-07b6, 2016. 
4) 岩間恵梨沙，猪股俊光，新井義和，今井信太郎，“C#ソースコードの読解支援ツールの開発”，平成 28 年度電
気関係学会東北支部連合大会講演論文集，1H12, 2016. 
5) 岡田卓也，猪股俊光，杉野英二，今井信太郎，新井義和，“線形時相論理による組込みシステムの仕様記述とペ
トリネットによる実装法”，電気学会研究会資料，IS 2016, pp. 29-34, 2016. 
6) 大久保建男，福原和哉，猪股俊光，杉野栄二，新井義和，今井信太郎，“プログラムグラフによる Cソースコー
ドの表現と解析”，信学技法，Vol. 116, No. 316, pp. 37-42, 2016. 
7) 徐斐，今井信太郎，新井義和，猪股俊光，“エージェント技術を用いた多様な環境に適応可能なセンサシステム
の検討”, 情報処理学会東北支部研究報告, No. 2016-7-B2-1, 2017.  
8) 甲田亮太，杉野栄二，猪股俊光，成田匡輝，新井義和，今井信太郎，“CUDA による並行処理のためのデータ転
送のスケジューリング手法の提案”，情報処理学会第 79回全国大会講演論文集, pp. 1-57-1-58, 2017. 
9) 高橋弘樹，猪股俊光，杉野栄二，新井義和，今井信太郎，成田匡輝，“小学生向けプログラミング教材開発－コ
























1) 八戸工業校等専門学校電気情報工学科 非常勤講師（システム工学） 









































職名： 准教授 氏名： 新井 義和 
[教育活動］ 
(a) 学部担当授業科目 











技術と自動運転，運転支援システムへの応用，技術情報協会，pp. 89-95, 2016. 
(b) 査読ありの論文誌に掲載された論文 
1) Shintaro Imai, Haruka Shimizu, Bingxi Zhao, Yoshikazu Arai and Toshimitsu Inomata, “Development of a 
Node Cooperation Method for Location Change of Sensor Data Processing,” International Journal of Energy, 





な切替え”，ロボティクス・メカトロニクス講演会'16講演論文集, 1A1-03b4, 2016. 
2) 赤川徹朗，菅原誠，新井義和，今井信太郎，猪股俊光，“EFM を用いた空間的にシームレスな局所的通信システ
ムの通信速度向上”，ロボティクス・メカトロニクス講演会'16講演論文集, 1A1-03b6, 2016. 
3) 六本木和也，新井義和，杉沢さつき，今井信太郎，猪股俊光，“プラグアンドプレイによる CAN接続のための動
的 ID 割当て”，ロボティクス・メカトロニクス講演会'16講演論文集, 2P2-07b6, 2016. 
4) 岩間恵梨沙，猪股俊光，新井義和，今井信太郎，“C#ソースコードの読解支援ツールの開発”，平成 28 年度電
気関係学会東北支部連合大会講演論文集，1H12, 2016. 
5) 岡田卓也，猪股俊光，杉野英二，今井信太郎，新井義和，“線形時相論理による組込みシステムの仕様記述とペ
トリネットによる実装法”，電気学会研究会資料，IS 2016, pp. 29-34, 2016. 
6) 大久保建男，福原和哉，猪股俊光，杉野栄二，新井義和，今井信太郎，“プログラムグラフによる Cソースコー
ドの表現と解析”，信学技法，Vol. 116, No. 316, pp. 37-42, 2016. 
7) 徐斐，今井信太郎，新井義和，猪股俊光，“エージェント技術を用いた多様な環境に適応可能なセンサシステム
の検討”, 情報処理学会東北支部研究報告, No. 2016-7-B2-1, 2017.  
8) 甲田亮太，杉野栄二，猪股俊光，成田匡輝，新井義和，今井信太郎，“CUDA による並行処理のためのデータ転
送のスケジューリング手法の提案”，情報処理学会第 79回全国大会講演論文集, pp. 1-57-1-58, 2017. 
9) 高橋弘樹，猪股俊光，杉野栄二，新井義和，今井信太郎，成田匡輝，“小学生向けプログラミング教材開発－コ
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ンピュータの動きをまねるボードゲーム－”，情報処理学会第 79 回全国大会講演論文集, pp. 4-631-4-632, 
2017. 
10) 福原和哉，猪股俊光，杉野英二，新井義和，今井信太郎，“マクロ展開処理の追跡を行うＣ言語前処理系解析器”，
情処研報，Vol. 2017-SE-195, No.29, 2017. 
(e) 研究費の獲得 
1) 総務省，戦略的情報通信研究開発推進事業 (SCOPE) フェーズ II，準静電界センシングによる路面状態推定技術
を利用した交通問題対策の研究開発（平成 28 年申請），採択 1,978,000 円（研究代表者） 
2) 平成 28 年度いわてものづくり・ソフトウェア融合テクノロジーセンター研究課題，局所的通信システムにおけ


















1) いわて組込み技術研究会 副会長 
2) いわて組込みシステムコンソーシアム 副代表 
3) ET ロボコン 2015 東北地区技術委員長 
4) 日本学術振興会 特別研究員等審査会専門委員，国際事業委員会書面審査員・書面評価員 
5) ICT フェア in 東北 2016 講演「準静電界センシングによる路面状態推定技術を利用した交通問題対策の研究
開発」 
(c) 一般教育 
1) 家族ロボット教室 講師・アシスタント 
2) IT 体験教室「C 言語講習」 講師 
3) IT 体験教室「ロボットはビブン・セキブンで滑らかに走れる」 アシスタント 
4) おでんせ！サイエンスキッズ「ロボットを動かそう～ロボットを歩かせたり，躍らせよう～」 講師 
(d) 産学連携 

































スな切替え”，ロボティクス・メカトロニクス講演会'16講演論文集, 1A1-03b4, 2016. より引用） 
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職名： 講師 氏名： 今井 信太郎 
[教育活動］ 
(a) 学部担当授業科目 
モデリング実践論，ソフトウェア演習 A，基礎教養入門，キャリアデザイン I，学の世界入門，プロジェクト演習 I・











1) Shintaro Imai, Haruka Shimizu, Bingxi Zhao, Yoshikazu Arai and Toshimitsu Inomata, “Development of a 
Node Cooperation Method for Location Change of Sensor Data Processing,” International Journal of Energy, 





な切替え”，ロボティクス・メカトロニクス講演会'16講演論文集, 1A1-03b4, 2016. 
2) 赤川徹朗，菅原誠，新井義和，今井信太郎，猪股俊光，“EFM を用いた空間的にシームレスな局所的通信システ
ムの通信速度向上”，ロボティクス・メカトロニクス講演会'16講演論文集, 1A1-03b6, 2016. 
3) 六本木和也，新井義和，杉沢さつき，今井信太郎，猪股俊光，“プラグアンドプレイによる CAN接続のための動
的 ID 割当て”，ロボティクス・メカトロニクス講演会'16講演論文集, 2P2-07b6, 2016. 
4) 岩間恵梨沙，猪股俊光，新井義和，今井信太郎，“C#ソースコードの読解支援ツールの開発”，平成 28 年度電
気関係学会東北支部連合大会講演論文集，1H12, 2016. 
5) 岡田卓也，猪股俊光，杉野英二，今井信太郎，新井義和，“線形時相論理による組込みシステムの仕様記述とペ
トリネットによる実装法”，電気学会研究会資料，IS 2016, pp. 29-34, 2016. 
6) 大久保建男，福原和哉，猪股俊光，杉野栄二，新井義和，今井信太郎，“プログラムグラフによる Cソースコー
ドの表現と解析”，信学技法，Vol. 116, No. 316, pp. 37-42, 2016. 
7) 徐斐，今井信太郎，新井義和，猪股俊光，“エージェント技術を用いた多様な環境に適応可能なセンサシステム
の検討”, 情報処理学会東北支部研究報告, No. 2016-7-B2-1, 2017.  
8) 甲田亮太，杉野栄二，猪股俊光，成田匡輝，新井義和，今井信太郎，“CUDA による並行処理のためのデータ転
送のスケジューリング手法の提案”，情報処理学会第 79回全国大会講演論文集, pp. 1-57-1-58, 2017. 
9) 高橋弘樹，猪股俊光，杉野栄二，新井義和，今井信太郎，成田匡輝，“小学生向けプログラミング教材開発－コ





情処研報，Vol. 2017-SE-195, No.29, 2017. 
(e) 研究費の獲得 






















1) ETロボコン 2016 東北地区審査委員長 
2) 震災復興支援家族ロボット教室 補助員 






1) 情報処理学会 DPS研究会ワークショップ 2016 組織副委員長 
2) Int. J. of Energy, Information and Communications 査読（1件） 
3) 2016 IEEE 4th Global Conference on Consumer Electronics (GCCE 2016) 査読（2件） 
4) The 31st IEEE Int. Conf. on Advanced Information Networking and Applications (AINA-2017)  査読（1件） 
(f) その他 
該当なし 





In sensor systems, sensor data processing locations are classifiable roughly as sensor nodes, a local 
server near sensor nodes, and an external server such as a cloud server. These processing locations have 
their respective benefits and shortcomings. It is possible to process sensor data without applying a large 
load to a specific node by selecting the data processing location and processing contents depending on the 
environment. This study was undertaken to realize a sensor system that can adapt to the environment. We 
propose a method to select the data processing location and processing content autonomously according to 
service characteristics, acquired data types, necessary data processing contents, and the environment. The 
system used with this method provides service using agent organization. When an environmental change occurs, 
the system performs agent re-organization to adapt to the environment. We implement a prototype system to 
evaluate this method and perform some initial experiments using this prototype system. (Shintaro Imai, Haruka 
Shimizu, Bingxi Zhao, Yoshikazu Arai and Toshimitsu Inomata, “Development of a Node Cooperation Method 
for Location Change of Sensor Data Processing,” International Journal of Energy, Information and 























































接 W と間接 R を導入した.この 2 つの関係は,関数ノードから R 関係や W 関係がある変数ノ
ードを始点に,解析項目 B) で求めた参照コピー関係を探索することで求めることができる. 










岡田 卓也 線形時相論理による組込みシステムの仕様記述とその実装法に関する研究 




生成するために,LTL の構文規則を制限した I-LTL 式を導入した.仕様を満たすペトリネット
を生成するために,LTL の意味論であるクリプキ構造とペトリネットの対応関係を示した.さ 








テムの通信速度向上”，ロボティクス・メカトロニクス講演会'16講演論文集, 1A1-03b6, 2016. 
2) 六本木和也，新井義和，杉沢さつき，今井信太郎，猪股俊光，“プラグアンドプレイによる CAN 接続のための




ペトリネットによる実装法”，電気学会研究会資料，IS 2016, pp. 29-34, 2016. 
5) 大久保建男，福原和哉，猪股俊光，杉野栄二，新井義和，今井信太郎，“プログラムグラフによる C ソースコ
2.1 リアルタイムシステム学講座 
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ードの表現と解析”，信学技法，Vol. 116, No. 316, pp. 37-42, 2016. 
6) 徐斐，今井信太郎，新井義和，猪股俊光，“エージェント技術を用いた多様な環境に適応可能なセンサシステ
ムの検討”, 情報処理学会東北支部研究報告, No. 2016-7-B2-1, 2017.  
(f) 学生が単独で受けた受賞や表彰一覧 
1) 赤川徹朗，大久保建男，佐々木馨一，片岡将大，清野寛幸，高橋健太，髙栁寛樹，本堂勇大，ET ロボコン 2016 
東北地区大会，デベロッパー部門アドバンストクラス競技 1 位／モデル 1 位／総合 1 位，2016年 9月 10日 
2) 岩間恵梨沙，瀧澤 諒，阿部健滋，佐藤綾香，河合勇太郎，近藤和也，ET ロボコン 2016 東北地区大会，デベ
ロッパー部門プライマリクラスモデル 1 位，2016年 9月 10日 
3) 六本木和也，平野 竜，阿﨑 賢史，佐々木知洋他，第 14 回全日本学生フォーミュラ大会，EV 総合優秀賞／
日本自動車工業会会長賞／省エネ賞 1 位，2016年 9月 10日 
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2.1.4. その他の活動 
(a) IT 体験教室（講座教員・学生担当分） 
 ■テーマ 1 
 【名称】家族ロボット教室 















 【概要】将来的な組込みソフトウェアのプログラミングを意識して，その基礎として C 言語の文法を一から学ぶ．  
 
(b) 短大・高専生の体験実習（講座教員担当分） 
 ■テーマ 1 
 【名称】数理的アプローチによる組込みソフトウェア開発 
 【担当】猪股俊光 
 【期間】H 28 年 8 月 22 日から 8 月 27 日 











 ■テーマ 1 























 【概要】Visual BASIC のソースコードによるプログラミングを通して，5 つの自由度をもつ四脚歩行ロボットの
歩行制御を行う．どのモータをどんな順番でどれだけ動かすとスムーズにそして速く歩けるか，試行錯誤
を通して競争する． 





















 また，無線電波や赤外線など NFC を研究し，及び携帯情報端末及び知的観光案内システムの開発と実用化を行っ
ている． 
キーワード： 並列処理ソフトウェア， 高性能計算，赤外線通信，組み込みシステム，あみだくじ，数え上げ 
(b) 年度目標 
• 無人搬送車の区画線認識による自律走行制御技術の確立 

































1) 比嘉優樹,佐藤裕幸, モバイル端末上の GPGPUによる AGV自律走行制御の高速化, GPU Technology Conference 
(GTC) Japan  2016 ポスターセッション, 2016年 10月. 
2) 木綱啓人，比嘉優樹，佐藤裕幸, Deep-CNNを用いた人物判定による入退室管理システム，電子情報通信学会技
術報告，Vol.116，No.259，PRMU2016-97，pp.37-42，2016年 10月. 

















































用することにした．黄色の RGB 値は（255,255,0）であるが， 周辺の明るさやテープの状態などから，撮影された
画像の画素値は異なっている．ただし，Rと Gの値が大きく，Bの値が小さいという傾向はある．そこで，工場内画










職名： 准教授 氏名： 蔡 大維 
[教育活動］ 
(a) 学部担当授業科目 










1） Dawei CAI, Hybrid Wireless Communication using Optical and RF Communication and Industrial Application, 
International Journal of Computer Applications, vol.156,  No.6, pp1-5, 2016 
 
(c) (b)以外の査読付き成果（論文誌ではない学術論文，国際会議プロシーディング，ワークショップ等） 
1） Dawei CAI，Earphone Style Wearable Device for Automatic Guidance Service with Position Sensing, Proceeding 
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1) （株）NEC エンジニアリングとの共同研究 
2) （株）盛岡博報堂との共同研究 




























職名： 助教 氏名： 片町 健太郎 
[教育活動］ 
(a) 学部担当授業科目 
ソフトウェア演習 B 再履修, ソフトウェア演習 B，基礎教養入門, キャリアデザイン I/II, 学の世界入門, プロジ





















































縦線が n 本のあみだくじは縦線の下端に左から順番に 1 から n までの番号をつけていき，それぞれ上へと辿って
いって，その番号を上端に対応させると，上端では 1 から n までの順番を並べ替えたものとなる．これは置換に対





法や，πDD を用いる方法などが既に研究されているが，今回の提案手法は n 次対称群の中で転倒数が k のものはそ
れぞれいくつあるのか，を表す Triangle of Mahonian numbers を用いて，最小完全ハッシュ関数を実現すること
によりメモリ効率の向上を図るものである．結果として先行研究で縦棒が 13 本の場合メモリ 256GB の PC で計算で





































1) 比嘉優樹,佐藤裕幸, モバイル端末上の GPGPU による AGV 自律走行制御の高速化, GPU Technology Conference 
(GTC) Japan  2016 ポスターセッション, 2016年 10月. 

















  組込みなどのユビキタス情報機器を，オープンなネットワーク環境で利用するソフトウェア基盤の研究開発 
（２）情報システムの高性能化に関する研究 
  大量データの処理や高速計算を実現する，耐故障並列ソフトウェア仮想化技術などの並列処理に関する研究 
（３）センサネットワークに関する研究 
  過酷な自然環境下で安全に利用できるセンサネットワークの構築とセンサネットワークプロトコルの開発 
（４）初学者向け情報教育基盤に関する研究 
  小学生等に向けた情報教育基盤に関する研究 
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2.3.2. 教員業績概要 
職名： 教授 氏名： 猪股 俊光 
[教育活動］ 
(a) 学部担当授業科目 











1) Shintaro Imai, Haruka Shimizu, Bingxi Zhao, Yoshikazu Arai and Toshimitsu Inomata, “Development of a 
Node Cooperation Method for Location Change of Sensor Data Processing,” International Journal of Energy, 





スな切替え”，ロボティクス・メカトロニクス講演会'16講演論文集, 1A1-03b4, 2016. 
2) 赤川徹朗，菅原誠，新井義和，今井信太郎，猪股俊光，“EFM を用いた空間的にシームレスな局所的通信シス
テムの通信速度向上”，ロボティクス・メカトロニクス講演会'16講演論文集, 1A1-03b6, 2016. 
3) 六本木和也，新井義和，杉沢さつき，今井信太郎，猪股俊光，“プラグアンドプレイによる CAN 接続のための




ペトリネットによる実装法”，電気学会研究会資料，IS 2016, pp. 29-34, 2016. 
6) 大久保建男，福原和哉，猪股俊光，杉野栄二，新井義和，今井信太郎，“プログラムグラフによる C ソースコ
ードの表現と解析”，信学技法，Vol. 116, No. 316, pp. 37-42, 2016. 
7) 徐斐，今井信太郎，新井義和，猪股俊光，“エージェント技術を用いた多様な環境に適応可能なセンサシステ
ムの検討”, 情報処理学会東北支部研究報告, No. 2016-7-B2-1, 2017.  
8) 甲田亮太，杉野栄二，猪股俊光，成田匡輝，新井義和，今井信太郎，“CUDAによる並行処理のためのデータ転
送のスケジューリング手法の提案”，情報処理学会第 79回全国大会講演論文集, pp. 1-57-1-58, 2017. 
9) 高橋弘樹，猪股俊光，杉野栄二，新井義和，今井信太郎，成田匡輝，“小学生向けプログラミング教材開発－
























1) 八戸工業校等専門学校電気情報工学科 非常勤講師（システム工学） 










































職名： 講師 氏名： 杉野 栄二 
[教育活動］ 
(a) 学部担当授業科目 
コンピュータアーキテクチャⅠ，オペレーティングシステム論，組込み OS 論，基盤システムゼミ B，基盤システム












































































1) M. Narita， K. Kamada，K. Ogura，B.B. Bista，and T. Takata，A Study of Packet Sampling Methods for Protecting 






















































高橋 拓也 「歩きスマホ」認識のための RSSIを用いた歩行者の位置推定の検討 
歩きスマホに代表される「ながらスマホ」が問題となりつつある. これは, 歩行者自身が危険
であるばかりではなく, 歩行者が車道に飛び出したり, 信号を無視したりすることから予期せ
ぬ自動車事故を引き起こす原因の 1 つとなる.本研究では,自動車運転の安全性向上のために, 
Bluetoothの電波強度を示す RSSIを利用した歩行者のおおよその位置を検出する手法を提案す
る. 























甲田 亮太 CUDAにおけるデータ転送スケジューラの実装と評価 
近年，大量のコアを搭載した GPUを汎用計算に用いる GPGPUが注目を集めている．NVIDIA社の
GPGPU 環境 CUDA では GPU 上で複数のタスクを並列実行する機能を提供しているが，GPU 上の計





白井 和樹 走幅跳の助走モニタリングシステムの開発と有効性の検証 
陸上競技におけるコーチング内容やトレーニング内容は指導者や競技者の感覚に頼っている場
































ータの動きをまねるボードゲーム―」,情報処理学会第 79回全国大会予稿集, pp.4-631～632,2017.3 
(f) 学生が単独で受けた受賞や表彰一覧 
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2.4.2. 教員業績概要 




II，卒業研究・制作 A，卒業研究・制作 B，基盤システムゼミ I，基盤システムゼミ II，基礎教養入門／キャリアデ














理学会，情報処理学会論文誌 コンシューマ・デバイス＆システム，Vol.6 No.1，pp.63-74，2016 
3） 村田嘉利，吉田和広，千田航平，「バランス Wii ボードによる脳血管疾患患者向け立ち上がりトレーニングツー
ルの提案」，情報処理学会，情報処理学会論文誌 コンシューマ・デバイス＆システム，Vol.6 No.1，pp.33-43，
2016 
4） Yoshitoshi Murata, “Future Mobile Communication Services on Balance between Desire for Freedom and 
Trust,” River Publishers, Journal of ICT, Vol. 4 1, pp. 19–34, 2016 
5） Yoshitoshi Murata, Kazuhiro Yoshida, Natsuko Miura, Yoshihito Endo, "KINECT-Based Auscultation Practice 
System," IARIA, International Journal on Advances in Life Sciences, vol. 8 no 3 & 4, pp. 277-288, 2016. 
(c) (b)以外の査読付き成果（論文誌ではない学術論文，国際会議プロシーディング，ワークショップ等） 
1） Yoshitoshi Murata, Kazuhiro Yoshida, Natsuko Miura, Yoshihito Endo, " Proposal for A KINECT-Based 
Auscultation Practice System," IARIA, eTELEMED 2016, pp. 86-91, 2016 
2） Kotaro Suzuki, Yoshitoshi Murata, “Implementation of Tele-Rehabilitation System Combined with Video 









6） 佐藤 永欣, 梅木 紀之, 鈴木 彰真, 村田 嘉利, 『スキージャンプのためのビデオ即時共有システム』, 情報処
理学会第 24回マルチメディア通信と分散処理ワークショップ, pp.102-108 (2016.10) 
7） Nobuyoshi Sato, Noriyuki Umeki, Yoshitoshi Murata, Akimasa Suzuki, "Instant Video Share and View System 
for Ski-Jump Training Using Cheap Devices", The 19-th International Conference on Network-Based 
Information Systems, pp.260-266 (2016.9) 
(d) 研究発表等（査読なしの論文等） 
1） 村田嘉利，「Azure & KINECT ベース聴診演習システムの提案」，IT ヘルスケア学会第１０回記念学術大会，ポス
ターセッション C:バイタルサイン・情報伝達，PC-01，2016. 
2） 菅原未裕，鈴木彰真，佐藤永欣，村田嘉利, 『感性と間隔尺度を用いた醤油推薦システムにおける検索方法の検
討』, 第 79回情報処理学会全国大会，7K-02 (2017.3) 
3） 岡村雅仁，鈴木彰真，佐藤永欣，村田嘉利, 『ローカルフード検索システムの提案』, 第 79 回情報処理学会全
国大会，7K-03 (2017.3) 
4） 石沢智士，村田嘉利，佐藤永欣，鈴木彰真, 『RealSense を用いた薬剤ピッキング作業支援システムの開発』,     
第 79回情報処理学会全国大会，2S-01 (2017.3) 
5） 遠藤 晶，村田嘉利，鈴木彰真，佐藤永欣, 『ベッドからの起き上がり動作訓練システムの提案』, 第 79 回情
報処理学会全国大会，2S-02 (2017.3) 
6） 相馬郁矢，鈴木彰真，佐藤永欣，村田嘉利, 『道路脇の景色が与える距離感への影響に関する考察』, 第 79 回
情報処理学会全国大会，3T-03 (2017.3) 
7） 柴田涼平，村田嘉利，鈴木彰真，佐藤永欣, 『小型身体形状測定装置の提案』, 第 79回情報処理学会全国大会，
6T-03 (2017.3) 
8） 菱田勇弥，鈴木彰真，村田喜利，佐藤永欣, 『シートの振動を用いた自動車の周辺通知システムにおける実用性
評価』, 第 79回情報処理学会全国大会，1V-05 (2017.3) 
9） 松倉龍之介，村田嘉利，鈴木彰真，佐藤永欣, 『自動車のリアルタイム位置管理方式の提案』, 第 79 回情報処
理学会全国大会，6V-03 (2017.3) 
10） 新沼昂幸，村田嘉利，鈴木彰真，佐藤永欣, 『KINECTを用いた転倒防止システムの提案』, 第 79回情報処理学
会全国大会，2ZB-01 (2017.3) 
11） 阿部貴也，村田嘉利，佐藤永欣，鈴木彰真, 『ユニバーサルドライビングインタフェースの提案』, 第 79 回情
報処理学会全国大会，2ZB-06 (2017.3) 
12） 阿部貴也，村田嘉利，鈴木彰真，佐藤永欣, 『ロードセルを用いたステアリングコントロールの可能性』, 平成
29年度電気関係学会東北支部連合大会, 1F05 (2016.8) 
13） 新沼昂幸, 村田嘉利, 鈴木彰真, 佐藤永欣，『Microsoft KINECT を用いた転倒注意装置の提案』, 平成 29 年度
電気関係学会東北支部連合大会, 2G13 (2016.8) 
(e) 研究費の獲得 
1） 科研費（ｃ）：60万円（総額 340万円），i-MOS研究費：50万円 
(f) その他総説・解説，調査報告・市場調査，特許，受賞，報道など 
1） 特願 2016-120070 「転倒予防システム，転倒予防方法，プログラム」 


















1) 株式会社アーンク 顧問 
2) 株式会社アバロン 顧問 







1) 電子情報通信学会東北支部 運営委員 
2) IARIA Steering Committee Member 














職名： 講師 氏名： 佐藤永欣 
[教育活動］ 
(a) 学部担当授業科目 














1) 佐藤 永欣, 梅木 紀之, 鈴木 彰真, 村田 嘉利, 『スキージャンプのためのビデオ即時共有システム』, 情報処
理学会第 24回マルチメディア通信と分散処理ワークショップ, pp.102-108 (2016.10) 
2) Nobuyoshi Sato, Noriyuki Umeki, Yoshitoshi Murata, Akimasa Suzuki, "Instant Video Share and View System 
for Ski-Jump Training Using Cheap Devices", The 19-th International Conference on Network-Based 
Information Systems, pp.260-266 (2016.9) 
3) 吉田尚平, 村田嘉利, 鈴木彰真, 佐藤永欣，『ウェアラブルデバイスによる歩行形態判別システムの提案』マル
チメディア，分散，協調とモバイル（DICOMO）シンポジウム，pp.301-307 (2016.7) 
4) 鈴木彰真, 瀧谷俊介, 村田嘉利，『座面アクチュエータを用いた臀部触覚による自動車の周辺通知』, マルチメ
ディア，分散，協調とモバイル（DICOMO）シンポジウム，pp.729-734 (2016.7) 
5) 鈴木昂太郎, 村田嘉利, 鈴木彰真, 佐藤永欣，『Kinectを用いた遠隔リハビリテーションシステムの研究』, マ
ルチメディア，分散，協調とモバイル（DICOMO）シンポジウム，pp.314-321 (2016.7)  
(d) 研究発表（査読なしの論文等） 
1) 菅原未裕，鈴木彰真，佐藤永欣，村田嘉利, 『感性と間隔尺度を用いた醤油推薦システムにおける検索方法の検
討』, 第 79回情報処理学会全国大会，7K-02 (2017.3) 
2) 岡村雅仁，鈴木彰真，佐藤永欣，村田嘉利, 『ローカルフード検索システムの提案』, 第 79 回情報処理学会全
国大会，7K-03 (2017.3) 
3) 石沢智士，村田嘉利，佐藤永欣，鈴木彰真, 『RealSense を用いた薬剤ピッキング作業支援システムの開発』,     
第 79回情報処理学会全国大会，2S-01 (2017.3) 
4) 遠藤 晶，村田嘉利，鈴木彰真，佐藤永欣, 『ベッドからの起き上がり動作訓練システムの提案』, 第 79 回情
報処理学会全国大会，2S-02 (2017.3) 
5) 相馬郁矢，鈴木彰真，佐藤永欣，村田嘉利, 『道路脇の景色が与える距離感への影響に関する考察』, 第 79 回
情報処理学会全国大会，3T-03 (2017.3) 
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6) 柴田涼平，村田嘉利，鈴木彰真，佐藤永欣, 『小型身体形状測定装置の提案』, 第 79回情報処理学会全国大会，
6T-03 (2017.3) 
7) 菱田勇弥，鈴木彰真，村田喜利，佐藤永欣, 『シートの振動を用いた自動車の周辺通知システムにおける実用性
評価』, 第 79回情報処理学会全国大会，1V-05 (2017.3) 
8) 松倉龍之介，村田嘉利，鈴木彰真，佐藤永欣, 『自動車のリアルタイム位置管理方式の提案』, 第 79 回情報処
理学会全国大会，6V-03 (2017.3) 
9) 新沼昂幸，村田嘉利，鈴木彰真，佐藤永欣, 『KINECTを用いた転倒防止システムの提案』, 第 79回情報処理学
会全国大会，2ZB-01 (2017.3) 
10) 阿部貴也，村田嘉利，佐藤永欣，鈴木彰真, 『ユニバーサルドライビングインタフェースの提案』, 第 79 回情
報処理学会全国大会，2ZB-06 (2017.3) 
11) 阿部貴也，村田嘉利，鈴木彰真，佐藤永欣, 『ロードセルを用いたステアリングコントロールの可能性』, 平成
29年度電気関係学会東北支部連合大会, 1F05 (2016.8) 
12) 新沼昂幸, 村田嘉利, 鈴木彰真, 佐藤永欣，『Microsoft KINECT を用いた転倒注意装置の提案』, 平成 29 年度
電気関係学会東北支部連合大会, 2G13 (2016.8) 
(e) 研究費の獲得 
1) 受託研究, “競技用自転車向けセンサーのソフトウェア開発”, 10万円 
(f) その他総説・解説，調査報告・市場調査，特許，受賞，報道など 

























2) 非侵襲乳酸センサの開発および既存センサのデジタル化, バイタルイクイップメント合同会社 
(e) 学会などにおける活動 
1) 情報処理学会マルチメディア通信と分散処理研究会運営委員 
2) 情報処理学会論文誌マルチメディア通信と分散処理特集号編集委員(査読 2件) 
3) 情報処理学会マルチメディア通信と分散処理ワークショップ プログラム委員(査読 2件) 
4) Program Committee member, The 19-th International Conference on Network-Based Information Systems (NBiS 
2016) 
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職名： 講師 氏名： 鈴木彰真 
[教育活動］ 
(a) 学部担当授業科目 
基盤システムゼミ A,B，情報リテラシ，基盤システム演習 I, II，ソフトウェア設計学，ソフトウェア設計実践論，
学の世界入門，プロジェクト演習 I, II 
(b) 研究科担当授業科目 














1) 吉田尚平, 村田嘉利, 鈴木彰真, 佐藤永欣，ウェアラブルデバイスによる歩行形態判別システムの提案 
マルチメディア，分散，協調とモバイル（DICOMO）シンポジウム，国内会議，2016年 7月，301‐307 
2) 鈴木彰真, 瀧谷俊介, 村田嘉利，座面アクチュエータを用いた臀部触覚による自動車の周辺通知 
マルチメディア，分散，協調とモバイル（DICOMO）シンポジウム，国内会議，2016年 7月 729‐734 
3) 鈴木昂太郎, 村田嘉利, 鈴木彰真, 佐藤永欣，Kinectを用いた遠隔リハビリテーションシステムの研究 
マルチメディア，分散，協調とモバイル（DICOMO）シンポジウム，国内会議，2016年 7月 314‐321  
4) Nobuyoshi Sato, Noriyuki Umeki, Yoshitoshi Murata, Akimasa Suzuki, "Instant Video Share and View System 
for Ski-Jump Training Using Cheap Devices", The 19-th International Conference on Network-Based 
Information Systems, pp.260-266 (2016.9) 
5) 佐藤 永欣, 梅木 紀之, 鈴木 彰真, 村田 嘉利, 『スキージャンプのためのビデオ即時共有システム』, 情報処
理学会第 24回マルチメディア通信と分散処理ワークショップ, pp.102-108 (2016.10) 
(d) 研究発表（査読なしの論文等） 
1) 阿部貴也, 村田嘉利, 鈴木彰真, 佐藤永欣，ロードセルを用いたステアリングコントロールの可能性 
電気関係学会東北支部連合大会講演論文集(CD-ROM)，2016 ROMBUNNO.1F05   2016 年 8月 
2) 新沼昂幸, 村田嘉利, 鈴木彰真, 佐藤永欣，Microsoft KINECTを用いた転倒注意装置の提案 
電気関係学会東北支部連合大会講演論文集(CD-ROM)，2016 ROMBUNNO.2G13   2016 年 8月 
3) 菅原未裕，鈴木彰真，佐藤永欣，村田嘉利，感性と間隔尺度を用いた醤油推薦システムにおける検索方法の検討 




情報処理学会第 79回全国大会，2017年 3月，7K-03 
5) 石沢智士，村田嘉利，佐藤永欣，鈴木彰真，RealSenseを用いた薬剤ピッキング作業支援システムの開発 
情報処理学会第 79回全国大会，2017年 3月，2S-01 
6) 遠藤 晶，村田嘉利，鈴木彰真，佐藤永欣，ベッドからの起き上がり動作訓練システムの提案 
情報処理学会第 79回全国大会，2017年 3月，2S-02 
7) 相馬郁矢，鈴木彰真，佐藤永欣，村田嘉利，道路脇の景色が与える距離感への影響に関する考察 
情報処理学会第 79回全国大会，2017年 3月，3T-03 
8) 柴田涼平，村田嘉利，鈴木彰真，佐藤永欣，小型身体形状測定装置の提案 
情報処理学会第 79回全国大会，2017年 3月，6T-03 
9) 菱田勇弥，鈴木彰真，村田喜利，佐藤永欣，シートの振動を用いた自動車の周辺通知システムにおける実用性評
価，情報処理学会第 79回全国大会，2017年 3月，1V-05 
10) 松倉龍之介，村田嘉利，鈴木彰真，佐藤永欣，自動車のリアルタイム位置管理方式の提案， 
情報処理学会第 79回全国大会，2017年 3月，6V-03 
11) 新沼昂幸，村田嘉利，鈴木彰真，佐藤永欣，KINECTを用いた転倒防止システムの提案 
情報処理学会第 79回全国大会，2017年 3月，2ZB-01 
12) 阿部貴也，村田嘉利，佐藤永欣，鈴木彰真，ユニバーサルドライビングインタフェースの提案 
情報処理学会第 79回全国大会，2017年 3月，2ZB-06 
13) Nobuyoshi Sato, Noriyuki Umeki, Yoshitoshi Murata, Akimasa Suzuki, "Instant Video Share and View System 
for Ski-Jump Training Using Cheap Devices", The 19-th International Conference on Network-Based 
Information Systems, pp.260-266 (2016.9) 
(e) 研究費の獲得 
1) （文部科学省科学研究費）基盤研究（Ｃ）ユニバーサル移動体操縦インタフェースの研究 研究分担者 



























2) ユニバーサル自動車操縦インタフェースの研究開発，i-mos研究発表会 2016-09-01 
(e) 学会などにおける活動 
1） 情報処理学会 CDS研究会査読 2件 














    図 1 ローカルフード検索システム 
 















































相馬 郁矢 道路脇の景色が与える距離感への影響に関する考察 



























































理学会，情報処理学会論文誌 コンシューマ・デバイス＆システム，Vol.6 No.1，pp.63-74，2016 
(e) 講座所属学生が各学会で登壇発表した実績一覧 
1) 吉田尚平, 村田嘉利, 鈴木彰真, 佐藤永欣，『ウェアラブルデバイスによる歩行形態判別システムの提案』マル
チメディア，分散，協調とモバイル（DICOMO）シンポジウム，pp.301-307 (2016.7) 
2) 鈴木昂太郎, 村田嘉利, 鈴木彰真, 佐藤永欣，『Kinectを用いた遠隔リハビリテーションシステムの研究』, マ
ルチメディア，分散，協調とモバイル（DICOMO）シンポジウム，pp.314-321 (2016.7) 
3) Kotaro Suzuki, Yoshitoshi Murata, “Implementation of Tele-Rehabilitation System Combined with Video 
Call Center,” ITU, Kaleidoscope 2017, S5.1, 2017 
4) 阿部貴也, 村田嘉利, 鈴木彰真, 佐藤永欣，ロードセルを用いたステアリングコントロールの可能性, 電気関係
学会東北支部連合大会講演論文集(CD-ROM)，2016 ROMBUNNO.1F05   2016 年 8月 
5) 新沼昂幸, 村田嘉利, 鈴木彰真, 佐藤永欣，Microsoft KINECT を用いた転倒注意装置の提案, 電気関係学会東
北支部連合大会講演論文集(CD-ROM)，2016 ROMBUNNO.2G13   2016年 8月 
6) 菅原未裕，鈴木彰真，佐藤永欣，村田嘉利，感性と間隔尺度を用いた醤油推薦システムにおける検索方法の検討,
情報処理学会第 79回全国大会，2017年 3月，7K-02 
7) 岡村雅仁，鈴木彰真，佐藤永欣，村田嘉利，ローカルフード検索システムの提案, 情報処理学会第 79 回全国大
会，2017年 3月，7K-03 
8) 石沢智士，村田嘉利，佐藤永欣，鈴木彰真，RealSenseを用いた薬剤ピッキング作業支援システムの開発, 情報
処理学会第 79回全国大会，2017年 3月，2S-01 
9) 遠藤 晶，村田嘉利，鈴木彰真，佐藤永欣，ベッドからの起き上がり動作訓練システムの提案, 情報処理学会第
79回全国大会，2017年 3月，2S-02 
10) 相馬郁矢，鈴木彰真，佐藤永欣，村田嘉利，道路脇の景色が与える距離感への影響に関する考察, 情報処理学会
第 79回全国大会，2017年 3月，3T-03 
11) 柴田涼平，村田嘉利，鈴木彰真，佐藤永欣，小型身体形状測定装置の提案, 情報処理学会第 79回全国大会，2017
年 3月，6T-03 
12) 菱田勇弥，鈴木彰真，村田喜利，佐藤永欣，シートの振動を用いた自動車の周辺通知システムにおける実用性評
価，情報処理学会第 79回全国大会，2017年 3月，1V-05 
13) 松倉龍之介，村田嘉利，鈴木彰真，佐藤永欣，自動車のリアルタイム位置管理方式の提案，情報処理学会第 79
回全国大会，2017年 3月，6V-03 








































• HCI (Human Computer Interaction)・認知科学 






キーワード： 情報セキュリティ,  ネットワークセキュリティ，情報セキュリティ教育，モバイル Ad-hoc ネット










-    インターネット観測システムの観測点保護および観測点攻撃検出に関する研究 
-    分散型 Slow Read DoS攻撃に対する防御手法に関する研究 
-    サイトの安全性と重要度に応じたパスワード管理手法に関する研究 
-  想起性と安全性を両立するパスワード認証に関する研究 
-  視覚符号型秘密分散法を用いた CAPTCHAに関する研究 
-    スマートデバイスにおける端末認証，個人認証に関する研究 
-    フィッシングサイト検知手法に関する研究 
- GBS理論に基づいたセキュリティ学習を支援する e-learning教材に関する研究 
など 
• モバイルアドホック・無線センサーネットワーク 
- Vehicular network 
 災害時における車車間通信を利用した経路選択支援アプリケーションの提案 
- Mobile ad hoc network routing protocols 
 リンクレート切り替えによる OpenFlow ネットワークの省電力化手法の提案 
- Sensor networks 
など 
• これらの融合研究 
- ネットワークを悪意ある攻撃から守るためのモバイルエージェントと P2P ネットワークを用いたネットワ
ーク異常検出システムに関する研究 
など 
• HCI (Human Computer Interaction)，認知科学 
  -   三軸加速度センサおよびジャイロセンサを用いた正しい歯磨き方法習得支援システムの開発 
    -   人間の内的特性に焦点をあてた次世代コミュニケーションメディアの開発 
  -   CMCにおける感情伝達に関する研究 
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2.5.2. 教員業績概要 
職名： 教授 氏名： 高田 豊雄 
[教育活動］ 
(a) 学部担当授業科目 
数論と代数，セキュリティ論，専門英語 II，基盤システム演習 A/B/C，基盤システムゼミ A/B，卒業研究・制作 A/B 
(b) 研究科担当授業科目 










1) M. Narita, K. Kamada, K. Ogura, B. B. Bista and T. Takata, A Study of Packet Sampling Methods for Protecting 
Sensors Deployed on Darknet, 2016 19th International Conference on Network-Based Information Systems 
(NBiS), pp. 76-83, 2016.9. 
2) T. Hirakawa, K. Ogura, B. B. Bista and T. Takata, "A Defense Method against Distributed Slow HTTP DoS 
Attack," 2016 19th International Conference on Network-Based Information Systems (NBiS), pp. 152-158, 
2016.9. 
3) Hiroya Takahashi, Kanayo Ogura, Bhed Bahadur Bista and Toyoo Takata, A User Authentication Scheme Using 
Keystrokes for Smartphones while Moving, 2016 International Symposium on Information Theory and Its 
Applications (ISITA), pp. 310-314, 2016.11. 
(d) 研究発表等（査読なしの論文等） 




3) 阿部幸之助，小倉加奈代，ベッド B ビスタ, 高田豊雄，Twitter における個人情報流出防止のための投稿ツイ
ート判定処理効率化手法の検討，平成 28年度電気関係学会東北支部連合大会，1D06(USB)，2016年 8月 
4) 成ケ澤遼太郎，小倉加奈代，児玉英一郎，王家宏，高田豊雄，加速度センサとジャイロセンサを併用したスマホ
回しによる認証手法の提案，平成 28年度電気関係学会東北支部連合大会，1F08(USB)，2016年 8月 
5) 堀井凌，小倉加奈代，児玉英一郎，王家宏，高田豊雄，指圧を用いた覗き見攻撃耐性を有する PIN入力手法の提
案，平成 28年度電気関係学会東北支部連合大会，1F09(USB)，2016年 8月 
6) 山田恭平，高田豊雄，ベッドビスタ，小倉加奈代，セキュリティ意識向上のためのスマートフォン警告ダイアロ










案，平成 28年度電気関係学会東北支部連合大会，1H13(USB)，2016年 8月 
11) 大澤奏絵，小倉加奈代，ベッドビスタ，高田豊雄，OCR耐性を有する視覚復号型秘密分散法を用いた CAPTCHAの
提案，平成 28年度電気関係学会東北支部連合大会，2G11(USB)，2016年 8月 
12) 高橋啓伸，小倉加奈代，Bhed Bahadur Bista，高田豊雄，画像局所特徴量を利用したフィッシングサイト検知手
法の実装と評価，コンピュータセキュリティシンポジウム 2016（CSS2016）論文集，3B4-3，2016年 10月 
13) 佐々木槙吾，小倉加奈代，ベッド ビスタ，高田豊雄，Device to Device 通信を利用した two-tier セルラネッ
トワークの混雑緩和手法の検討，信学技報, vol.116, no.382, NS2016-130, pp.59-64, 2016年 12月 
14) 菊地友斗，小倉加奈代，ベッド ビスタ，高田豊雄，災害時における車車間通信を利用した経路探索及び道路地
図作成アプリケーションの提案，信学技報, vol.116, no.382, NS2016-120, pp.13-18, 2016年 12月 
15) 平川哲也，小倉加奈代，ベッドバハドゥールビスタ，高田豊雄，分散型 Slow HTTP DoS攻撃に対する防御手法の
評価，2017年暗号と情報セキュリティシンポジウム(SCIS2017)予稿集，2C1-3(USB)，2017年 1月 
16) 立花聖也，小倉加奈代，BHED BAHADUR BISTA，高田豊雄，バイブレートパターンを利用した覗き見攻撃対策認証
方式の提案，2017年暗号と情報セキュリティシンポジウム(SCIS2017)予稿集，3D3-1(USB)，2017年 1月 










能性の検討，情報処理学会第 79回全国大会講演論文集(DVD-ROM)，2V-06，3-423-424，2017年 3月 
21) 藤根麻羽，小倉加奈代，ベッドバハドゥールビスタ，高田豊雄，短縮 URLの安全性判断支援手法の検討，情報処
理学会第 79回全国大会講演論文集(DVD-ROM)，5W-04，3-603-604，2017年 3月 
22) 八藤後茉央，小倉加奈代，Bhed Bahadur Bista，高田豊雄，人間の脆弱性を利用した標的型攻撃への防御手法の
































2) 情報処理学会論文誌数理モデル化と応用編集委員, MPS112 開催担当 
3) 国際・国内ジャーナルの査読計３件 
(f) その他 











(1)  誰にでも容易に取り扱うことが可能なパスワードベースの個人認証システム 
(2)  誰にでも容易に取り扱うことが可能な行動的特徴を用いた個人認証システム 
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職名： 准教授 氏名： Bhed Bahadur Bista 
[教育活動］ 
(a) 学部担当授業科目 
専門英語 II，線形代数，統計学，基盤システム演習 I/II，基盤システムゼミ A/B，卒業研究・制作 A/B 
(b) 研究科担当授業科目 








1) Bhed Bahadur Bista and Danda B. Rawa, “Performance Analysis of Delay Tolerant Network Routing Protocols 
in Different Mobility Environments”，International Journal of Simulation Systems, Science & Technology，
vol. 17, no. 35, 2016, pp. 3.1~3.10，2016. 
(c) (b)以外の査読付き成果（論文誌ではない学術論文，国際会議プロシーディング，ワークショップ等） 
1) M. Narita, K. Kamada, K. Ogura, B. B. Bista and T. Takata, A Study of Packet Sampling Methods for Protecting 
Sensors Deployed on Darknet, 2016 19th International Conference on Network-Based Information Systems 
(NBiS), pp. 76-83, 2016.9. 
2) T. Hirakawa, K. Ogura, B. B. Bista and T. Takata, "A Defense Method against Distributed Slow HTTP DoS 
Attack," 2016 19th International Conference on Network-Based Information Systems (NBiS), pp. 152-158, 
2016.9. 
3) Hiroya Takahashi, Kanayo Ogura, Bhed Bahadur Bista and Toyoo Takata, A User Authentication Scheme Using 
Keystrokes for Smartphones while Moving, 2016 International Symposium on Information Theory and Its 
Applications (ISITA), pp. 310-314, 2016.11. 
4) A. Younis, I. Cushman and Danda B. Rawat, Bhed Bahadur Bista，“Adaptive Threshold based Combined Energy 
and Spectrum-width Detection for RF Channel Sensing in Cognitive Networks using USRP B200 GNU Radios: 
An Experimental Study”，Proc. of IEEE SoutheastCon 2016, pp. 1-7, Norfolk, VA, March 30 - April 3, 2016. 
5) Bhed Bahadur Bista, “Improving Energy Consumption of Epidemic Routing in Delay Tolerant Networks”, 
10th International Conference on Innovative Mobile and Internet Services in Ubiquitous Computing 
(IMIS-2016), pp. 278-283, 6-8 July 2016.  
6) Bhed Bahadur Bista and Danda B. Rawat, “Enhancement of PRoPHET Routing in Delay Tolerant Networks from 
an Energy Prospective”, Proceedings of the 2016 IEEE TENCON Conference, pp. 1582-1585, 22-25, Nov. 2016. 
7) Danda B. Rawat, Bhed Bahadur Bista and Gongjun Yan, “Securing Vehicular Ad-hoc Networks from Data 
Falsification Attacks”, Proceedings of the 2016 IEEE TENCON Conference, pp. 99-102, 22-25, Nov. 2016. 
8) Danda B. Rawat and Bhed Bahadur Bista, “On the Performance Enhancement of Vehicular Ad hoc Network for 
Transportation Cyber Physical Systems”, IEEE Wireless Communications and Networking Conference (IEEE 
WCNE), pp. 1-6, 19-22 March 2017. 
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9) Bhed Bahadur Bista and Danda B. Rawat, “EA-PRoPHET: An Energy Aware PRoPHET-Based Routing Protocol for 
Delay Tolerant Networks”, IEEE 31st International Conference on Advanced Information Networking and 
Applications (AINA-2017), pp. 670-677, 27-29 March 2017. 
(d) 研究発表（査読なしの論文等） 
1) 畑川怜巳，小倉加奈代，ベッドビスタ，高田豊雄，SNS における画像転載防止手法の検討，平成 28 年度電気関
係学会東北支部連合大会，1C06(USB)，2016年 8月 
2) 阿部幸之助，小倉加奈代，ベッド B ビスタ, 高田豊雄，Twitter における個人情報流出防止のための投稿ツイ
ート判定処理効率化手法の検討，平成 28年度電気関係学会東北支部連合大会，1D06(USB)，2016年 8月 
3) 山田恭平，高田豊雄，ベッドビスタ，小倉加奈代，セキュリティ意識向上のためのスマートフォン警告ダイアロ
グの検討，平成 28年度電気関係学会東北支部連合大会，1F10(USB)，2016年 8月 
4) 吉田裕哉，小倉加奈代，ベッドビスタ，高田豊雄，キーストロークダイナミクスを用いたメール作成者保護技術







8) 高橋啓伸，小倉加奈代，Bhed Bahadur Bista，高田豊雄，画像局所特徴量を利用したフィッシングサイト検知手
法の実装と評価，コンピュータセキュリティシンポジウム 2016（CSS2016）論文集，3B4-3，2016年 10月 
9) 佐々木槙吾，小倉加奈代，ベッド ビスタ，高田豊雄，Device to Device 通信を利用した two-tier セルラネッ
トワークの混雑緩和手法の検討，信学技報, vol.116, no.382, NS2016-130, pp.59-64, 2016年 12月 
10) 菊地友斗，小倉加奈代，ベッド ビスタ，高田豊雄，災害時における車車間通信を利用した経路探索及び道路地
図作成アプリケーションの提案，信学技報, vol.116, no.382, NS2016-120, pp.13-18, 2016年 12月 
11) 平川哲也，小倉加奈代，ベッドバハドゥールビスタ，高田豊雄，分散型 Slow HTTP DoS攻撃に対する防御手法の
評価，2017年暗号と情報セキュリティシンポジウム(SCIS2017)予稿集，2C1-3(USB)，2017年 1月 









能性の検討，情報処理学会第 79回全国大会講演論文集(DVD-ROM)，2V-06，3-423-424，2017年 3月 
16) 藤根麻羽，小倉加奈代，ベッドバハドゥールビスタ，高田豊雄，短縮 URLの安全性判断支援手法の検討，情報処
理学会第 79回全国大会講演論文集(DVD-ROM)，5W-04，3-603-604，2017年 3月 
17) 八藤後茉央，小倉加奈代，Bhed Bahadur Bista，高田豊雄，人間の脆弱性を利用した標的型攻撃への防御手法の
検討，情報処理学会第 79回全国大会講演論文集(DVD-ROM)，5W-05，3-605-606，2017年 3月 




























1) PC Co-Chair of International Conference NBiS 2016  
2) Track Chair  of Mobile and Vehicular Networks in International Conference BWCCA 2016  
3) Program Chair and Session Chair International Conference IEEA 2016  
4) Protocol and Application Track Co-Chair and Session Chair of two sessions of IEEE International 
Conference AINA 2017. 
5) PC member of International Workshop ITS-2016  
6) Organizer (Chair) of International Workshop ACTICS 2016 
7) Paper Reviewed: 9 International Conference Papers and 1 International Journal Paper. 
(f) その他 
1) Certificate of Appreciation in recognition of the significant contribution to 10th International 
Conference on Innovative Mobile and Internet Services in Ubiquitous Computing (IMIS-2016). 





In a Delay Tolerant Network (DTN), nodes are intermittently connected. In order to deliver a message from 
a source node to a destination node, the message is copied and forwarded to an intermediate node when the 
connection between the nodes is established. The node that receives the message stores it and forwards the 
copy of it to another node it encounters. The process is repeated until the destination node is encountered 
or the message’s life time expires. PRoPHET (Probabilistic Routing Protocol using History of Encounters 
and Transitivity) is one of the major DTN routing protocols. However, PRoPHET does not consider energy 
consumption of nodes. Energy consumption of mobile wireless devices has been a major issue recently as the 
devices are ubiquitously used. In this paper, we propose an Energy Aware PRoPHET that considers energy of 
nodes and available free buffer of nodes for storing forwarded messages. We extensively simulated our 
proposal and have shown that our proposed routing performs far more better than PRoPHET in terms of energy 
consumption, extension of network life, message delivery probability and overhead ratio. (IEEE International 
Conference on Advanced Information Networking and Applications, March 2017) 
 
Journal of Faculty of Software and Information Sience 2016 
 64 
 












1) 楠見孝，道田泰司 編著，批判的思考と市民リテラシー−教育，メディア，社会を変える 21 世紀型スキル，誠信
書房，2016年 6月（第 12章 「コミュニケーションにおける信頼感」，分担執筆） 
(b) 査読ありの論文誌に掲載された論文 
1) 三浦麻子，楠見孝，小倉加奈代，福島第一原発事故による放射線災害地域の食品に対する態度を規定する要因：
4波パネル調査による検討，社会心理学研究 第 32巻第 1号，pp.10-21，2016年 8月 
(c) (b)以外の査読付き成果（論文誌ではない学術論文，国際会議プロシーディング，ワークショップ等） 
1) M. Narita, K. Kamada, K. Ogura, B. B. Bista and T. Takata, A Study of Packet Sampling Methods for Protecting 
Sensors Deployed on Darknet, 2016 19th International Conference on Network-Based Information Systems 
(NBiS), pp. 76-83, 2016.9. 
2) T. Hirakawa, K. Ogura, B. B. Bista and T. Takata, "A Defense Method against Distributed Slow HTTP DoS 
Attack," 2016 19th International Conference on Network-Based Information Systems (NBiS), pp. 152-158, 
2016.9. 
3) Hiroya Takahashi, Kanayo Ogura, Bhed Bahadur Bista and Toyoo Takata, A User Authentication Scheme Using 
Keystrokes for Smartphones while Moving, 2016 International Symposium on Information Theory and Its 
Applications (ISITA), pp. 310-314, 2016.11. 
(d) 研究発表（査読なしの論文等） 
1) 畑川怜巳，小倉加奈代，ベッドビスタ，高田豊雄，SNS における画像転載防止手法の検討，平成 28 年度電気関
係学会東北支部連合大会，1C06(USB)，2016年 8月 
2) 阿部幸之助，小倉加奈代，ベッド B ビスタ, 高田豊雄，Twitter における個人情報流出防止のための投稿ツイ
ート判定処理効率化手法の検討，平成 28年度電気関係学会東北支部連合大会，1D06(USB)，2016年 8月 
3) 成ケ澤遼太郎，小倉加奈代，児玉英一郎，王家宏，高田豊雄，加速度センサとジャイロセンサを併用したスマホ
回しによる認証手法の提案，平成 28年度電気関係学会東北支部連合大会，1F08(USB)，2016年 8月 
4) 堀井凌，小倉加奈代，児玉英一郎，王家宏，高田豊雄，指圧を用いた覗き見攻撃耐性を有する PIN入力手法の提
案，平成 28年度電気関係学会東北支部連合大会，1F09(USB)，2016年 8月 
5) 山田恭平，高田豊雄，ベッドビスタ，小倉加奈代，セキュリティ意識向上のためのスマートフォン警告ダイアロ











10) 高橋啓伸，小倉加奈代，Bhed Bahadur Bista，高田豊雄，画像局所特徴量を利用したフィッシングサイト検知手
法の実装と評価，コンピュータセキュリティシンポジウム 2016（CSS2016）論文集，3B4-3，2016年 10月 
11) 佐々木槙吾，小倉加奈代，ベッド ビスタ，高田豊雄，Device to Device 通信を利用した two-tier セルラネッ
トワークの混雑緩和手法の検討，信学技報, vol.116, no.382, NS2016-130, pp.59-64, 2016年 12月 
12) 菊地友斗，小倉加奈代，ベッド ビスタ，高田豊雄，災害時における車車間通信を利用した経路探索及び道路地
図作成アプリケーションの提案，信学技報, vol.116, no.382, NS2016-120, pp.13-18, 2016年 12月 
13) 平川哲也，小倉加奈代，ベッドバハドゥールビスタ，高田豊雄，分散型 Slow HTTP DoS攻撃に対する防御手法の
評価，2017年暗号と情報セキュリティシンポジウム(SCIS2017)予稿集，2C1-3(USB)，2017年 1月 









能性の検討，情報処理学会第 79回全国大会講演論文集(DVD-ROM)，2V-06，3-423-424，2017年 3月 
18) 藤根麻羽，小倉加奈代，ベッドバハドゥールビスタ，高田豊雄，短縮 URLの安全性判断支援手法の検討，情報処
理学会第 79回全国大会講演論文集(DVD-ROM)，5W-04，3-603-604，2017年 3月 
19) 八藤後茉央，小倉加奈代，Bhed Bahadur Bista，高田豊雄，人間の脆弱性を利用した標的型攻撃への防御手法の
検討，情報処理学会第 79回全国大会講演論文集(DVD-ROM)，5W-05，3-605-606，2017年 3月 
(e) 研究費の獲得 
1) 文部科学省科学研究費，基盤研究(C)人間の心理・行動特性に着目したフィッシング犯罪防止対策に関する研究
（課題番号:16K01025），2016年直接経費 900,000円，2016年 4月〜2019年 3月，研究代表者 
2) 文部科学省科学研究費，基盤研究(C)エンドユーザ保護のための包括的セキュリティ技術（課題番号:26330159），




ーコンテンツの試作，2016年度直接経費 300,000円，2017年 1月〜2017年 3月，研究代表者 
(f) その他総説・解説，調査報告・市場調査，特許，受賞，報道など 
該当なし 



















1) 盛岡大学：情報処理基礎 非常勤講師 
2) 盛岡大学：情報処理応用 非常勤講師 
(d) 産学連携 
1) 盛岡 Value City株式会社 MORIO-Jポータルサイト活性化（プロジェクト演習） 
(e) 学会などにおける活動 
1) 情報処理学会，人工知能学会，認知科学会，社会心理学会各会員 
2) 情報処理学会 論文誌査読委員 
3) 情報処理学会 ヒューマンコンピュータインタラクション研究会(SIG-HCI)運営委員 
4) 人工知能学会 言語・音声理解と対話処理研会(SIG-SLUD)専門委員 
5) 第 24回インタラクティブシステムとソフトウェアに関するワークショップ(WISS2016)プログラム委員 
6) 第 24回インタラクティブシステムとソフトウェアに関するワークショップ(WISS2016)チャット委員 
7) 第 21回一般社団法人情報処理学会シンポジウム インタラクション 2017財務委員長 
8) 論文査読：情報処理学会論文誌 2本，ヒューマンインタフェース学会論文誌 1本，ソフトウェア科学会論文誌
2本，2016年度日本認知科学会第 33回大会アブストラクト 5本，WISS2016 5本 
9) 座長：情報処理学会 HCI研究会 






















 (2)ユーザインタフェース部分に認知特性に基づいた機能を組み込んだ各種情報セキュリティシステムの提案と   















 (2-c)前述(1-c)より，スマートフォンの打鍵入力情報を用いた生体認証について，着席状態，移動状態（歩行時，   
 車両乗車時）の 2種類の状態において本人拒否率と他人受け入れ率の交わる点である等価エラー率 EER3%以下で認 
 証可能な手法を提案，開発した． 
 









































































































































































1) T. Hirakawa, K. Ogura, B. B. Bista and T. Takata, "A Defense Method against Distributed Slow HTTP DoS 
Attack," 2016 19th International Conference on Network-Based Information Systems (NBiS), pp. 152-158, 
2016.9. 
2) 畑川怜巳，小倉加奈代，ベッド.B.ビスタ，高田豊雄，SNS における画像転載防止手法の検討，平成 28 年度電
気関係学会東北支部連合大会，1C06(USB)，2016年 8月 
3) 阿部幸之助，小倉加奈代，ベッド.B.ビスタ, 高田豊雄，Twitterにおける個人情報流出防止のための投稿ツイ
ート判定処理効率化手法の検討，平成 28年度電気関係学会東北支部連合大会，1D06(USB)，2016年 8月 
4) 山田恭平，高田豊雄，ベッド.B.ビスタ，小倉加奈代，セキュリティ意識向上のためのスマートフォン警告ダイ
アログの検討，平成 28年度電気関係学会東北支部連合大会，1F10(USB)，2016年 8月 
5) 吉田裕哉，小倉加奈代，ベッド.B.ビスタ，高田豊雄，キーストロークダイナミクスを用いたメール作成者保護
技術の提案，平成 28年度電気関係学会東北支部連合大会，1H04(USB)，2016年 8月 
6) 藤原咲子，小倉加奈代，ベッド.B.ビスタ，高田豊雄，タイピングミスを考慮したパスワード生成手法の提案，
平成 28年度電気関係学会東北支部連合大会，1H05(USB)，2016年 8月 
7) 門田美鈴，小倉加奈代，ベッド.B.ビスタ，高田豊雄，メロディーを使用したパスワード作成支援手法の検討，
平成 28年度電気関係学会東北支部連合大会，1H06(USB)，2016年 8月 
8) 大澤奏絵，小倉加奈代，ベッド.B.ビスタ，高田豊雄，OCR耐性を有する視覚復号型秘密分散法を用いた CAPTCHA
の提案，2G11(USB)，平成 28年度電気関係学会東北支部連合大会，2016年 8月 
9) 高橋啓伸，小倉加奈代，Bhed Bahadur Bista，高田豊雄，画像局所特徴量を利用したフィッシングサイト検知
手法の実装と評価，コンピュータセキュリティシンポジウム 2016（CSS2016）論文集，3B4-3，2016年 10月 
10) 佐々木槙吾，小倉加奈代，ベッド.B.ビスタ，高田豊雄，Device to Device通信を利用した two-tierセルラネ
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ットワークの混雑緩和手法の検討，信学技報, vol.116, no.382, NS2016-130, pp.59-64, 2016年 12月 
11) 菊地友斗，小倉加奈代，ベッド.B.ビスタ，高田豊雄，災害時における車車間通信を利用した経路探索及び道路
地図作成アプリケーションの提案，信学技報, vol.116, no.382, NS2016-120, pp.13-18, 2016年 12月 
12) 平川哲也，小倉加奈代，ベッドバハドゥールビスタ，高田豊雄，分散型 Slow HTTP DoS 攻撃に対する防御手法
の評価，2017年暗号と情報セキュリティシンポジウム(SCIS2017)予稿集，2C1-3(USB)，2017年 1月 








16) 高橋謙，ベッド・B・ビスタ，小倉加奈代，高田豊雄，災害発生状況における Wi-SUN マルチホップ通信の適用
可能性の検討，情報処理学会第 79回全国大会講演論文集(DVD-ROM)，2V-06，3-423-424，2017年 3月 
17) 藤根麻羽，小倉加奈代，ベッドバハドゥールビスタ，高田豊雄，短縮 URL の安全性判断支援手法の検討，情報
処理学会第 79回全国大会講演論文集(DVD-ROM)，5W-04，3-603-604，2017年 3 月 
18) 八藤後茉央，小倉加奈代，Bhed Bahadur Bista，高田豊雄，人間の脆弱性を利用した標的型攻撃への防御手法
の検討，情報処理学会第 79回全国大会講演論文集(DVD-ROM)，5W-05，3-605-606，2017年 3月 
(f) 学生が単独で受けた受賞や表彰一覧 
1) 高橋啓伸，情報処理学会第 78 回全国大会，大会奨励賞，画像局所特徴量を利用したフィッシングサイト検知手
法の提案，2016年 6月 30日 
2) 八藤後茉央，情報処理学会第 79 回全国大会，学生奨励賞，人間の脆弱性を利用した標的型攻撃への防御手法の




• 夏季ゼミ合宿 (9月 3日〜4日, 岩手県立県南青少年の家 (胆沢郡金ケ崎町)) 
• 冬季ゼミ合宿 (2月 4日～2月 5日, 国立岩手山青少年交流の家 (滝沢市)) 
 













キーワード： 分散システムのセキュリティ， ユビキタスコンピューティング， セマンティック Web, データマイ
ニング, モバイルアドホックネットワーク/センサネットワーク，クラウドファンディング，IoT 
(b) 年度目標 
• 学生の対外発表の促進 (電気関係学会東北支部連合大会や情報処理学会全国大会等) 
• 学生の主体性を重視し，かつ，学生間/学生・教員間の気軽な議論を促進する雰囲気づくり 
(c) 講座構成教員名 









• 次世代 Webに関する研究 




























1) Jiahong Wang, Eiichiro Kodama, Toyoo Takata: Construction and Maintenance of k-Hop CDS in Mobile Ad Hoc 
Networks, Proc. the 31st IEEE International Conference on Advanced Information Networking and 
Applications (IEEE AINA 2017), pp.220--227, March 27-29, 2017 , Taipei, Taiwan. 
国内学会, 研究会 
1) 上村美里，児玉英一郎，王家宏，高田豊雄: CUDに基づいた Webページの再ランキング手法に関する考察, 平成
28年度 電気関係学会東北支部連合大会 講演論文集, 1C08 (Aug. 2016). 
2) 成ケ澤遼太郎，小倉加奈代，児玉英一郎，王家宏，高田豊雄: 加速度センサとジャイロセンサを併用したスマホ
回しによる認証手法の提案, 平成 28年度 電気関係学会東北支部連合大会 講演論文集, 1F08 (Aug. 2016). 
3) 堀井凌，小倉加奈代，児玉英一郎，王家宏，高田豊雄: 指圧を用いた覗き見攻撃耐性を有する PIN入力手法の提
案, 平成 28年度 電気関係学会東北支部連合大会 講演論文集, 1F09 (Aug. 2016). 
4) 竹内昌憲，王家宏，児玉英一郎，高田豊雄: コードクローン検出技術を利用したコーディング支援システムの提
案, 平成 28年度 電気関係学会東北支部連合大会 講演論文集, 1H13 (Aug. 2016). 
5) 小林由真，王家宏，児玉英一郎，高田豊雄：プライバシー保護した分散データマイニングの通信コスト削減手法，
情報処理学会研究報告，2016-DPS-168，pp.1--6（Nov. 2016). 
6) 児玉 英一郎，常木 翔太，清水 小太郎，王 家宏，高田 豊雄： Linked Data におけるリンク切れ自動修復フ





























1) 2014 IEEE Asia Pacific Conference on Wireless and Mobile Technologies 
2) 2014 BWCCA 
(f) その他 
1) IEEE, IEICE, and IPSJ Members. 
 
[主な業績］ 
Construction and Maintenance of k-Hop CDS in Mobile Ad Hoc Networks 
 
Abstract—Since mobile ad hoc networks do not have fixed or predefined infrastructures, nodes need to 
frequently flood control messages to discovery and maintain routes, which causes performance problems in 
traffic and energy consumption, contention, and collision. A general solution is to construct a virtual 
backbone as the basis of routing and broadcasting, and the Connected Dominating Set (CDS) has been widely 
used. This paper presents a distributed approach to constructing and maintaining a k-hop CDS. A unique 
characteristic that differentiates the proposed approach from existing ones is that, any value can be 
specified for k, and a larger k contributes to a smaller CDS. If k is large enough, the resulting CDS will 






職名： 講師 氏名： 児玉 英一郎 
[教育活動］ 
(a) 学部担当授業科目 
解析学，線形代数，基礎教養入門，キャリアデザイン I，キャリアデザイン II，学の世界入門，プロジェクト演習 I，













1) Jiahong Wang, Eiichiro Kodama, Toyoo Takata: Construction and Maintenance of k-Hop CDS in Mobile Ad Hoc 
Networks, Proc. the 31st IEEE International Conference on Advanced Information Networking and 
Applications (IEEE AINA 2017), pp.220--227, March 27-29, 2017 , Taipei, Taiwan. 
国内学会, 研究会 
1) 上村美里，児玉英一郎，王家宏，高田豊雄: CUDに基づいた Webページの再ランキング手法に関する考察, 平成
28年度 電気関係学会東北支部連合大会 講演論文集, 1C08 (Aug. 2016). 
2) 成ケ澤遼太郎，小倉加奈代，児玉英一郎，王家宏，高田豊雄: 加速度センサとジャイロセンサを併用したスマホ
回しによる認証手法の提案, 平成 28年度 電気関係学会東北支部連合大会 講演論文集, 1F08 (Aug. 2016). 
3) 堀井凌，小倉加奈代，児玉英一郎，王家宏，高田豊雄: 指圧を用いた覗き見攻撃耐性を有する PIN入力手法の提
案, 平成 28年度 電気関係学会東北支部連合大会 講演論文集, 1F09 (Aug. 2016). 
4) 竹内昌憲，王家宏，児玉英一郎，高田豊雄: コードクローン検出技術を利用したコーディング支援システムの提
案, 平成 28年度 電気関係学会東北支部連合大会 講演論文集, 1H13 (Aug. 2016). 
5) 小林由真，王家宏，児玉英一郎，高田豊雄：プライバシー保護した分散データマイニングの通信コスト削減手法，
情報処理学会研究報告，2016-DPS-168，pp.1--6（Nov. 2016). 
6) 児玉 英一郎，常木 翔太，清水 小太郎，王 家宏，高田 豊雄： Linked Data におけるリンク切れ自動修復フ
















































上村 美里 CUDに基づいた Webページの再ランキング手法に関する研究 
近年の情報技術の発達に伴い，知りたい情報が簡単に手に入る時代となった．しかし，一方
で，高齢者や色弱者と呼ばれる人々への情報提供については，十分な状況とはなっていない．
そこで，本研究では，Web ページに含まれる色による見やすさを CUD の観点から点数化し，
それを用いた再ランキング手法の提案を行った．また，本提案内で用いた CUD 得点生成集合
の正当性確認と，本提案手法の有用性の確認を行った． 




音象徴的意味による分類を行った．評価の結果，分類 1 は適合率 100%，再現率 80%，分類 2
は適合率 83%，再現率 100%となった． 


















  該当なし 
(c) 博士(後期)論文概要 




1) 上村美里，児玉英一郎，王家宏，高田豊雄: CUDに基づいた Webページの再ランキング手法に関する考察, 平成
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28年度 電気関係学会東北支部連合大会 講演論文集, 1C08 (Aug. 2016). 
2) 成ケ澤遼太郎，小倉加奈代，児玉英一郎，王家宏，高田豊雄: 加速度センサとジャイロセンサを併用したスマホ
回しによる認証手法の提案, 平成 28年度 電気関係学会東北支部連合大会 講演論文集, 1F08 (Aug. 2016). 
3) 堀井凌，小倉加奈代，児玉英一郎，王家宏，高田豊雄: 指圧を用いた覗き見攻撃耐性を有する PIN入力手法の提
案, 平成 28年度 電気関係学会東北支部連合大会 講演論文集, 1F09 (Aug. 2016). 
4) 竹内昌憲，王家宏，児玉英一郎，高田豊雄: コードクローン検出技術を利用したコーディング支援システムの提







• 夏季ゼミ合宿 (9月 3日～9月 4日, 岩手県立県南青少年の家 (胆沢郡)) 
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2.7.2. 教員業績概要 

















1) T. Furudate, M. Horikawa, D. Kudou and A. Okamoto : Study of Indoor Positioning Method Using Bluetooth 
Low Energy Beacon, International Congress on Logistics and SCM Systems 2016, ICLS Proceeding 2016, 
pp.15-24, 2016/7 
2) D. Kudou, M. Horikawa, T. Furudate and A. Okamoto : Indoor Positioning Method Using Proximity Bluetooth 
Low-Energy Beacon, The 17th Asia Pacific Industrial Engineering and Management Systems Conference 
(APIEMS2016), 2016/12 
(d) 研究発表（査読なしの論文等） 
1) 堀川三好，岡本東：オープン＆クローズ戦略にもとづく産学連携，日本経営工学会 2016 年春季大会予稿集，
pp.120-121，2016/5 
2) 堀川三好，岡本東，古舘達也，工藤大希：移動するものを対象とした製造プロセス向け IoTの提案，日本ロジス
ティクスシステム学会第 19回全国大会予稿集 pp.69-72，2016/6 
3) 古舘達也，堀川三好，工藤大希，岡本東：Bluetooth Low Energy ビーコンを用いた歩行者測位手法の提案，第
15回情報科学技術フォーラム，講演論文集 Vol. 15，No.4，pp.249-250，2016/9 




6) 岡本東, 古舘達也, 工藤大希, 堀川三好: 生産設備における屋内測位のための BLE 送受信機配置, 情報処理学
会東北支部研究報告, Vol.2016, No.6, B2-3, 2017/02 
7) 古舘達也，堀川三好，岡本東：Bluetooth Low Energy の通信特性を考慮した測位システムに関する研究，情報












1) IoT技術を用いた生産物流向け位置情報システム（科研費・基盤 C） 


































8) Bluetoothを利用した位置測位技術の提案（企業 A） 
9) 屋内ナビゲーションに関する研究（企業 B） 












GPS (Global Positioning System) が用いられている．しかし，屋内では GPS を用いることが困難であるため，無
線や超音波を用いる方式や端末の持つ加速度センサによる手法が提案され，一部は実用化されているが，現状で標
準と言えるような広く普及したものはない． 
























1) T. Furudate, M. Horikawa, D. Kudou and A. Okamoto : Study of Indoor Positioning Method Using Bluetooth 
Low Energy Beacon, International Congress on Logistics and SCM Systems 2016, ICLS Proceeding 2016, 
pp.15-24, 2016/7 
2) D. Kudou, M. Horikawa, T. Furudate and A. Okamoto : Indoor Positioning Method Using Proximity Bluetooth 
Low-Energy Beacon, The 17th Asia Pacific Industrial Engineering and Management Systems Conference 
(APIEMS2016), 2016/12 
(d) 研究発表（査読なしの論文等） 
1) 堀川三好，岡本東：オープン＆クローズ戦略にもとづく産学連携，日本経営工学会 2016 年春季大会予稿集，
pp.120-121，2016/5 
2) 堀川三好，岡本東，古舘達也，工藤大希：移動するものを対象とした製造プロセス向け IoTの提案，日本ロジス
ティクスシステム学会第 19回全国大会予稿集 pp.69-72，2016/6 
3) 古舘達也，堀川三好，工藤大希，岡本東：Bluetooth Low Energy ビーコンを用いた歩行者測位手法の提案，第
15回情報科学技術フォーラム，講演論文集 Vol. 15，No.4，pp.249-250，2016/9 




6) 岡本東, 古舘達也, 工藤大希, 堀川三好: 生産設備における屋内測位のための BLE 送受信機配置, 情報処理学
会東北支部研究報告, Vol.2016, No.6, B2-3, 2017/02 
7) 古舘達也，堀川三好，岡本東：Bluetooth Low Energy の通信特性を考慮した測位システムに関する研究，情報
処理学会第 79回全国大会予稿集（3），pp.29–30, 2017/03 
8) 工藤大希，堀川三好，古舘達也，岡本東：BLE測位および PDRを用いたハイブリッド型屋内測位手法の提案，情
報処理学会第 79回全国大会予稿集（3），pp.325–326, 2017/03 









1) IoT技術を用いた生産物流向け位置情報システム（科研費・基盤 C） 
















1) enPiT 運営委員会メンバー 








1) いわて善隣塾（NPO善隣館と共催） パソコンステップアップ講座講師（いわて善隣塾） 計 12回  












8) Bluetoothを利用した位置測位技術の提案（企業 A） 
9) 屋内ナビゲーションに関する研究（企業 B） 
10) 視覚障碍者向けナビゲーションに関する研究（企業 C） 
(e) 学会などにおける活動 
1) 日本経営工学会誌査読委員 
2) 日本経営工学会 2016年春季大会・セッション座長 







1) イノベーション・ジャパン 2016（大学見本市）：「導入が容易なビーコンを用いた屋内測位技術」を出展 






※「CPS 時代の「新しいものづくり」のための生産システムの設計に関する研究，日本経営工学会 2016 年秋季大会
予稿集，pp.30-31」のはじめにを抜粋 
 
本研究は，モノの移動が多い製造プロセスを対象に測位とセンシング技術を組み合わせた IoT（Internet of Things）
を実現し，CPS（Cyber Physical System）時代に対応する「新しいものづくりのための生産システム・CPPS（Cyber 
Physical Production System）」の設計を行うことを目的としている．本稿では，CPS の概念や CPPS の現状につ
いて整理し，その実現に必要となる「移動するモノを対象とした測位技術」についてまとめ，センシング技術と組
み合わせることで IoT の活用範囲を広げることを提案する． 
 















近藤 飛翼 センシング技術を活用した勤怠管理システムの提案 




























古舘達也 Location Based Service を対象とした屋内測位技術に関する研究 
本研究では，様々な屋内位置情報サービスに対応可能な測位基盤の実現を目的に，Bluetooth 











































































1) 古舘達也，堀川三好，工藤大希，岡本東：Bluetooth Low Energy ビーコンを用いた歩行者測位手法の提案，第
15回情報科学技術フォーラム，講演論文集 Vol. 15，No.4，pp.249-250，2016/9 




3) 古舘達也，堀川三好，岡本東：Bluetooth Low Energy の通信特性を考慮した測位システムに関する研究，情報
処理学会第 79回全国大会予稿集（3），pp.29–30, 2017/03 
4) 工藤大希，堀川三好，古舘達也，岡本東：BLE測位および PDRを用いたハイブリッド型屋内測位手法の提案，情









2) 工藤大希，日本経営工学会 2016年秋季大会 Best Presentation Award 受賞，2016/10 
3) 工藤大希，情報処理学会第 79回全国大会学生奨励賞，2017/03 
4) 古舘達也，工藤大希，研究科長賞，2017/3 









する技術企画型ベンチャーである．2017 年 2 月時点で，複数の公共交通インフラにおける屋内ナビゲーションの
位置測位技術として採用されるなど，学生ベンチャー企業のスタートアップとして，順調な滑り出しをしている． 
（2）起業までの流れ 
屋内位置測位技術の開発は，教員と起業学生の研究活動として取り組まれてきた．きっかけは，2012 年 9 月に
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2.8.2. 教員業績概要 

















1) Takeno, T. and Uetake, T.: Loss-Detection Model with Kanban Card and Detection Accuracy in Lager Lot 
Size, Proceedings of the 21st International Symposium on Logistics, pp. 494-501, 2016/7.  
(d) 研究発表（査読なしの論文等） 
1) 寺嶋一将，植竹俊文, 竹野健夫：聞き書きの地域アーカイブ活用支援システムの構築，情報文化学会第 24 回全
国大会，2016/11 
2) 寺嶋一将，植竹俊文, 竹野健夫：デジタルアーカイブにおける聞き書き活用支援システムの構築，情報処理学会
第 79回全国大会予稿集（4），CD-ROM, 2017/03 
3) 村上勇輝，竹野健夫，植竹俊文：最適な水泳競技練習スケジュールの生成と支援システムの構築，情報処理学会


































9) Bluetoothを利用した位置測位技術の提案（株式会社 ERi） 
(e) 学会などにおける活動 
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職名： 講師 氏名： 植竹 俊文 
[教育活動］ 
(a) 学部担当授業科目 
情報システム基礎論 1/2，統合情報システム学 1，学の世界入門，プロジェクト演習Ⅰ/Ⅱ，情報システム演習 1/2，













1) Takeno, T. and Uetake, T.: Loss-Detection Model with Kanban Card and Detection Accuracy in Lager Lot 
Size, Proceedings of the 21st International Symposium on Logistics, pp. 494-501, 2016/7. 
(d) 研究発表（査読なしの論文等） 
1) 寺嶋一将，植竹俊文, 竹野健夫：聞き書きの地域アーカイブ活用支援システムの構築，情報文化学会第 24 回全
国大会，2016/11 
2) 寺嶋一将，植竹俊文, 竹野健夫：デジタルアーカイブにおける聞き書き活用支援システムの構築，情報処理学会
第 79回全国大会予稿集（4），CD-ROM, 2017/03 
3) 村上勇輝，竹野健夫，植竹俊文：最適な水泳競技練習スケジュールの生成と支援システムの構築，情報処理学会




































2) 日本経営診断学会東北部会研究発表会 司会１件 
3) 日本経営診断学会全国大会 座長１件 



























































小田島 瑞希 地域コミュニティを対象とした文化資源保護支援システムの構築 
 







1) 寺嶋一将，植竹俊文, 竹野健夫：聞き書きの地域アーカイブ活用支援システムの構築，情報文化学会第 24 回全
国大会，2016/11 
2) 寺嶋一将，植竹俊文, 竹野健夫：デジタルアーカイブにおける聞き書き活用支援システムの構築，情報処理学会
第 79回全国大会予稿集（4），CD-ROM, 2017/03 
3) 村上勇輝，竹野健夫，植竹俊文：最適な水泳競技練習スケジュールの生成と支援システムの構築，情報処理学会
第 79回全国大会予稿集（4），CD-ROM, 2017/03 
(f) 学生が単独で受けた受賞や表彰一覧 





















































職名： 教授 氏名： 佐々木 淳 
[教育活動］ 
(a) 学部担当授業科目 






2) 講義「情報システム構築学 II」におけるネットワーク型学習支援システム “CollabTest”の活用および外部講
師の活用(企業におけるシステムインテグレーション) 
3) 講義「情報システム評価特論」における外部講師の活用（システムの信頼性向上方法） 
4) 講座ゼミ夏合宿「学会発表リハーサル，卒業研究中間発表」（岩手県八幡平市 なかやま荘，8/26－27） 




1) Hamido Fujita, Moonis Ali, Ali Selamat, Jun Sasaki, and Masaki Kurematsu (Eds.), “Trends in Applied 
Knowledge-Based Systems and Data Science29th International Conference on Industrial Engineering and 
Other Applications of Applied Intelligent Systems, IEA/AIE 2016, Morioka, Japan, August 2–4, 2016, 
Proceedings, Springer, LNAI 9799 (2016) 
(b) 査読ありの論文誌に掲載された論文 
1) Jun Sasaki, “A Proposal on Patient Transport Decision Making in Multiple Hospitals in a Large Scale 
Disaster”, IFIP AICT (Advances information and Communication), Information Technology in Disaster Risk 
Reduction, ITDRR 2016,  Springer Book, Feb. 2017. 
(c) (b)以外の査読付き成果（論文誌ではない学術論文，国際会議プロシーディング，ワークショップ等） 
1) Jun Sasaki, Shizune Takahashi, Keizo Yamada, and Masanori Takagi, “Analysis of Travelers’ Intentions 
using Photo and Check-in Data from Social Network Services”, New Trends in Software Methodologies, Tools 








2) 佐々木悠，高木正則，山田敬三，佐々木淳，佐々木浩明：小規模店舗臨時集合型サービスの提案，平成 28 年度
電気関係学会東北支部連合大会講演論文集，1C04，2016.8 
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3) 金田一浩平，山田敬三，高木正則，佐々木淳：旅行条件を考慮した観光ルート生成システム，平成 28 年度電気
関係学会東北支部連合大会講演論文集，1C09，2016.8 




























18) 佐々木淳:First IFIP Conference on Information Technology in Disaster Risk Reduction（ITDRR2016）参加
報告，災害コミュニケーションシンポジウム，2016.12.26(2016) 
19) 吉田遼太郎，山田敬三，高木正則，佐々木淳：若年層における食事管理支援システムに関する一検討，平成 28











1) AO入試連絡調整会議 メンバー 
2) アイーナキャンパス連絡調整会議 メンバー 
3) 復興支援会議メンバー 
(b) 学部/研究科の委員会 








1） 岩手県立病院医療情報化推進委員会 委員（岩手県医療局） 
2） いわて利活用 ICT戦略会議 座長（岩手県情報政策課） 
(b) 企業・団体などにおける活動 







1） IEEE 会員（IEEE SMC会員） 
2） 電子情報通信学会 会員 
3） 情報処理学会 会員 
4） 電気学会 会員 
5） 日本医療情報学会 会員 
6） 社会情報学会 会員 
7） 情報システム学会 会員 
8） 日本福祉介護情報学会 会員 
9） 論文査読：SoMeT 2015（3編）,IEA/AIE 2016（3編） 
10） 国際会議 IEA/AIE 2016 Organizing Chair 





IEA/AIE2016 (The 29th International Conference on Industrial, Engineering & Other Applications of Applied 
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Intelligent Systems）を Organizing Chairとして開催したので，ここではその結果報告をする． 
1) 開催概要 
本国際会議は，米国に本部をおく非営利の国際学術団体 ISAI(International Society of Applied Intelligence)
主催による人工知能やロボットを含むインテリジェントシステムに関わる研究発表・討論を目的として毎年 1 回世
界各地で開催されており，今回は 29回目，日本での開催は 2度目である（2007年京都で開催）．今回は，ISAI 代表 
Moonis
ム ー ニ ス
 ALI
ア リ
教授と岩手県立大学藤田ハミド教授が General Chair となり，平成 28 年 8 月 2 日から 8 月 4 日まで（3
日間）いわて県民情報交流センター(アイーナ)で開催された．そのプログラム概要は以下の通りである． 
8月 2日(火) 9:30～  OPENING CEREMONY ，IEA/AIE 2017 PRESENTATION 
10:10～ KEYNOTE SPEECH I by Prof. Rose Alinda Alias，Deputy Vice Chancellor (Academic & International) 
Universiti Teknologi Malaysia (UTM),“Research Areas for Leveraging Information and Communication 
Technologies (ICT) in Implementing Shift #9 Global Online Learning within the Malaysia Higher Education 
Blueprint (2015-2025)” 
11:30～ KEYNOTE SPEECH II by Prof. Enrique Herrera-Viedma，University of Granada, Department of Computer 
Science and Artificial Intelligence, “Bibliometric Tools for Discovering Information in Database” 
13:40～17:30  PARALLEL SESSIONS 
8月 3日(水) 9:30～KEYNOTE SPEECH III, by Prof. Jie Lu，University of Technology Sydney, “New Developments 
of Recommender System for e-Business Intelligence” 
10:50～17:20  PARALLEL SESSIONS 
8月 4日(木)9:30～KEYNOTE SPEECH IV by Prof. Hiroshi Okuno, Waseda University, Professor Emeritus, Kyoto 
University 
 “Robot Audition and Beyond” 
10:50～15:50  PARALLEL SESSIONS 
15:50～ ISAI MEETING，CLOSING 
ここで発表された論文は，Lecture Notes in Computer Science（Springer）学術図書として発刊され，発表者
には予稿集（USB）を配布した．本国際会議には 148 件の論文投稿があり，1 件につき 2～4 名の査読審査委員に
より厳正に審査され，その結果 85 件の論文が採択された（採択率 57%）．参加者の国籍は，日本人に次いで台湾
人（10名），マレーシア人（8名），中国人（6名），米国人（6名）が多く，全体的に 24カ国の国々から集まった．
今回は 3 日間で 4 件の基調講演が行われた．初日はマレーシア工科大学の Rose Alinda Alias 教授によるマレー


































写真１ 盛岡駅前の看板           写真２ 会場(アイーナ)入り口の看板 



































 2 日目の 8 月 3 日(水)の午前中には，シドニー技術大学の Jie Lu 教授による推薦システムの諸技術について基調
講演Ⅲがあった（写真７）．意思決定と推薦システムについては，信頼度を考慮した推薦システム，ファジーを用い
た推薦システム，グループでの意思決定などの研究が進んでいることが紹介された． 
















写真６ 基調講演Ⅱ         写真７ 基調講演Ⅲ          写真８ 基調講演Ⅳ 
  
なお，いずれの日も基調講演の後はパラレルセッションとして３～４の部屋に並列に分かれて 85件の論文発表が行
われた．論文発表は 1件につき，発表 20分＋質疑 10分と比較的余裕を持って発表できるプログラムとした． 
発表論文の分野と件数は以下の通りである． 
Data Science:12件，Knowledge Based Systems：5件， 
Natural Language Processing and Sentiment Analysis：6件， 
Semantic Web and Social Networks：9件，Computer Vision：5件， 
Medical Diagnosis System and Bio-informatics：9件，Applied Neural Networks：8件， 
Innovation in Intelligent Systems and Applications：3件，Decision Support Systems：6件， 
Adaptive Control：3件，Soft Computing and Multi-agent Systems：5件， 
Evolutionary Algorithms and Heuristic Search：9 件，System Integration for Rear-Life Applications：5
件． 
 本国際会議の期間 8 月 2 日（火）～4 日(金)は，丁度「盛岡さんさ踊り」という盛岡の夏祭の時期と重なっており，
参加者は毎日国際会議終了後 18:00～開催されるパレードを鑑賞できるように工夫した（写真９）．また，会議の中
間日 8 月 3 日（水）の夜は盛岡グランドホテルでバンケットを開催した（写真 10）．バンケットでは 3 件の優秀論
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写真 11 参加者記念撮影 
4) 得られた成果 
 本国際会議で発表された論文は以下の図書（1021ページ，1冊）として発刊されている． 
Hamido Fujita, Moonis Ali, Ali Selamat, Jun Sasaki and Masaki Kurematsu(Eds.), “Trends in Applied 


















1) 情報基礎数学Ａ，Ｂ，Ｃで eラーニング教材を活用した反転授業を実践した． 
2) 情報基礎数学Ａ，Ｂ，Ｃで毎回の授業終了時に授業に関する Webアンケート（Googleフォームを活用）を行い，
次回授業開始時にアンケート結果に対するフィードバックをした． 
3) 情報基礎数学Ａ，Ｂ，Ｃで毎回の授業終了時に実施する確認テストで 6 点未満（10 点満点）の学生を対象に，
学習支援コーナーで授業後に補習を実施した． 
4) 情報基礎数学Ａ，Ｂ，Ｃの授業の遅刻者・欠席者に対し，授業外に学習支援コーナーで補習を実施した． 
















1) Jun Sasaki, Shizune Takahashi, Keizo Yamada, and Masanori Takagi, “Analysis of Travelers’ Intentions 
using Photo and Check-in Data from Social Network Services”, New Trends in Software Methodologies, Tools 




援サービス teratailのケーススタディ-，情報教育シンポジウム 2016論文集，pp.74-81，2016.8 
4) 林貴史，高木正則，山田敬三，佐々木淳：テスト理論に基づいた項目分析支援システムの開発と評価，情報教育
シンポジウム 2016論文集，pp.146-150，2016.8（学生奨励賞） 





2) 佐々木悠，高木正則，山田敬三，佐々木淳，佐々木浩明：小規模店舗臨時集合型サービスの提案，平成 28 年度
電気関係学会東北支部連合大会講演論文集，1C04，2016.8 
3) 金田一浩平，山田敬三，高木正則，佐々木淳：旅行条件を考慮した観光ルート生成システム，平成 28 年度電気
関係学会東北支部連合大会講演論文集，1C09，2016.8 





























年度 情報処理学会東北支部研究会（岩手大），資料番号 2016-3-11（2016） 
(e) 研究費の獲得 







1) テレビ岩手，授業参観での ICT を活用したリンゴの農業体験学習の成果発表会の様子がニュース番組で報道，
2017年 2月 18日 
2) 岩手日報 18 面，リンゴ栽培 育った興味 紫波町の赤沢小 ICT 活用，観察日記 収穫や販売 成果を披露，
























1) 情報処理学会コンピュータと教育研究会 幹事 
2) 情報処理学会コンピュータと教育研究会第 135回研究発表会 
学生セッション(1)＋研究論文セッション(1) 座長 
3) 情報処理学会コンピュータと教育研究会第 136回研究発表会 学生セッション(2) 座長 
4) 情報処理学会コンピュータと教育研究会第 137回研究発表会 学生セッション＋一般セッション(1) 座長 
5) 情報処理学会コンピュータと教育研究会第 139回研究発表会 学生セッション(1) 座長 
6) 情報処理学会情報教育シンポジウム（SSS2016） プログラム委員会 委員 
7) 情報処理学会情報教育シンポジウム（SSS2016） 査読（3編） 
8) 情報処理学会情報教育シンポジウム（SSS2016） セッション 1（情報教育） 座長 
9) 教育システム情報学会第 41回全国大会 大会委員会 幹事（大会運営企業担当） 
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10) 教育システム情報学会第 41回全国大会 奨励賞審査委員（1次審査：6編審査，2次審査：4編審査） 
11) 教育システム情報学会 研究会委員会 委員（2016年度第 5回研究会担当） 
12) 大学 eラーニング協議会 幹事（監査担当） 
13) 3rd International KES Conference on Smart Education and E-Learning(KES-SEEL-16), International Program 
Committee Member 
14) 3rd International KES Conference on Smart Education and E-Learning(KES-SEEL-16), 査読（7編） 
15) The 29the International Conference on Industrial, Engineering & Other Applications of Appplied 
Intelligent Systems(IEA/AIE 2016), Organizing Chair 
16) The 29the International Conference on Industrial, Engineering & Other Applications of Appplied 
Intelligent Systems(IEA/AIE 2016), 査読（2編） 
17) 電子情報通信学会 ソサイエティ論文誌編集委員会 常任査読委員 
18) 電子情報通信学会和文誌 D 査読（2編） 
19) 電子情報通信学会英文論文誌 査読（1編） 
20) 教育システム情報学会論文誌 査読（1編） 












 図 1 にシステムの概要図を示す．図 2 に作問アドバイス生成の流れを，表 1 に項目の評価観点・評価手法・評価
基準を示す．また，開発したシステムの画面例を図 3～4に示す．本システムの開発言語には PHP，JavaScript，HTML，
データベースには MySQL を用いた．本システムでは，まずテスト全体の結果が表示される（図 3）．そして，テスト
全体の結果の下に，良問と悪問の一覧と作問アドバイスが表示される．各項目番号のリンクをクリックすると項目
の詳細な特徴説明がポップアップで表示される（図 4）．  
 
 
図 1 システム概要図 
 




表 1 項目の評価観点・評価手法・評価基準 
指標 手法 基準 
信頼性 再テスト法 















“識別度 0.3 未満”は識別度が低く不十分な項目，”識別度 0.2
未満”は識別度が極端に低く合否判定には直結しない項目 




図 3 テスト全体の結果を表示した画面例 
 




































2) 計算モデル論，アルゴリズム論で webページを使って予習復習を促した． 
3) 講座ゼミ夏合宿「卒業研究中間報告会」を開催した．（岩手県八幡平市 自然休養村「なかやま荘」，
2016.8.26-8.27） 








1) Jun Sasaki, Shizune Takahashi, Keizo Yamada, and Masanori Takagi, “Analysis of Travelers’ Intentions 
using Photo and Check-in Data from Social Network Services”, New Trends in Software Methodologies, Tools 








2) 佐々木悠，高木正則，山田敬三，佐々木淳，佐々木浩明：小規模店舗臨時集合型サービスの提案，平成 28 年度
電気関係学会東北支部連合大会講演論文集，1C04，2016.8 
3) 金田一浩平，山田敬三，高木正則，佐々木淳：旅行条件を考慮した観光ルート生成システム，平成 28 年度電気
関係学会東北支部連合大会講演論文集，1C09，2016.8 


























































1) 第１回「道の駅」平泉：情報システム勉強会 座長(2016.9.29) （岩手河川国道事務所） 
2) 第２回「道の駅」平泉：情報システム勉強会 座長(2017.2.17) （岩手河川国道事務所） 






























































































ことで学びを促進させる学習方法「V マーク式学習方法」に注目した．教育機関の授業に V マ
ーク式学習法を導入した実践は行われておらず，有効性の検証は十分とは言えない．本研究で
は V マーク式学習法による学習効果を検証することを目的とし，大学の授業で V マーク式学習
法を実践し，授業実践の結果から Vマーク式学習法の有効性を考察した． 
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の牛の運動量の把握を目的とし，GPS を用いた放牧牛の行動把握支援システムを提案する．本
システムでは，牛に GPS ロガーを装着し，この GPS データを利用して放牧期間中の牛の移動経

































































































成 28年度 情報処理学会東北支部研究会（岩手大），資料番号 2016-3-11（2016） 
 
(f) 学生が単独で受けた受賞や表彰一覧 














































職名： 教授 氏名： 渡邊 慶和 
[教育活動］ 
(a) 学部担当授業科目 
社会と情報，情報システム基礎論 II，戦略情報システム学，情報システム演習 I/II，情報システムゼミ A/B，卒業
研究・制作 A/B 
(b) 研究科担当授業科目 












1) 森田有稀，後藤裕介，南野謙一，渡邊慶和，“参加者間の交流持続を実現するタブレット PC 教室の提案，”計測
自動制御学会 システム・情報部門 第 12回社会システム部会研究会，pp.7-15，2017年 3月． 
2) 昆希望，後藤裕介，南野謙一，渡邊慶和，“キャリア成熟度に着目した情報サービス産業のキャリア学習ゲーム
の効果分析，”計測自動制御学会 システム・情報部門 第 12回社会システム部会研究会，pp.133-140，2017年 3
月． 
3) 田畑知也，後藤裕介，南野謙一，渡邊慶和，片山真吾，蓮池隆，“質的研究法による地域固有の交通手段選択プ





の開発，”情報処理学会第 79回全国大会，7ZD-07，愛知，2017年 3月． 
2) 佐々木優太，南野謙一，後藤裕介，渡邊慶和，“地域の差異に対応した農産物警戒情報伝達システムの開発，”
情報処理学会 第 138回情報システムと社会環境研究発表会，2016年 12月． 
3) 後藤裕介，鈴木一真，南野謙一，渡邊慶和，“コミュニケーション活性化を意図するタブレット PC 教室の設計




















1） 岩手県教育委員会 教科書審議会委員 
2） 盛岡市個人情報保護審議会会長 
(b) 企業・団体などにおける活動 
1） 滝沢市 IPUイノベーションパーク運営協議会 
2） 滝沢市姥屋敷自治会岩清水公民館事務局 
3） 盛岡市まちづくり研究所 













2） 経営情報学会 情報システム研究方法論研究部会主査 
3） 情報処理学会 情報システム教育委員会委員 
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職名： 准教授 氏名： 後藤 裕介 
[教育活動］ 
(a) 学部担当授業科目 
キャリアデザイン II，学の世界入門，プロジェクト演習 I，プロジェクト演習 II，情報システム基礎論 I，起業論，
情報システム演習 I/II，情報システムゼミ I/II，卒業研究・制作 I/II 
(b) 研究科担当授業科目 













1) 森田有稀，後藤裕介，南野謙一，渡邊慶和，“参加者間の交流持続を実現するタブレット PC 教室の提案，”計測
自動制御学会 システム・情報部門 第 12回社会システム部会研究会，pp.7-15，2017年 3月． 
2) 昆希望，後藤裕介，南野謙一，渡邊慶和，“キャリア成熟度に着目した情報サービス産業のキャリア学習ゲーム
の効果分析，”計測自動制御学会 システム・情報部門 第 12回社会システム部会研究会，pp.133-140，2017年 3
月． 
3) 田畑知也，後藤裕介，南野謙一，渡邊慶和，片山真吾，蓮池隆，“質的研究法による地域固有の交通手段選択プ




の開発，”情報処理学会第 79回全国大会，7ZD-07，愛知，2017年 3月． 
2) 森田裕之，白井康之，後藤裕介，“幸福度推定モデルに基づく顧客販売シミュレーション，”平成 28年度データ
解析コンペティション成果報告会，2017年 3月． 
3) 森田裕之，白井康之，後藤裕介，“PPAP を利用した幸福度の推定とそのシミュレーション，”平成 28 年度デー
タ解析コンペティション 日本経営工学会経営情報部門最終発表会，2017年 2月． 
4) 後藤裕介，白井康之，森田裕之，“ID-POS データに基づく未展開商品購買予測を考慮した小売店舗購買シミュ
レーション，”計測自動制御学会 システム・情報部門学術講演会 2016，2016年 12月． 
5) 佐々木優太，南野謙一，後藤裕介，渡邊慶和，“地域の差異に対応した農産物警戒情報伝達システムの開発，”
情報処理学会 第 138回情報システムと社会環境研究発表会，2016年 12月． 
6) 後藤裕介，鈴木一真，南野謙一，渡邊慶和，“コミュニケーション活性化を意図するタブレット PC 教室の設計
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と分析，”経営情報学会 2016年全国研究発表大会，G3-1，2016年 9月． 
7) 後藤裕介，“エージェントベース・モデリングにおける質的研究法の活用に関する一考察，”人工知能学会 経営
課題に AIを! ビジネス・インフォマティクス研究会 第 5回研究会，2016年 8月． 
(e) 研究費の獲得 
1) 科学研究費補助金 若手研究（B）「応急仮設住宅団地における有効なキャッシュ・フォー・ワークの研究」 
研究代表者 本年度直接経費 600,000円 
2) 公益財団法人 科学技術融合振興財団 調査研究助成「自身の価値観と能力を考慮した情報サービス産業人材の




1) 受賞：日本経営工学会経営情報部門最終発表会 優秀賞（selection rate: 14%，上位 2/14），チーム「ブラック
サンド+」“PPAPを利用した幸福度の推定とそのシミュレーション，”2017年 2月． 
2) 報道：盛岡タイムス 2017年 1 月 29日(日)7面「地域課題の解決法提案 演習の成果を学生発表」プロジェクト
演習の成果発表会報道（TFとして企画・運営） 
3) 報道：盛岡タイムス 2016年 7 月 8日(金)5面「学生が授業アシスタント 県立大が高大連携協定」（学生の授業
支援をコーディネート，連携協定担当） 
4) 報道：岩手日報 2016年 7月 8 日(金)22面「県立大ソフトウェア情報学部と盛岡商高—学生と生徒 学び連携 協
定締結，授業で交流」（学生の授業支援をコーディネート，連携協定担当） 
5) 報道： IBC岩手放送 2016年 7月 7日(木) ニュースエコ 「ー県立大と盛岡商業が連携協定」（学生の授業支援を
コーディネート，連携協定担当） 
6) 報道：テレビ岩手 2016年 7月 7日(木) ニュースプラス 1いわて「県立大と盛商が協定」（学生の授業支援をコ
ーディネート，連携協定担当） 
7) 報道：荘内日報 2016年 6月 1日(水)7面「酒田光陵が高大連携協定 岩手県立大ソフトウェア情報学部と」（酒
田光陵高校との高大連携事業に関する協定締結報道） 
8) 報道：山形新聞 2016 年 5 月 31 日(火)28 面「専門的な職業人育成へ 酒田光陵高岩手県立大情報学部と連携」
（酒田光陵高校との高大連携事業に関する協定締結報道） 























1) 大船渡市盛地区住民を対象としたタブレット PC教室の開催（全 5回を 2期に渡り実施） 
2) 水沢高校 SSH「サイエンス・アクセス」講師（震災復興の様子をコンピュータで予想しよう！） 
(d) 産学連携 
1) FUJITSUユニバーシティとのキャリアデザイン Iにおける産学連携教育 
2) 早稲田大学 理工学研究所「次世代 e-learningに関する研究」招聘研究員 
3) 早稲田大学 プロジェクト研究所（社会シミュレーション研究所） 招聘研究員 
(e) 学会などにおける活動 
1) 招待講演：後藤裕介，“社会シミュレーション入門—コンピュータで人間の行動を予想する，”平成 28 年度岩手




会商業部会 平成 28年度第 1回ビジネス情報分野科目研究会，2016年 6月． 
4) 学会運営：経営情報学会 2016年度代議員 
5) 学会運営：計測自動制御学会 システム・情報部門 学術講演会 2016，プログラム委員会幹事 
6) 国際会議運営：SICE Annual Conference 2016, Associate Editor 
7) 国際会議運営：The Fifth Asian Conference on Information Systems, 2016, Program Committee Member 
8) 国際会議運営：The Social Simulation Conference 2016, 2016, Program Committee Member 
9) 研究部会：計測自動制御学会 システム・情報部門 社会システム部会，幹事 
10) 研究部会：人工知能学会 経営課題に AIを！ビジネス・インフォマティクス研究会，幹事 
11) 研究会運営：計測自動制御学会 システム・情報部門 第 12回社会システム部会研究会，実行委員 
12) 研究会運営：人工知能学会 SIG-BI 第 5回研究会，実行委員長 
13) 研究会運営：計測自動制御学会 システム・情報部門 第 11回社会システム部会研究会，実行委員 
14) セッション運営：計測自動制御学会 システム・情報部門 第 11 回社会システム部会研究会，「エージェントベ
ースシミュレーターの最新動向」司会 
15) セッション運営：人工知能学会 SIG-BI 第 5回研究会，セッション 2司会 
16) 座長：経営情報学会 2017年春季全国研究発表大会，セッション「モデル・モデリング」座長 
17) 座長：計測自動制御学会 システム・情報部門 第 12回社会システム部会研究会，セッション（1）（4）座長 
18) 座長：経営情報学会 2016年秋季全国研究発表大会，セッション「モデル・モデリング」座長 
19) 査読：第 12回社会システム部会研究会：9本 
20) 査読：ACIS 2016：3本 
21) 査読：Social Simulation Conference 2016：5 本 
2.10 組織情報システム学講座 
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職名： 講師 氏名： 南野謙一 
[教育活動］ 
(a) 学部担当授業科目 
離散数学，戦略情報システム学，学の世界入門，プロジェクト演習 I/II，情報システム演習 B/C， 
情報システムゼミ A/B，卒業研究・制作 A/B 
(b) 研究科担当授業科目 
組織システム分析特論 II，ソフトウェア情報学ゼミナール I/II/III，ソフトウェア情報学研究 
(c) その他（教育内容・方法の工夫，作成した教材など） 








1) 森田有稀，後藤裕介，南野謙一，渡邊慶和，“参加者間の交流持続を実現するタブレット PC 教室の提案，”計測
自動制御学会 システム・情報部門 第 12回社会システム部会研究会，pp.7-15，2017年 3月． 
2) 昆希望，後藤裕介，南野謙一，渡邊慶和，“キャリア成熟度に着目した情報サービス産業のキャリア学習ゲーム
の効果分析，”計測自動制御学会 システム・情報部門 第 12回社会システム部会研究会，pp.133-140，2017年 3
月． 
3) 田畑知也，後藤裕介，南野謙一，渡邊慶和，片山真吾，蓮池隆，“質的研究法による地域固有の交通手段選択プ











報処理学会 第 138回情報システムと社会環境研究発表会，2016年 12月． 








1) 平成２６年度農林水産業・食品産業科学技術研究推進事業 実用技術開発ステージ 研究題目「変動気象に対応可
能な水稲高温障害早期警戒・栽培支援システムの開発」（研究代表者：中央農業総合研究センター・大野宏之），
2016年度（再委託：南野）：4,500,000円 











































































岩手盛岡のライブハウス「盛岡 CLUB CHANGE GROUP」は近年, 大学生を中心とした音楽イベン
トに尽力している. 年々イベント参加者は増加傾向にあるが, その後継続的にバンド活動を行
う学生は多くはない.本研究では混合研究法によりを学生とライブハウス間に生じる意識のギ



























1) 森田有稀，後藤裕介，南野謙一，渡邊慶和，“参加者間の交流持続を実現するタブレット PC 教室の提案，”計測
自動制御学会 システム・情報部門 第 12回社会システム部会研究会，pp.7-15，2017年 3月． 
2) 昆希望，後藤裕介，南野謙一，渡邊慶和，“キャリア成熟度に着目した情報サービス産業のキャリア学習ゲーム
の効果分析，”計測自動制御学会 システム・情報部門 第 12回社会システム部会研究会，pp.133-140，2017年 3
月． 
3) 田畑知也，後藤裕介，南野謙一，渡邊慶和，片山真吾，蓮池隆，“質的研究法による地域固有の交通手段選択プ
ロセスと交通需要の分析，”計測自動制御学会 システム・情報部門 第 12 回社会システム部会研究会，
pp.192-199，2017年 3月． 
4) 佐々木優太，南野謙一，後藤裕介，渡邊慶和，“ユーザの役割に応じて作業を支援する農作物警戒情報システム
の開発，”情報処理学会第 79回全国大会，7ZD-07，愛知，2017年 3月． 
5) 佐々木優太，南野謙一，後藤裕介，渡邊慶和，“地域の差異に対応した農産物警戒情報伝達システムの開発，”情

















 研究室所属学生が進めている IT を用いた情報支援システムの調査研究について，安比高原スキー場を対象に実地
調査を行う．安比高原スキー場の来場者に対するアンケート調査を実施する． 
 

























阿部 昭博，市川 尚，富澤 浩樹 
(d) 研究テーマ 
• 多様なユーザに配慮した地域情報システムの分析・設計・開発・評価 
























ム・マネージメント学会研究紀要，第 21号, 14, 2017.3  
(c) (b)以外の査読付き成果（論文誌ではない学術論文，国際会議プロシーディング，ワークショップ等） 
1) Abe, A.: Case Study on Visit Characteristics of Open-air Museum Information Service Users, Proc. of 23rd 





例として－，観光情報学会第 13回全国大会論文集，B1-7, 2016.7 
3) 阿部昭博，狩野徹，工藤彰：ユニバーサルツーリズム安心システムの開発とその展開について, 情報処理学会研









8) 阿部昭博：先行 DMO事例に学ぶ情報の発信と利活用，観光情報学会いわて観光情報学研究会第 16回例会，いわ
て県民情報交流センター，2017.3 
9) 蘭天陽，富澤浩樹，阿部昭博，市川尚：留学生を対象とするグループ観光支援システムの拡張に向けた考察，情








開発と評価，情報処理学会第 79回全国大会講演論文集，6ZC-06, 2017.3 
13) 上田翔磨，阿部昭博，市川尚，富澤浩樹：オープンデータを活用した広域観光支援システムの開発，情報処理学
会第 79回全国大会講演論文集，3ZD-09, 2017.3 
14) 千葉桂也，阿部昭博，市川尚，富澤浩樹，工藤 彰：ウェアラブルデバイスを活用した健康増進型野外ミュージ
アム鑑賞支援システムの提案，情報処理学会第 79回全国大会講演論文集，4ZD-07, 2017.3 
15) 岡田雄太郎，富澤浩樹，市川尚，阿部昭博：フィールドビンゴを用いた特定外来生物啓発活動支援システムの開
発，情報処理学会第 79回全国大会講演論文集，7ZD-05, 2017.3 
16) 萬 直之，阿部昭博，市川尚，富澤浩樹：震災情報を考慮した観光情報提供システムの開発と評価，情報処理学
会第 79回全国大会講演論文集，1ZE-03, 2017.3 
17) 田畑大樹，富澤浩樹，市川尚，阿部昭博：地理情報と連携した震災関連資料デジタルアーカイブ支援システムの
開発，情報処理学会第 79回全国大会講演論文集，1ZF-01, 2017.3 
18) 鈴木聖大，阿部昭博，市川尚，富澤浩樹：地方の交通拠点における移動情報提供システムの開発，情報処理学会













2) 阿部昭博，井上亮：東北支部の歩み～東日本大震災を乗り越えて～，地理情報システム学会 25 周年記念誌，
pp.25-26, 2017.3 




























2） 平成 28年度岩手県立大学研究成果発表会「「観光と情報」地域コア人材育成カリキュラムの開発と試行」2016.9 
































































開発と評価，情報処理学会第 79回全国大会講演論文集，6ZC-06, 2017.3 
3) 小山田圭吾，市川尚，富澤浩樹，阿部昭博：入学前教育におけるプログラミング学習の検討，情報処理学会第
79回全国大会講演論文集，2ZC-03, 2017.3 













会第 79回全国大会講演論文集，3ZD-09, 2017.3 
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11) 千葉桂也，阿部昭博，市川尚，富澤浩樹，工藤彰：ウェアラブルデバイスを活用した健康増進型野外ミュージア
ム鑑賞支援システムの提案，情報処理学会第 79回全国大会講演論文集，4ZD-07, 2017.3 
12) 岡田雄太郎，富澤浩樹，市川尚，阿部昭博：フィールドビンゴを用いた特定外来生物啓発活動支援システムの開
発，情報処理学会第 79回全国大会講演論文集，7ZD-05, 2017.3 
13) 萬直之，阿部昭博，市川尚，富澤浩樹：震災情報を考慮した観光情報提供システムの開発と評価，情報処理学会
第 79回全国大会講演論文集，1ZE-03, 2017.3 
14) 田畑大樹，富澤浩樹，市川尚，阿部昭博：地理情報と連携した震災関連資料デジタルアーカイブ支援システムの
開発，情報処理学会第 79回全国大会講演論文集，1ZF-01, 2017.3 
15) 鈴木聖大，阿部昭博，市川尚，富澤浩樹：地方の交通拠点における移動情報提供システムの開発，情報処理学会




1) 科学研究費補助金 基盤研究(C) 「教え合い学びあいの質向上と学習者によるインストラクショナルデザイン理論
の活用」，課題番号 26350281，研究代表者，104万円 
2) 科学研究費補助金 基盤研究(B) 「大学生の３段階成長モデルの確立とその育成支援システムの開発」，課題番号
15H02932，研究分担者，30万円 






























1) 日本教育工学会 SIG-07インストラクショナルデザイン副代表／SIG委員会委員／編集委員会委員 
2) 日本教育メディア学会編集委員会委員／研究委員会委員 
3) 観光情報学会いわて観光情報学研究会幹事 
4) 看護理工学会第 4回学術集会企画委員（大会開催 10/9-10） 
5) 大学 eラーニング協議会幹事校担当者 
6) 日本教育工学会第 31回全国大会 SIGセッション（SIG-07）コーディネータ，2016.9 
7) 日本教育工学会 SIG-07インストラクショナルデザイン第 2回ワークショップコーディネータ，2016.12 
8) 観光情報学会いわて観光情報学研究会第 16回例会の開催，2017.3 
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開発と評価，情報処理学会第 79回全国大会講演論文集，6ZC-06, 2017.3 
13) 上田翔磨，阿部昭博，市川尚，富澤浩樹：オープンデータを活用した広域観光支援システムの開発，情報処理学
会第 79回全国大会講演論文集，3ZD-09, 2017.3 
14) 千葉桂也，阿部昭博，市川尚，富澤浩樹，工藤 彰：ウェアラブルデバイスを活用した健康増進型野外ミュージ
アム鑑賞支援システムの提案，情報処理学会第 79回全国大会講演論文集，4ZD-07, 2017.3 
15) 岡田雄太郎，富澤浩樹，市川尚，阿部昭博：フィールドビンゴを用いた特定外来生物啓発活動支援システムの開
発，情報処理学会第 79回全国大会講演論文集，7ZD-05, 2017.3 
16) 萬 直之，阿部昭博，市川尚，富澤浩樹：震災情報を考慮した観光情報提供システムの開発と評価，情報処理学
会第 79回全国大会講演論文集，1ZE-03, 2017.3 
17) 田畑大樹，富澤浩樹，市川尚，阿部昭博：地理情報と連携した震災関連資料デジタルアーカイブ支援システムの
開発，情報処理学会第 79回全国大会講演論文集，1ZF-01, 2017.3 
18) 鈴木聖大，阿部昭博，市川尚，富澤浩樹：地方の交通拠点における移動情報提供システムの開発，情報処理学会






































1) 観光情報学会 いわて観光情報学研究会 運営委員 
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高橋 雄希 陸上競技短距離走における練習日誌を活用した部活動支援システムの開発 




























































































1) 蘭 天陽，阿部昭博，市川 尚，富澤浩樹：留学生を対象とした観光支援システムの開発と評価，観光情報学
会第 13回全国大会論文集，B1-6, 2016.7 
2) 萬 直之，阿部昭博，市川 尚，富澤浩樹：震災情報を考慮した観光情報提供システムの検討－岩手県宮古市
を事例として－，観光情報学会第 13回全国大会論文集，B1-7, 2016.7 








7) 萬 直之：震災情報を考慮した観光情報提供システム，観光情報学会いわて観光情報学研究会第 16回例会，い
わて県民情報交流センター，2017.3 
8) 蘭 天陽，富澤浩樹，阿部昭博，市川 尚：留学生を対象とするグループ観光支援システムの拡張に向けた考
察，情報処理学会研究報告，2017-GN-101(15)，pp.1-8, 2017.3 
9) 小山田圭吾，市川 尚，富澤浩樹，阿部昭博：入学前教育におけるプログラミング学習の検討，情報処理学会
第 79回全国大会講演論文集，2ZC-03, 2017.3 
10) 野呂孝佑，市川 尚，富澤浩樹，阿部昭博：数学的な問題解決授業における授業設計と実施を支援するシステ
ムの開発と評価，情報処理学会第 79回全国大会講演論文集，6ZC-06, 2017.3 
11) 上田翔磨，阿部昭博，市川 尚，富澤浩樹：オープンデータを活用した広域観光支援システムの開発，情報処
理学会第 79回全国大会講演論文集，3ZD-09, 2017.3 
12) 千葉桂也，阿部昭博，市川 尚，富澤浩樹，工藤 彰：ウェアラブルデバイスを活用した健康増進型野外ミュ
ージアム鑑賞支援システムの提案，情報処理学会第 79回全国大会講演論文集，4ZD-07, 2017.3 
13) 岡田雄太郎，富澤浩樹，市川 尚，阿部昭博：フィールドビンゴを用いた特定外来生物啓発活動支援システム
の開発，情報処理学会第 79回全国大会講演論文集，7ZD-05, 2017.3 
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14) 萬 直之，阿部昭博，市川 尚，富澤浩樹：震災情報を考慮した観光情報提供システムの開発と評価，情報処
理学会第 79回全国大会講演論文集，1ZE-03, 2017.3 
15) 田畑大樹，富澤浩樹，市川 尚，阿部昭博：地理情報と連携した震災関連資料デジタルアーカイブ支援システ
ムの開発，情報処理学会第 79回全国大会講演論文集，1ZF-01, 2017.3 
16) 鈴木聖大，阿部昭博，市川 尚，富澤浩樹：地方の交通拠点における移動情報提供システムの開発，情報処理
学会第 79回全国大会講演論文集，4ZF-02, 2017.3 
17) 山内友貴，阿部昭博，市川 尚，富澤浩樹：観光客の視点に立った周遊支援システムの基礎検討，情報処理学
会第 79回全国大会講演論文集，4ZF-05, 2017.3 
(f) 学生が単独で受けた受賞や表彰一覧 
1) 萬 直之，情報処理学会第 78回全国大会大会優秀賞，2016年 7月 
2) 野呂孝祐，情報処理学会コンピュータと教育研究会第 137回研究発表会学生奨励賞，2016年 12月 
3) 萬 直之，情報処理学会第 79回全国大会学生奨励賞，2017年 3月 
4) 上田翔磨，情報処理学会東北支部学生奨励賞，2017年 3月 
5) 萬 直之，岩手県立大学ソフトウェア情報学研究科長賞，2017年 3月 
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2.12.2. 教員業績概要 
職名： 准教授 氏名： Prima Oky Dicky Ardiansyah 
[教育活動］ 
(a) 学部担当授業科目 











1) 鶴崎裕貴，亀田昌志，プリマ オキ ディッキ アルディアンシャー，Total Variation正則化を用いたテクスチ
ャの鮮鋭化のための単一画像による超解像，画像電子学会論文誌，46巻 1号 （頁 206 ～ 217） ，2017． 
(c) (b)以外の査読付き成果（論文誌ではない学術論文，国際会議プロシーディング，ワークショップ等） 
1) Imabuchi, T., Prima, O.D.A., Ito, H., Visible Spectrum Eye Tracking for Safety Driving Assistance, 
International Conference on Industrial, Engineering and Other Applications of Applied Intelligent 
Systems，2016, DOI:10.1007/978-3-319-42007-3_37 
2) Tsurusaki,H.,Kameda, M., Prima,O.D.A., Single image super resolution based on total variation 
regularization with Gaussian noise, Proceedings of Picture Coding Symposium 2016，2016. 
3) Tsurusaki,H., Kameda, M., Prima,O.D.A., Proceedings of The 4th IIAE International Conference on 




同研究発表会, 2016年 6月． 
2) 起田貴成，今渕貴志，宮原崇志，Prima,O.D.A., 伊藤久祥，授業改善のための受講者行動可視化システムの提
案，第 168回ヒューマンコンピュータインタラクション・第 40回エンタテインメントコンピューティング合同
研究発表会, 2016年 6月． 
3) 宮原崇志 ，今渕貴志，Prima,O.D.A., 伊藤久祥，広範囲な視線計測が可能な非接触型の視線計測機器の開発，
第 168回ヒューマンコンピュータインタラクション・第 40回エンタテインメントコンピューティング合同研究




















1) 岩手日報新聞：リニアコライダーワークショップ 2016関連（VRによる ILCの可視化） 
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職名： 講師 氏名： 伊藤 久祥 
[教育活動］ 
(a) 学部担当授業科目 













1) Imabuchi,T., Prima, O.D.A., Ito,H., Visible Spectrum Eye Tracking for Safety Driving Assistance, The 





研究発表会, 2016年 6月． 
2) 起田貴成，今渕貴志，宮原崇志，Prima,O.D.A., 伊藤久祥，授業改善のための受講者行動可視化システムの提案，
第 168回ヒューマンコンピュータインタラクション・第 40回エンタテインメントコンピューティング合同研究
発表会, 2016年 6月． 
3) 宮原崇志 ，今渕貴志，Prima,O.D.A., 伊藤久祥，広範囲な視線計測が可能な非接触型の視線計測機器の開発，
第 168 回ヒューマンコンピュータインタラクション・第 40 回エンタテインメントコンピューティング合同研究































































遠藤 拓也 高精度視線推定のための顔画像データセットの構築 











































生プラットフォームの違いによる VR 体験の違いを分析し，各プラットフォームに適切な VR コ
ンテンツの設計を提言することを目的とする． 
(b) 博士(前期)論文概要 
宮原 崇志 複数人の視線を同時に計測可能なキャリブレーションフリー視線計測機器の開発 
本研究は，複数人の視線を同時に計測可能なキャリブレーションフリー視線計測システムを提
案する．提案システムは，広い視野角の赤外線カメラを採用し，2〜3名並んだ視線非計測者の
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2.13.2. 教員業績概要 
職名： 准教授 氏名： 戴 瑩 
[教育活動］ 
(a) 学部担当授業科目 










1) Ying Dai, “Quality assessment of subjective labelled training data for improving the reliability of 
status perception”, International Journal of Intelligent Computing Research (IJICR), pp. 672-681, 
Volume 7, Issue 1, 2016. 
(c) (b)以外の査読付き成果（論文誌ではない学術論文，国際会議プロシーディング，ワークショップ等） 
1) Ying Dai, “Quality assessment of subjectively labelled training data for improving the reliability of 
status prediction”, Proc. of IEEE SMC 2016, pp. 1227-1232, 2016, Hungary. 
(d) 研究発表等（査読なしの論文等） 
1) 根市豊，戴瑩，“コンテクストアウェアネスに基づき動的に仮想資源を提供するクラウドシステム”，電子情




























1） 国際論文誌 multimedia tools and applications の論文査読 
2） 岩手県立大学が協催した IEEE ICISCE 2016の technical program committee chair 
3） Editorial board member of the American journal of computation, communication and control. 














で，クラウドサービスへの意味的な的な注釈方法を検討する．各項目が domain に，さらに domain によりいく
つかの classに分ける．収集したサービス情報を解析する上で，クラウドサービスが domain/classに分類され
る分類器を設計し，分類結果により有効性を検証する． 
3) ほかに，国際会議の technical program committee chair などを担当し，論文の査読を行った． 
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1) 橋本浩二, 柴田義孝, "オンデマンド型ライブ中継用ミキサーの構成法", 電子情報通信学会論文誌 B, 
Vol.J99-B, No.4, pp.297-312, Apr. 2016. 
(c) (b)以外の査読付き成果（論文誌ではない学術論文，国際会議プロシーディング，ワークショップ等） 
1) Tatsuya Goto, Goshi Sato, Koji Hashimoto, Yoshitaka Shibata, "Disaster Information Sharing System 
Considering Communication Status and Elapsed Time", The 9th International Workshop on Disaster and 
Emergency Information Network Systems (IWDENS2017), pp.621-626, Tamkang University, Taiwan, Mar. 2017. 
2) Shinya Kitada, Goshi Sato, Koji Hashimoto, Yoshitaka Shibata, "Research on Realization of a Multi-hop 
Network based on Delay Tolerant Network on Disasters", The 9th International Workshop on Disaster and 
Emergency Information Network Systems (IWDENS2017), pp. 639-644, Tamkang University, Taiwan, Mar. 2017. 
3) Kenta Ito, Go Hirakawa, Koji Hashimoto, Yoshikazu Arai, Yoshitaka Shibata, "Road Surface Condition 
Understanding and Sharing System using Various Sensing Technologies",  The 9th International Workshop 
on Disaster and Emergency Information Network Systems (IWDENS2017), pp.655-658, Tamkang University, 
Taiwan, Mar. 2017. 
4) Akira Sakuraba,, Tomoyuki Ishida, Koji Hashimoto, Yoshitaka Shibata, "An Implementation of Operation 
Method for Disaster GIS on Ultra Definition Display", The 9th International Workshop on Disaster and 
Emergency Information Network Systems (IWDENS2017), pp.649-654, Tamkang University, Taiwan, Mar. 2017.  
(d) 研究発表（査読なしの論文等） 
1) 田中紀史，内田法彦，橋本浩二，柴田義孝，"マルチコプターによるワイヤレスメッシュネットワークを利用し
た災害情報転送システムの構築"，FIT2016（第 15回情報科学技術フォーラム），pp.357-358，平成 28年 9月． 
2) 五島達也，柴田義孝，橋本浩二，"災害時における通信状態と時間経過による必要情報を考慮したスマートデバ
イス型情報共有システム"，FIT2016（第 15回情報科学技術フォーラム），pp.360-359，平成 28年 9月． 
3) 櫻庭彬，江原康生，橋本浩二，柴田義孝，"大型高精細表示環境上の統一的災害情報 GISの操作方法の一検討"，




"，情報処理学会第 79回全国大会予稿集(3)，pp.315-316，平成 29年 3月． 
5) 北田真也，佐藤剛至，橋本浩二，柴田義孝，"災害時における DTN をベースとした マルチホップネットワーク
の実現"，情報処理学会第 79回全国大会予稿集(3)，pp.417-418，平成 29年 3月． 
6) 戸川和晃，橋本浩二，"端末連携機能による動的資源適合型ネットワークシステムの研究"，情報処理学会第 79
回全国大会予稿集(3)，pp.189-190，平成 29年 3月． 
7) 三浦雄一郎，橋本浩二，"多視点映像を用いたスポーツ中継個人視聴システムの提案"，情報処理学会第 79回全
国大会予稿集(4)，pp.225-226，平成 29年 3月． 
8) 山本晃太郎，橋本浩二，"SDNを用いたライブストリーミング経路制御手法"，情報処理学会第 79回全国大会予
稿集(3)，pp.191-192，平成 29年 3月． 
9) 齋藤渓，橋本浩二，"マルチストリーミングの音声情報による画面調整機能"，情報処理学会第 79回全国大会予
稿集(3)，pp.507-508，平成 29年 3月． 
10) 熊澤正貴，橋本浩二，"ヘッドマウントディスプレイを用いた全天球映像を含む多視点映像切替システム"，情
報処理学会第 79回全国大会予稿集(4)，pp.223-224，平成 29年 3月． 
11) 戸塚聖来，橋本浩二，"アクティブラーニングにおけるテレプレゼンスロボットの効果的な導入方法の検討"，
情報処理学会第 79回全国大会予稿集(4)，pp.689-690，平成 29年 3月． 
12) 今雪聡太，橋本浩二，"ライブ中継機能の動的構成を可能とするアドホック映像通信システム"，情報処理学会
第 79回全国大会予稿集(3)，pp.467-468，平成 29年 3月． 
13) 鈴木寿弥，橋本浩二，"作戦盤の同時操作を可能とするミーティング支援システム"，情報処理学会第 79回全国
大会予稿集(4)，pp.723-724，平成 29年 3月． 
(e) 研究費の獲得 
1) 日本学術振興会 平成 27 年度科学研究費補助金 基盤研究(C)（課題番号：15K00427），研究課題名：時間の経過


























1) 電子情報通信学会 通信ソサエティ インターネットアーキテクチャ研究会 専門委員 
































































































































1) Shinya Kitada, Goshi Sato, Yoshitaka Shibata, “A DTN Based Multi-hop Network for Disaster Information 
Transmission by Smart Devices”, Advanced on Broad Wireless Computing, Communication and Application, 
Elsevier, pp. 601-611, Jan. 2017. 
(e) 講座所属学生が各学会で登壇発表した実績一覧 
1) Tatsuya Goto, Goshi Sato, Koji Hashimoto, Yoshitaka Shibata, "Disaster Information Sharing System 
Considering Communication Status and Elapsed Time", The 9th International Workshop on Disaster and 
Emergency Information Network Systems (IWDENS2017), pp.621-626, Tamkang University, Taiwan, Mar. 2017. 
2) Shinya Kitada, Goshi Sato, Koji Hashimoto, Yoshitaka Shibata, "Research on Realization of a Multi-hop 
Network based on Delay Tolerant Network on Disasters", The 9th International Workshop on Disaster and 
Emergency Information Network Systems (IWDENS2017), pp. 639-644, Tamkang University, Taiwan, Mar. 2017. 
3) Kenta Ito, Go Hirakawa, Koji Hashimoto, Yoshikazu Arai, Yoshitaka Shibata, "Road Surface Condition 
Understanding and Sharing System using Various Sensing Technologies",  The 9th International Workshop 
on Disaster and Emergency Information Network Systems (IWDENS2017), pp.655-658, Tamkang University, 
Taiwan, Mar. 2017. 
4) Akira Sakuraba,, Tomoyuki Ishida, Koji Hashimoto, Yoshitaka Shibata, "An Implementation of Operation 
Method for Disaster GIS on Ultra Definition Display", The 9th International Workshop on Disaster and 
Emergency Information Network Systems (IWDENS2017), pp.649-654, Tamkang University, Taiwan, Mar. 2017. 
5) 田中紀史，内田法彦，橋本浩二，柴田義孝，"マルチコプターによるワイヤレスメッシュネットワークを利用し
た災害情報転送システムの構築"，FIT2016（第 15回情報科学技術フォーラム），pp.357-358，平成 28年 9月． 
6) 五島達也，柴田義孝，橋本浩二，"災害時における通信状態と時間経過による必要情報を考慮したスマートデバ
イス型情報共有システム"，FIT2016（第 15回情報科学技術フォーラム），pp.360-359，平成 28年 9月． 
7) 櫻庭彬，江原康生，橋本浩二，柴田義孝，"大型高精細表示環境上の統一的災害情報 GISの操作方法の一検討"，
日本バーチャルリアリティ学会第 30回テレイマージョン技術研究会，平成 28年 12月． 
8) 田中紀史，内田法彦，橋本浩二，柴田義孝，"災害時における UAVを構成要素とする情報通信方法に関する研究"，
情報処理学会第 79回全国大会予稿集(3)，pp.315-316，平成 29年 3月． 
9) 北田真也，佐藤剛至，橋本浩二，柴田義孝，"災害時における DTNをベースとした マルチホップネットワークの
実現"，情報処理学会第 79回全国大会予稿集(3)，pp.417-418，平成 29年 3月． 
10) 戸川和晃，橋本浩二，"端末連携機能による動的資源適合型ネットワークシステムの研究"，情報処理学会第 79
回全国大会予稿集(3)，pp.189-190，平成 29年 3月． 
11) 三浦雄一郎，橋本浩二，"多視点映像を用いたスポーツ中継個人視聴システムの提案"，情報処理学会第 79 回全
国大会予稿集(4)，pp.225-226，平成 29年 3月． 
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12) 山本晃太郎，橋本浩二，"SDN を用いたライブストリーミング経路制御手法"，情報処理学会第 79 回全国大会予
稿集(3)，pp.191-192，平成 29年 3月． 
13) 齋藤渓，橋本浩二，"マルチストリーミングの音声情報による画面調整機能"，情報処理学会第 79 回全国大会予
稿集(3)，pp.507-508，平成 29年 3月． 
14) 熊澤正貴，橋本浩二，"ヘッドマウントディスプレイを用いた全天球映像を含む多視点映像切替システム"，情報
処理学会第 79回全国大会予稿集(4)，pp.223-224，平成 29年 3月． 
15) 戸塚聖来，橋本浩二，"アクティブラーニングにおけるテレプレゼンスロボットの効果的な導入方法の検討"，情
報処理学会第 79回全国大会予稿集(4)，pp.689-690，平成 29年 3月． 
16) 今雪聡太，橋本浩二，"ライブ中継機能の動的構成を可能とするアドホック映像通信システム"，情報処理学会第
79回全国大会予稿集(3)，pp.467-468，平成 29年 3月． 
17) 鈴木寿弥，橋本浩二，"作戦盤の同時操作を可能とするミーティング支援システム"，情報処理学会第 79 回全国
大会予稿集(4)，pp.723-724，平成 29年 3月． 
(f) 学生が単独で受けた受賞や表彰一覧 
1) 伊藤健太，FIT2016第 15回情報科学技術フォーラム FIT 奨励賞，“道路注意情報共有システムのための実環境を
用いた V2X通信実験”，平成 28年 9月． 
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2.14.2. 教員業績概要 




メディアシステムゼミ A/B，卒業研究・卒業制作 A/B 
(b) 研究科担当授業科目 








1) Saito, Y. and Yuko Murayama: A Road Information Sharing Scheme with a Still-Picture Internet Broadcasting 
System, International Journal of Informatics Society, Vol.8, No.2, pp.95-102 (2016). 
(c) (b)以外の査読付き成果（論文誌ではない学術論文，国際会議プロシーディング，ワークショップ等） 
1) Saito, Y.: Development of a Near-Miss Map System utilizing Driver's Emotions, International Workshop 
on Informatics (IWIN2016), pp.45-51 (2016).  
(d) 研究発表等（査読なしの論文等） 
1) 長嶋 呈馬, 西岡 大, 齊藤 義仰: ユーザが考えるプライバシー情報に関する予備調査, 平成 28 年度電気関
係学会東北支部連合大会，1D08 p.1(2016). 
2) 畠山 智裕, 西岡 大, 齊藤 義仰: 動画広告挿入タイミング決定アルゴリズムの精度向上に関する検討, 
DICOMO2016シンポジウム, pp.1363-1368 (2016). 
3) 高田 真也, 谷藤 稜真, 西岡 大, 齊藤 義仰, 村山 優子: タブレット PC を用いた商店システムの提案, 
DICOMO2016シンポジウム, pp.590-597 (2016). 
4) 谷藤 稜真, 高田 真也, 西岡 大, 齊藤 義仰, 村山 優子: 商品注文機能を導入したプリペイド型商店システム
の運用と評価, DICOMO2016シンポジウム, pp.598-603 (2016). 
5) 西岡 大, 大沢田 ひかる, 高田 真也, 谷藤 稜真, 齊藤 義仰, 村山 優子: 無人入金機能を導入したプリペイ
ド型商店システムの実装, DICOMO2016シンポジウム, pp.604-609 (2016). 
6) 高田 真也，西岡 大，齊藤 義仰: 全方位カメラを用いたインターネット生放送における視線ヒートマップの提




























1） 情報処理学会 CDS研究会 運営委員会 委員 
2） 情報処理学会 CDS研究会 トランザクション編集委員会 副編集長 
3） 情報処理学会 SPT研究会 運営委員会 委員 
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職名： 講師 氏名： 西岡 大 
[教育活動］ 
(a) 学部担当授業科目 














1) 長嶋 呈馬, 西岡 大, 齊藤 義仰: ユーザが考えるプライバシー情報に関する予備調査, 平成 28 年度電気関
係学会東北支部連合大会，1D08 p.1(2016). 
2) 畠山 智裕, 西岡 大, 齊藤 義仰: 動画広告挿入タイミング決定アルゴリズムの精度向上に関する検討, 
DICOMO2016シンポジウム, pp.1363-1368 (2016). 
3) 高田 真也, 谷藤 稜真, 西岡 大, 齊藤 義仰, 村山 優子: タブレット PC を用いた商店システムの提案, 
DICOMO2016シンポジウム, pp.590-597 (2016). 
4) 谷藤 稜真, 高田 真也, 西岡 大, 齊藤 義仰, 村山 優子: 商品注文機能を導入したプリペイド型商店システム
の運用と評価, DICOMO2016シンポジウム, pp.598-603 (2016). 
5) 西岡 大, 大沢田 ひかる, 高田 真也, 谷藤 稜真, 齊藤 義仰, 村山 優子: 無人入金機能を導入したプリペイ
ド型商店システムの実装, DICOMO2016シンポジウム, pp.604-609 (2016). 
6) 高田 真也，西岡 大，齊藤 義仰: 全方位カメラを用いたインターネット生放送における視線ヒートマップの提




























1） 情報処理学会 セキュリティ心理学とトラスト研究会（SPT） 運営委員会 運営委員 
2） 情報処理学会 コンピュータセキュリティ研究会（CSEC） 運営委員会 運営委員 
3） 情報処理学会論文誌特集号編集委員 



























































































1) 長嶋 呈馬, 西岡 大, 齊藤 義仰: ユーザが考えるプライバシー情報に関する予備調査, 平成 28 年度電気関
係学会東北支部連合大会，1D08 p.1(2016). 
2) 畠山 智裕, 西岡 大, 齊藤 義仰: 動画広告挿入タイミング決定アルゴリズムの精度向上に関する検討, 
DICOMO2016シンポジウム, pp.1363-1368 (2016). 
3) 高田 真也, 谷藤 稜真, 西岡 大, 齊藤 義仰, 村山 優子: タブレット PC を用いた商店システムの提案, 
DICOMO2016シンポジウム, pp.590-597 (2016). 
4) 谷藤 稜真, 高田 真也, 西岡 大, 齊藤 義仰, 村山 優子: 商品注文機能を導入したプリペイド型商店システ
ムの運用と評価, DICOMO2016シンポジウム, pp.598-603 (2016). 
5) 高田 真也，西岡 大，齊藤 義仰: 全方位カメラを用いたインターネット生放送における視線ヒートマップの提
案, 情報処理学会第 101回 GN研究会, Vol.2017-GN-101, No.25, pp.1-6 (2017). 
(f) 学生が単独で受けた受賞や表彰一覧 
該当なし 
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2.14.4. その他の活動 
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2.15.2. 教員業績概要 













1) 鶴崎裕貴, 亀田昌志, プリマオキディッキアルディアンシャー, "Total Variation 正則化を用いたテクスチャ
の鮮鋭化のための単一画像による超解像," 画像電子学会誌, Vol.46, No.1, pp.206-217, 2017. 
(c) (b)以外の査読付き成果（論文誌ではない学術論文，国際会議プロシーディング，ワークショップ等） 
1) Hiroki Tsurusaki, Masashi Kameda, Prima Oky Dicky Ardiansyah, "Super resolution from a single image to 
improve sharpness of texture based on optimum parameter of total variation regularization," Proceedings 
of The 4th IIAE International Conference on Intelligent Systems and Image Processing 2016, PS7, 
pp.426-430, 2016.9. 
2) Haruhiko Miyazaki, Masashi Kameda, "The optimum space-frequency partition for subband image coding in 
a rate-distortion sense," Proceedings of Picture Coding Symposium 2016, III-6, 2016.12. 
3) Hiroki Tsurusaki, Masashi Kameda, Prima Oky Dicky Ardiansyah, "Single image super resolution based on 
total variation regularization with Gaussian noise," Proceedings of Picture Coding Symposium 2016, III-8, 
2016.12. 
(d) 研究発表等（査読なしの論文等） 
1) 佐藤圭, 亀田昌志, "モスキートノイズの主観劣化度に対応したケプストラム係数に基づいた客観的評価法の検
討", 映像情報メディア学会技術報告, AIT2016-138, pp. 5-8, 2016.8. 
2) 石川雄大, 亀田昌志, "画像質感改善のためのフラクタル次元に基づく適切なランダムノイズ量の推定", 映像
情報メディア学会技術報告, AIT2016-142, pp. 19-22, 2016.8. 
3) 葛西拓人, 亀田昌志, 大崎真, 武田利明, "発赤の肉眼的所見に対応した画像パラメータによる客観的評価尺度
の検討", 第 4回看護理工学会学術集会, O2-3, 2016.10. 
4) 鶴崎裕貴, 亀田昌志, プリマ オキ ディッキ アルディアンシャー, "サブバンド分割に基づく拡大画像の鮮鋭
度に対する客観評価尺度", 2016年画像符号化シンポジウム（PCSJ2016）, P-3-04, 2016.11. 
5) 宮崎春彦, 亀田昌志, "画像のサブバンド符号化における視知覚特性を考慮した空間-周波数領域の最適分割", 
2016年画像符号化シンポジウム（PCSJ2016）, P-3-06, 2016.11. 
6) 佐藤圭, 亀田昌志, "ケプストラム解析に基づいたモスキートノイズ推定における客観評価手法の開発", 電子
情報通信学会技術報告, IE2016-113, pp. 263-268, 2017.2. 
2.15 コンピュータグラフィックス学講座 
 185 
7) 石川雄大, 亀田昌志, "画像中の小領域テクスチャにおける画像質感改善のためのランダムノイズ量推定手法", 
電子情報通信学会技術報告, IE2016-114, pp. 269-274, 2017.2. 
8) 葛西拓人, 亀田昌志, 大崎真, 武田利明, "画像の特徴量に基づく発赤の肉眼的所見に対応した客観評価尺度の




1) 鶴崎裕貴, 亀田昌志, プリマオキディッキアルディアンシャー，The 4th IIAE International Conference on 
































































































提案手法と同様に空間と周波数の二つの領域において最適化を行う Space Frequency Quantization(SFQ)を用いた．
実験の結果,提案手法は，PSNRの観点においていずれの従来手法よりも高い符号化性能を有していることが明らかに
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職名： 講師 氏名： 松田浩一 
[教育活動］ 
(a) 学部担当授業科目 
コンピュータシステム序論， ソフトウェア演習 A，システム演習 I，システム演習 II，メディアシステムゼミ A，


















3) 仲口健, 松田浩一, "3D HMDを用いて不可能立体を見たときの視覚的効果についての一考察", 平成 28年度日本
図学会東北支部講演会, 2016.05. 
4) 滝沢桂吾, 松田浩一, "モーションセンサと慣性センサ式 MoCapのデータ互換性に関する一検討", 平成 28年度
日本図学会東北支部講演会, 2016.05. 
5) 中塚智哉, 松田浩一, "筋電位センサを用いた和太鼓の「脱力」技能分析へのモーションセンサ活用",人工知能
学会, 第 30回全国大会, 1M3-2, 2016.06. 
6) 菊地直樹, 松田浩一, "腰部の緩急に着目した地域伝統舞踊の動作分析に関する一検討",人工知能学会, 第 30
回全国大会, 1M3-4, 2016.06. 
7) 中塚智哉, 松田浩一, "和太鼓のインパクト時の「脱力」技能の定量化", 人工知能学会身体知研究会第 23 回研
究会, SKL-23-02, pp. 7-12, 2017.03. 
8) 仲口健, 松田浩一, "3D HMD による不可能モーションの対話的作成システムの試作", アジアデジタルアートア
ンドデザイン学会，第 3回 ADADA Japan学術大会, P-3, 2017.03. 
9) 鎌田裕嗣，松田浩一，菊地直樹, "腰部の加速度情報を用いたさんさ踊りの「上手さ」の比較・評価に関する一
検討", 情報処理学会第 79回全国大会, 1ZF-09, 2017.03. 
(e) 研究費の獲得 
1) 松田浩一（研究代表者）, "郷土芸能伝承のための「身体知」「印象」の抽出・可視化に関する研究", 科学研究
費補助金 基盤研究(C), 2014～2016, 1,000,000円（2016年度）. 








































用いた不可能モーションを作成できるプロトタイプシステムを開発した．開発システムでは，3D HMD である VIVE
を用い，VR空間上で直感的な操作による立体設置およびモーションの作成を可能とした．本システムは， アジアデ
ジタルアートアンドデザイン学会第 3回 ADADA Japan学術大会にて研究奨励賞を受賞した． 
























葛西 拓人 画像の特徴量に基づく発赤の肉眼的所見に対応した客観評価手法の検討 
発赤とは, 炎症により皮膚が局所的に赤くなる症状のことを言う. 発赤の診断は, 肉眼的所見





















































  該当なし 
(d) 講座所属学生が第一著者として査読ありの論文誌掲載論文一覧 
1) 鶴崎裕貴, 亀田昌志, プリマオキディッキアルディアンシャー, "Total Variation 正則化を用いたテクスチャ
の鮮鋭化のための単一画像による超解像," 画像電子学会誌, Vol.46, No.1, pp.206-217, 2017. 
(e) 講座所属学生が各学会で登壇発表した実績一覧 
1) Hiroki Tsurusaki, Masashi Kameda, Prima Oky Dicky Ardiansyah, "Super resolution from a single image to 
improve sharpness of texture based on optimum parameter of total variation regularization," Proceedings 
of The 4th IIAE International Conference on Intelligent Systems and Image Processing 2016, PS7, 
pp.426-430, 2016.9. 
2) Haruhiko Miyazaki, Masashi Kameda, "The optimum space-frequency partition for subband image coding in 
a rate-distortion sense," Proceedings of Picture Coding Symposium 2016, III-6, 2016.12. 
3) Hiroki Tsurusaki, Masashi Kameda, Prima Oky Dicky Ardiansyah, "Single image super resolution based on 
total variation regularization with Gaussian noise," Proceedings of Picture Coding Symposium 2016, III-8, 
2016.12. 
4) 佐藤圭, 亀田昌志, "モスキートノイズの主観劣化度に対応したケプストラム係数に基づいた客観的評価法の検
討", 映像情報メディア学会技術報告, AIT2016-138, pp. 5-8, 2016.8. 
5) 石川雄大, 亀田昌志, "画像質感改善のためのフラクタル次元に基づく適切なランダムノイズ量の推定", 映像
情報メディア学会技術報告, AIT2016-142, pp. 19-22, 2016.8. 
6) 葛西拓人, 亀田昌志, 大崎真, 武田利明, "発赤の肉眼的所見に対応した画像パラメータによる客観的評価尺度
の検討", 第 4回看護理工学会学術集会, O2-3, 2016.10. 
2.15 コンピュータグラフィックス学講座 
 193 
7) 鶴崎裕貴, 亀田昌志, プリマ オキ ディッキ アルディアンシャー, "サブバンド分割に基づく拡大画像の鮮鋭
度に対する客観評価尺度", 2016年画像符号化シンポジウム（PCSJ2016）, P-3-04, 2016.11. 
8) 宮崎春彦, 亀田昌志, "画像のサブバンド符号化における視知覚特性を考慮した空間-周波数領域の最適分割", 
2016年画像符号化シンポジウム（PCSJ2016）, P-3-06, 2016.11. 
9) 佐藤圭, 亀田昌志, "ケプストラム解析に基づいたモスキートノイズ推定における客観評価手法の開発", 電子
情報通信学会技術報告, IE2016-113, pp. 263-268, 2017.2. 
10) 石川雄大, 亀田昌志, "画像中の小領域テクスチャにおける画像質感改善のためのランダムノイズ量推定手法", 
電子情報通信学会技術報告, IE2016-114, pp. 269-274, 2017.2. 
11) 葛西拓人, 亀田昌志, 大崎真, 武田利明, "画像の特徴量に基づく発赤の肉眼的所見に対応した客観評価尺度の
検討", 情報処理学会第 79回全国大会, 4U-03, 2017.3. 
12) 仲口健, 松田浩一, "3D HMDを用いて不可能立体を見たときの視覚的効果についての一考察", 平成 28年度日本
図学会東北支部講演会, 2016.05. 
13) 滝沢桂吾, 松田浩一, "モーションセンサと慣性センサ式 MoCapのデータ互換性に関する一検討", 平成 28年度
日本図学会東北支部講演会, 2016.05. 
14) 中塚智哉, 松田浩一, "筋電位センサを用いた和太鼓の「脱力」技能分析へのモーションセンサ活用",人工知能
学会, 第 30回全国大会, 1M3-2, 2016.06. 
15) 菊地直樹, 松田浩一, "腰部の緩急に着目した地域伝統舞踊の動作分析に関する一検討",人工知能学会, 第 30
回全国大会, 1M3-4, 2016.06. 
16) 中塚智哉, 松田浩一, "和太鼓のインパクト時の「脱力」技能の定量化", 人工知能学会身体知研究会第 23 回研
究会, SKL-23-02, pp. 7-12, 2017.03. 
17) 仲口健, 松田浩一, "3D HMD による不可能モーションの対話的作成システムの試作", アジアデジタルアートア
ンドデザイン学会，第 3回 ADADA Japan学術大会, P-3, 2017.03. 
18) 鎌田裕嗣，松田浩一，菊地直樹, "腰部の加速度情報を用いたさんさ踊りの「上手さ」の比較・評価に関する一
検討", 情報処理学会第 79回全国大会, 1ZF-09, 2017.03. 
(f) 学生が単独で受けた受賞や表彰一覧 
1) 鶴崎裕貴, 亀田昌志, プリマオキディッキアルディアンシャー，The 4th IIAE International Conference on 
Intelligent Systems and Image Processing 2016 ベストポスター賞, "Super resolution from a single image 
to improve sharpness of texture based on optimum parameter of total variation regularization". 
2) 仲口健, 松田浩一, アジアデジタルアートアンドデザイン学会第 3 回 ADADA Japan 学術大会研究奨励賞, "3D 
HMDによる不可能モーションの対話的作成システムの試作", 2017.03. 
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2.16.2. 教員業績概要 















1) 布川博士，佐藤究，飲料自販機ビジネスにおけるルートマンの作業分析，日本感性工学会論文誌 Vol.15 No.4，
pp.471-478，doi:10.5057/jjske.TJSKE-D-16-00036，平成 28年 8月 
2) Meguru YAMASHITA, Kiwamu SATO, Hiroshi NUNOKAWA, The Implementation of Collaborative Composition System, 





1) Iwao Kobayashi, Kiwamu Sato, Ayumi Sugisawa，Gou Inoue, Naohito Ogasawara, Hiroshi Nunokawa, Advancing 
writing work with handwriting-learning system for students with intellectual disabilities, HCI 
International 2016 – Posters' Extended Abstracts,pp.238-242, 平成 28年 7月 
2) 佐藤究，境澤直哉，小林巌，布川博士，特別支援教育における書字学習支援アプリケーション「かける君(極)」
と連携する個別指導管理支援システムの実装と評価，2016年度情報処理学会情報教育シンポジウム（SSS2016），
























1) 仙台応用情報学研究振興財団理事 研究主幹 
2) 東北情報サービス産業懇談会顧問 
3) 宮城県情報サービス産業協会参与 


























職名： 講師 氏名： 佐藤究 
[教育活動］ 
(a) 学部担当授業科目 











1) 布川博士，佐藤究，飲料自販機ビジネスにおけるルートマンの作業分析，日本感性工学会論文誌 Vol.15 No.4，
pp.471-478，平成 28年 8月 
2) Meguru YAMASHITA, Kiwamu SATO, Hiroshi NUNOKAWA, The Implementation of Collaborative Composition System, 
International Journal of Affective Engineering （ 採 録 決 定 ， 早 期 公 開 20170215 ）
doi;10.5057/ijae.IJAE-D-16-00017 
(c) (b)以外の査読付き成果（論文誌ではない学術論文，国際会議プロシーディング，ワークショップ等） 
1) Iwao Kobayashi, Kiwamu Sato, Ayumi Sugisawa，Gou Inoue, Naohito Ogasawara, Hiroshi Nunokawa, Advancing 
writing work with handwriting-learning system for students with intellectual disabilities, HCI 
International 2016 – Posters' Extended Abstracts,pp.238-242, 平成 28年 7月 
2) 佐藤究，境澤直哉，小林巌，布川博士，特別支援教育における書字学習支援アプリケーション「かける君(極)」
と連携する個別指導管理支援システムの実装と評価，2016年度情報処理学会情報教育シンポジウム（SSS2016），






















































































































1) Meguru YAMASHITA, Kiwamu SATO, Hiroshi NUNOKAWA, The Implementation of Collaborative Composition System, 
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2.17.2. 教員業績概要 













1)  Y. Hosokawa, D. Urata, A. Doi, T. Takata, Y. Abe, “The motion capturing of female divers under water 
and the trial production of motion viewers for developing a virtual diving experience learning system“, 
Artificial Life and Robotics, Springer, pp. 1-11,2017. 
(c) (b)以外の査読付き成果（論文誌ではない学術論文，国際会議プロシーディング，ワークショップ等） 
1) A.Doi, T. Kato, H. Takahashi, S. Suzue, T. Osanai, “A Novel Modeling Method of “Jyoruri” Doll by Using 
Industrial CT Device and 3D Printer, 22nd Int. Symp. on Artificial Life and Robotics (AROB 2017), Beppu, 
Japan. 
2) A. Doi, K. Oshida, Y. Takashima, K. Sakakibara, T. Itoh, “3D Modeling of Reconstruction Plan at Sanriku 
Coast for Great East Japan Earthquake: Human Resource Development for Effective Information Sharing”, 
NBiS-2016 and INVITE2016, Czech Republic, 2016/9. 
(d) 研究発表等（査読なしの論文等） 
1) 関村匠斗，土井章男，朴澤麻衣子，森野禎浩，”3次元心臓 CT画像からの自動冠動脈抽出に関する研究”，第 79
回情報処理学会全国大会（学生奨励賞）, 2017. 
2) 千葉大弘, 土井章男, “ダウンヒルシンプレックス法による画像位置合わせ手法とその応用”, 平成 28 年度芸
術科学会東北支部・大会論文, 28-21, 2017. 
3) 鈴木雄大, 土井章男, “判別分析法を用いた骨領域の自動抽出法とその応用”, 平成 28 年度芸術科学会東北支
部・大会論文, 28-22, 2017. 
4) 関村匠斗, 土井章男, “心臓 CT 画像からの上行大動脈および冠状動脈の自動抽出に関する基礎的検討”, 平成




6) 平舘 侑樹, 細川 靖,土井 章男,髙田 豊雄:海女潜水体験システム「海女 via-WH」における海女 3D モデル水掻
き動作検出法の検討,平成 27年度 第 4回芸術科学会東北支部研究会,27-04-02,pp1-5, 2016/3. 











1) 土井章男, 菊池昭彦, 野口恭子, “トレーニングシステム”, 特願 2016-082398, 特許出願人（岩手県立大学, 岩
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起こされる心筋の虚血である．虚血状態の心筋は栄養や酸素の不足により壊死や機能低下を招き，心臓機能に重大











































症例 1        症例 2           症例 3        症例 4 
  
症例 5        症例 6          症例 7        症例 8 
  
症例 9        症例 10          症例 11       症例 12 
  
症例 13       症例 14 
 
参 考 文 献 
[1] 元山 貞子“虚血性心疾患の診断における CT の有用性”冠疾患誌,vol22,pp.106-110,2016. 
[2] 松田 豪， 野崎 敦， 佐久間 肇， 河田 七香， 竹田 寛， 本康 宗信， 中野 赳，” MRI を用いた虚血性心
疾患検査の現状” 日本放射線技術學會雜誌 57(6),pp.664-670, 2001.  
 















• 音声中の検索語検出における SVMを用いた上位正解候補の再評価 






























1) 伊藤慶明, 鳴海司朗, 大内一揮, 菅原翔太, 李時旭: 音声中の未知語の検索語検出における音節バイグラムの
インデックス化方式, 電子情報通信学会論文誌，D, Vol.J99-D, No. 2, pp.178—187, 2016-2. 
2) 小嶋和徳, 紺野和磨, 田中和世, 李時旭, 伊藤慶明: 音声中の検索語検出における同文書内の高順位候補を利用
したリスコアリング方式, 電子情報通信学会論文誌 D, Vol.J100-D, No.1, pp.70-80, 2017-1 
(c) (b)以外の査読付き成果（論文誌ではない学術論文，国際会議プロシーディング，ワークショップ等） 
1) Masato Obara, Kazunori Kojima, Kazuyo Tanaka, Shi-wook Lee and Yoshiaki Itoh: Rescoring by Combination 
of Posteriorgram Score and Subword-Matching Score for Use in Query-by-Example, INTERSPEECH, 
pp.1918-1922, 2016-9, San Francisco, U.S.A. 
2) Shi-wook Lee, Kazuyo Tanaka and Yoshiaki Itoh: Generating Complementary Acoustic Model Spaces in 
DNN-Based Sequence-to-Frame DTW Scheme for Out-of-Vocabulary Spoken Term Detection, INTERSPEECH, 
pp.755-759, 2016-9, San Francisco, U.S.A. 
(d) 研究発表（査読なしの論文等） 
1) 小嶋和徳, 稲葉未央, 伊藤慶明: 背景の色情報を利用した進化的画像処理による背景領域除去, 平成 28 年度
電気関係学会東北支部連合大会講演論文集, 1G01, 2016-8. 
2) 齋藤武蔵, 陳国躍, 小嶋和徳, 伊藤慶明: ウェーブレット変換を用いた情景画像からの高精度文字抽出, 平成
28年度電気関係学会東北支部連合大会講演論文集, 1G02, 2016-8. 
3) 山﨑佑磨, 佐藤槙介, 小嶋和徳, 伊藤慶明: Leap Motion と機械学習を用いた指文字認識, 平成 28年度電気関
係学会東北支部連合大会講演論文集, 1G04, 2016-8. 
4) 清水嘉乃, 岩﨑瑛太郎, 李時旭, 田中和世, 小嶋和徳, 伊藤慶明: STD における複数検索結果のスコア優先統
合方式, 日本音響学会秋季研究発表会, 2-Q-12, pp.69-72, 2016-9. 
5) 紺野良太, 李時旭, 田中和世, 小嶋和徳, 伊藤慶明: サブワード／状態／フレーム照合スコアの統合による
SQ-STD検索精度向上, 日本音響学会秋季研究発表会, 2-Q-13, pp.73-76, 2016-9. 
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6) 齋藤武蔵, 陳国躍, 小嶋和徳, 伊藤慶明: 情景画像からの文字抽出における高周波情報を用いた再現率向上, 
情報処理学会第 79回全国大会, 2N-03, pp.2-273-274, 2017-3. 
7) 李時旭, 田中和世, 伊藤慶明: 音声検索語検出システムのスコアリングに関する実験的検討, 日本音響学会春
季研究発表会, 2-P-17, pp.181-182, 2017-3. 
8) 紺野良太, 小嶋和徳, 李時旭, 田中和世, 伊藤慶明: SQ-STDにおける DNN及び CTC導入方式の検討, 日本音響
学会春季研究発表会, 2-P-18, pp.183-186, 2017-3. 
9) 関恒平, 小嶋和徳, 李時旭, 伊藤慶明: 音声中の検索語検出における拗音及び長母音モデルの検討, 日本音響
学会春季研究発表会, 2-P-19, pp.187-188, 2017-3. 
10) 大内一揮, 小原真人, 小嶋和徳, 李時旭, 伊藤慶明: 音声中の検索語検出の上位候補に対する SVM を用いたリ
ランキング, 電子情報通信学会総合大会, ISS-SP-209, p.209, 2017-3. 
(e) 研究費の獲得 


























2) 平成 21年度～平成 26年度 日本音響学会東北支部会計幹事補佐，会計幹事, 庶務幹事補佐, 庶務幹事，監査
役 
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職名： 講師 氏名： 小嶋和徳 
[教育活動］ 
(a) 学部担当授業科目 










1) 小嶋和徳, 紺野和磨, 田中和世, 李時旭, 伊藤慶明: 音声中の検索語検出における同文書内の高順位候補を利
用したリスコアリング方式, 電子情報通信学会論文誌 D, Vol.J100-D, No.1, pp.70--80, 2017-1. 
(c) (b)以外の査読付き成果（論文誌ではない学術論文，国際会議プロシーディング，ワークショップ等） 
1) Masato Obara, Kazunori Kojima, Kazuyo Tanaka, Shi-wook Lee and Yoshiaki Itoh: Rescoring by Combination 
of Posteriorgram Score and Subword-Matching Score for Use in Query-by-Example, INTERSPEECH, 
pp.1918--1922, 2016-9, San Francisco, U.S.A. 
(d) 研究発表（査読なしの論文等） 
1) 小嶋和徳, 稲葉未央, 伊藤慶明: 背景の色情報を利用した進化的画像処理による背景領域除去, 平成 28 年度
電気関係学会東北支部連合大会講演論文集, 1G01, 2016-8. 
2) 齋藤武蔵, 陳国躍, 小嶋和徳, 伊藤慶明: ウェーブレット変換を用いた情景画像からの高精度文字抽出, 平成
28年度電気関係学会東北支部連合大会講演論文集, 1G02, 2016-8. 
3) 山﨑佑磨, 佐藤槙介, 小嶋和徳, 伊藤慶明: Leap Motion と機械学習を用いた指文字認識, 平成 28年度電気関
係学会東北支部連合大会講演論文集, 1G04, 2016-8. 
4) 清水嘉乃, 岩﨑瑛太郎, 李時旭, 田中和世, 小嶋和徳, 伊藤慶明: STD における複数検索結果のスコア優先統
合方式, 日本音響学会秋季研究発表会, 2-Q-12, pp.69--72, 2016-9. 
5) 紺野良太, 李時旭, 田中和世, 小嶋和徳, 伊藤慶明: サブワード／状態／フレーム照合スコアの統合による
SQ-STD検索精度向上, 日本音響学会秋季研究発表会, 2-Q-13, pp.73--76, 2016-9. 
6) 齋藤武蔵, 陳国躍, 小嶋和徳, 伊藤慶明: 情景画像からの文字抽出における高周波情報を用いた再現率向上, 
情報処理学会第 79回全国大会, 2N-03, pp.2-273--274, 2017-3. 
7) 紺野良太, 小嶋和徳, 李時旭, 田中和世, 伊藤慶明: SQ-STDにおける DNN及び CTC導入方式の検討, 日本音響
学会春季研究発表会, 2-P-18, pp.183--186, 2017-3. 
8) 関恒平, 小嶋和徳, 李時旭, 伊藤慶明: 音声中の検索語検出における拗音及び長母音モデルの検討, 日本音響
学会春季研究発表会, 2-P-19, pp.187-188, 2017-3. 
9) 大内一揮, 小原真人, 小嶋和徳, 李時旭, 伊藤慶明: 音声中の検索語検出の上位候補に対する SVM を用いたリ




































 Leap Motionを利用した指文字認識に関する検討 





























































音声をクエリとした音声中の検索語検出において DNN の出力確率系列である Posteriorgram
を用いることにより高い検索精度を実現したが多くの検索時間を要し，検索の高速化が課題
になっている．本論文では，Posteriorgram をビット化することにより高速化する手法と，
Sparse Vectorを用いて照合する手法の計 2つの手法により，検索速度の高速化を図る． 
(b) 博士(前期)論文概要 











音声中の検索語検出における Deep Neural Networkを用いた高精度検索方式 












1) Masato Obara, Kazunori Kojima, Kazuyo Tanaka, Shi-wook Lee and Yoshiaki Itoh: Rescoring by Combination 
of Posteriorgram Score and Subword-Matching Score for Use in Query-by-Example, INTERSPEECH, 
pp.1918--1922, 2016-9, San Francisco, U.S.A. 
2) 齋藤武蔵, 陳国躍, 小嶋和徳, 伊藤慶明: ウェーブレット変換を用いた情景画像からの高精度文字抽出, 平成
28年度電気関係学会東北支部連合大会講演論文集, 1G02, 2016-8. 
3) 山﨑佑磨, 佐藤槙介, 小嶋和徳, 伊藤慶明: Leap Motion と機械学習を用いた指文字認識, 平成 28年度電気関
係学会東北支部連合大会講演論文集, 1G04, 2016-8. 
4) 清水嘉乃, 岩﨑瑛太郎, 李時旭, 田中和世, 小嶋和徳, 伊藤慶明: STD における複数検索結果のスコア優先統
合方式, 日本音響学会秋季研究発表会, 2-Q-12, pp.69--72, 2016-9. 
5) 紺野良太, 李時旭, 田中和世, 小嶋和徳, 伊藤慶明: サブワード／状態／フレーム照合スコアの統合による
SQ-STD検索精度向上, 日本音響学会秋季研究発表会, 2-Q-13, pp.73--76, 2016-9. 
6) 齋藤武蔵, 陳国躍, 小嶋和徳, 伊藤慶明: 情景画像からの文字抽出における高周波情報を用いた再現率向上, 
情報処理学会第 79回全国大会, 2N-03, pp.2-273--274, 2017-3. 
7) 紺野良太, 小嶋和徳, 李時旭, 田中和世, 伊藤慶明: SQ-STDにおける DNN及び CTC導入方式の検討, 日本音響
学会春季研究発表会, 2-P-18, pp.183--186, 2017-3. 
8) 関恒平, 小嶋和徳, 李時旭, 伊藤慶明: 音声中の検索語検出における拗音及び長母音モデルの検討, 日本音響
学会春季研究発表会, 2-P-19, pp.187-188, 2017-3. 
9) 大内一揮, 小原真人, 小嶋和徳, 李時旭, 伊藤慶明: 音声中の検索語検出の上位候補に対する SVM を用いたリ


























































1) Chayanon Sub-R-Pa, Goutam Chakraborty, Bhabani P. Sinha, “Route Recommendation System to Support 
Multiple Destinations and Multiple Routes to Minimize Road Congestion,” International Journal of 
Communication Networks and Distributed Systems, Vol. x, No. x, pp. 1–16, 2016 (accepted on November 2017) 
(c) (b)以外の査読付き成果（論文誌ではない学術論文，国際会議プロシーディング，ワークショップ等） 
1) Goutam Chakraborty, Zong Han Wu,"Analysis of time-series eye-tracking data to classify and quantify 
reading ability," International work-conference on Time Series, June 2016, Granada, Spain. 
2) Takuya Kamiyama, Goutam Chakraborty, "Anomaly Detection of Continously Monitored Periodic Bio-Signals," 
International Conference on Complex Medical Engineering (Special session on Omni Healthcare Systems), 
August 2016, Japan. 
3) Goutam Chakraborty, "Incorporating Awareness in Expert Systems - Learning from Expert's Selective 
Attention and Perception," IEEE Systems, Man and Cybernatics Conference, Budapest, pp. 3646-3651, October 
2016. 
4) Lin Meng-Ru Lin, Goutam Chakraborty, "A study of Crucial Factors for In-App Purchase of Game Software," 
Japan Society of Artificial Intelligence International Conference, October 2016, Japan. 
5) Tsai, Tzung-Lin, Goutam Chakraborty, "Classification of benign and malicious websites by selecting 
important URL features using LASSO," Workshop of Information Processing Society of Japan, November 2016, 
Hokkaido, Japan. 
6) Goutam Chakraborty, "Detection and Prediction of Abnormal State from Time-series Data", RIEC Annual 
Meeting on Cooperative Research Projects, (Panel presentation), Sendai, Japan, 23 February 2017. 
(d) 研究発表等（査読なしの論文等） 
1) 阿部寛之, 松原雅文, Goutam Chakraborty, 馬淵浩司:Web 検索結果における複数語義に対応したス二ペット自
動生成手法の提案, 平成 28年度電気関係学会東北支部連合大会, 1D05 (2016年 8月) 
2) 阿部寛之, 松原雅文, Chakraborty Goutam, 馬淵浩司:HTML文書構造を利用した Web検索結果クラスタリング手
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法の有効性について, 情報処理学会 第 79回全国大会, 4Q-03, 名古屋大学 (2017年 3月) 
3) 村上啓, 馬淵浩司, 高橋和志, Chakraborty Goutam, 松原雅文:対話型遺伝的アルゴリズムを利用した楽曲の半
























1) Key-note address: FITAT Juhai, April 2016.  
Anomaly Detection in Time-series Data - A Case Study with Continuously Monitored Periodic Bio-signals 
2) Invited talk at Universitas Ahmed Dahlan, Yogyakarta, October 2016, 
An Introduction to EEG and Related Research Problems - A Case Study with BCI 
3) key-note Address: Int. conference ICSITech, October 2016, Indonesia,  
Anomaly Detection in Time-series – A Case Study with Periodic Bio-signals 
4) Tutorial on Pattern Recognition and Applications, Kumaraguru College of Technology, Coimbatore, 
India, 27 Feb-1 March, 2017.  




1） International Program Committee  member 




2) IEEE SMC Intl. Conference on System, Man and Cybernatics, 2016, Budapest, Hungary, 
3) IEEE-COMSOC ANTS Int. Conference on Advanced Networks and Telecommunications Systems, August 2016, 
Bangalore, India 
4) IEEE IEMCON 2016, Vancouver, Canada,General Chair, 
5) ICST International Conference on Sensor Technology 2016, Nanjing, China, 
6) IEEE WCCI World Congress on Computational Intelligence 2016, Vancouver, Canada, 
7) ACIIDS Asian Conference on Intelligent Information and Database Systems 2016, 
8) IEEE Cybernatics Conference, 
9) The 11th International Conference of Frontiers of Information Technology, Applications and Tools 
(FITAT), Zuhai, China, 31March-3 April, 2016 
2） Organizing Special Session 
1) IEEE SMC 2016, Hungary 
2) ACIIDS 2016, Japan 
3） Membership 
1) IEEE senior member, 
2) IEEE Society membership: IEEE SMCS, IEEE CIS, IEEE VTS, IEEE COMSOC; 
3) ACM Senior Member, ACM life member 
4） IEEE Society Services 
1) IEEE SMC (system, man, Cybernatics) Society, Steering Chair of the Technical committee of Awareness 
Computing. http://www.ieeesmc.org/technicalcommittess/tc_ac.html 
2) IEEE SMC (system, man, Cybernatics) Society, Member of the Technical committee of Soft Computing. 
http://www.ieeesmc.org/technicalcommittess/tc_ac.html 
3) IEEE CIS (computational intelligence society) Awareness Computing Task Force steering committee 
member, Neural Network Technical Committee member http://cis.ieee.org/neural-networks-tc.html 
5） Journal editor 
1) Steering Committee member, IEEE tran. On affective computing, 
http://www.computer.org/portal/web/tac/edboard;jsessionid=8ca74403b4cb0e06edc10bcbd78f 
2) Editor: Journal of intelligent sensors, 
3) Editor: Computer Science and Information System, A Technical Transaction of Cracow Uni. of 
Technology, Poland. 
6） JOURNAL PAPER Review 





The research work done during the year 2016 are the following: 
(1) Clustering of multivariate time series - experiments with EEG signals towards identifying P300 event 
related potential. 
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(2) Collection and analysis of electro encephalogram signals, and their analysis with a goal to design an 
efficient and accurate individualistic BCI system. 
(3) Intelligent Navigation when the destination is not specific, but characterized. Finding best route where 
multiple destinations satisfy a user's specification. Traffic distribution to avoid congestion. 
List of published works during year 2012 are given below. For details of the publications please visit my 
web-site publication list at: 
http://www.chishiki.soft.iwate-pu.ac.jp/~goutam/ 





職名： 准教授 氏名： 馬淵 浩司 
[教育活動］ 
(a) 学部担当授業科目 














1) 阿部寛之, 松原雅文, Goutam Chakraborty, 馬淵浩司:Web検索結果における複数語義に対応したス二ペット自
動生成手法の提案, 平成 28年度電気関係学会東北支部連合大会, 1D05 (2016年 8月) 
2) 阿部寛之, 松原雅文, Chakraborty Goutam, 馬淵浩司:HTML 文書構造を利用した Web 検索結果クラスタリング
手法の有効性について, 情報処理学会 第 79回全国大会, 4Q-03, 名古屋大学 (2017年 3月) 
3) 村上啓, 馬淵浩司, 高橋和志, Chakraborty Goutam, 松原雅文:対話型遺伝的アルゴリズムを利用した楽曲の半























1) 模擬講義  岩手県立大学オープンキャンパス(2016年 7月) 
2) 学部説明・入試説明 兵庫県立姫路商業高等学校(2016年 11月) 
3) 学部説明・入試説明 兵庫県立神戸商業高等学校(2016年 11月) 
4) 学部説明・入試説明 札幌清田高等学校(2016年 12月) 
















































ペット自動生成手法の提案” 平成 28年度電気関係学会東北支部連合大会, 1D05, August 2016. 
2) 村上 啓，馬淵浩司，高橋和志，Goutam Chakraborty，松原雅文："対話型遺伝的アルゴリズムを利用した楽曲
の半自動生成"情報処理学会 第 79回全国大会, 4L-05, 名古屋大学 東山キャンパス, March 2017. 
3) 阿部寛之，松原雅文，Goutam Chakraborty，馬淵浩司："HTML文書構造を利用した Web検索結果クラスタリング



































Mobile phones become widespread and their performance is improving. Applications like E-mail, Web search 
and so on are widely used on mobile phones now. Social networking service (SNS) such as Twitter is especially 
used since it has mobile apps for mobile phones like smart phones. Twitter enables us to send and read short 
messages called “tweets”. Therefore, opportunities and needs are increasing to input Japanese sentences 
for Twitter on mobile phones. 
A Twitter user is able to upload a photo and attach it to a tweet because most mobile phones are camera 
phones which are able to capture photographs. For example, a user sends a tweet with a photo about “TOKYO 
SKYTREE” when she/he visits there. We consider that the photo-image and the text of the tweet-message are 
strongly related in this tweet. Then, we propose an image-aware Kana-Kanji conversion algorithm for Twitter 
on mobile phones. A Kana-string inputted by a user is ambiguous because the Kana-string may correspond to 
several Kanji-words in Japanese. For disambiguation, our proposed method uses the relation between the 
photo-image and the text of the tweet-message. We consider that the similarity of the text is high when 
the similarity of the images is high in tweets sent by users. The order of priority for the Kanji-word increases 
in the Kana-Kanji conversion algorithm when the similarity is high. Thus, our proposed method enables us 
to efficiently input Japanese text for Twitter on mobile phones. We show processes of our proposed method 






























Twitter と LINE MUSICを利用したプレイリスト作成手法 
近年，定額制音楽配信サービスなどの普及により，膨大な数の楽曲を手軽に聴くことができる
ようになった．しかしプレイリストを作成するには一曲ずつ選択する必要がありユーザに負担





















































その文字入力を行うためには，BCIの 1つに P300 BCI Speller という機器を使用する．利用者
には文字入力画面を見てもらい，脳波データを取得し，解析することで文字入力を可能とする．






きい信号が得られる電極を 1 つずつ選択する．その後，Pareto GA という組み合わせの最適化
に利用されている手法を用いて，選択された電極の中で電極数が少なく，認識精度が高い組み
合わせを見つけ出し，有効な反応が得られる信号だけを残すことで電極数の削減を目指す．実
験は 21ch と 128ch から電極数を削減する，まずは，国際 10-20 法で定められている 21ch の電
極から有効な電極を見つけ出す．21chの電極から得られた信号を 8個のクラスタに分類し，各
クラスタから反応の大きい信号が得られる電極を 1 つずつ選択する．選択された 8 個の電極で
Pareto GA を行い，有効な電極を選択する．この手法が適切であるかの確認をするために 21ch
全ての電極を使用した Pareto GA と比較を行う．これにより，クラスタリングをすることで選




られる電極を 1つずつ選択する．選択された電極で Pareto GAを行い，有効な電極を選択する．
これによって 21chの電極よりさらに細かな位置から有効な電極を見つけることができる．実験





On the Internet, users often visit unknown web-sites. However, malicious websites are 
a significant threat to the Internet users. Malicious websites implant malwares into 
users’ computers without their knowledge, through drive-by-downloads technology. A 
naïve user could easily fall victim of such attack. With increased use of internet 
browsing, web security is an important issue and is consequently a very important research 
topic. The motivation of this study is to classify malicious web-sites from benign ones 
from their URL features. If it could be done from URL features with high precision, 
especially with low false accept rate, automatic filtering of website at the user’s site 
will be possible. We collect URL data has many characteristics. Some of them are relevant 
to classify the site as malicious and others are irrelevant. In addition, many such 
characteristic features are textual. We first converted all such features into numeric 
data by a suitable method relevant for that feature, so that the numeric values truly 
represent the information of the original feature. We then selected the relevant features 
for our classification task, by using two methods: (1) least absolute shrinkage and 
selection operator (LASSO) and (2) Pareto Genetic algorithm (Pareto GA). Finally, the 
data is used to train a support vector machine (SVM) classifier. A ten-fold validation 
is used to estimate the performance. Two feature selection methods’ performances are 
compared. By feature selection using Pareto GA, we could achieve nearly 95% correct 




This research is divided into two portions – part I and part II. 
Part I: Video game industry is one of the fastest growing profit earning business. In 
the U.S. alone, computer and video game industry generated $23.5 billion in revenue in 
2015. Therefore, it is important that Game software developers design products to satisfy 
customers’ demands and attract more users to purchase their products. In part I of this 
study, we attempt to define potential factors of a game software which would influence 
its popularity and sale. From all the potential factors, we select a subset of important 
factors using least absolute shrinkage and selection operator (LASSO) feature selection 
method. We identify crucial important factors which influence purchase behavior for game 
software.  
Part II: Good peripheral vision is important to improve the ability of playing video games. 
On the other hand, it is also claimed that by playing computer games, peripheral vision 
could be improved. It is widely studied that our reading ability and efficiency depends 
(partly) on our peripheral vision. In this study, we aim to find the correlation between 
peripheral vision, and game-playing ability, and peripheral vision and reading ability. 
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The quality of peripheral vision is quantitatively measured by Schultz test. In experiment 
1, we find the correlation between reading ability and Schultz test result. All the 
subjects are told to read texts in their native languages, so that the ability of reading 
does not depend on other factors like vocabulary, or grammar knowledge. In experiment 
2, we asked the subjects to play video games. We then find the correlation between game 
playing ability and peripheral vision. The subjects were of different game playing 
experiences. Thus the correlation is not solely depending on the peripheral vision. Yet, 
a positive correlation could be found. 






In disaster environment such as Tsunami or Typhoon. Using vehicle is fastest way to 
evacuate. This is not common situation to use navigation system to find optimum route 
to safety shelter. Existing navigation systems also can search a service instead of 
specific destination. But it will calculate routes and present a list of results to the 
user. The user has to take decision. The navigation systems use some static information 
like route distance, or predicted time of travel.  In general people in the same area 
will get same result from the system, and choose the shortest route (lowest cost by 
distance, or travel time). In high population area, traffic congestion will appear in 
shortest route in a short time. Moreover destination accessible by the shortest route 
will run out of service in a short time. It is better to choose different routes or 
different destinations from the beginning, by which traffic congestion could be avoided, 
and users will be distributed over several service points. In this research, we proposed 
route recommendation system, which can suggest proper route and destination to vehicle. 
We proposed three methods. First is virtual destination method, by add virtual node to 
the graph and connect it to real destination. When system calculate shortest path, it 
will only calculate from source node to virtual destination node. This will reverse 
multiple destinations problem into single destination, and also take advantage in term 
of calculation time. Second is recommend route into different traffic. If we suggest 
k-route to the user, this is normal that user will take lowest cost at the first place. 
With high population, it will make traffic congestion in 1st best route. We proposed 
formula to distribute vehicle into different route, based on cost of each route. Third, 
we proposed to change virtual link cost to effect to distribute ratio in second proposed. 
By increase virtual link cost at destination, when they are runout of resource. This will 
decrease probability to select lower number of resource destination. All proposed are 
simulated and analysis in term of number of vehicle takes u-turn at unserviceable 
destination, number of vehicle arrive by time, and evacuation time. The results shown 
improvement after apply proposed method. However to find best parameter to use with these 




1) Chayanon Sub-R-Pa, Goutam Chakraborty, Bhabani P. Sinha, “Route Recommendation System to Support 
Multiple Destinations and Multiple Routes to Minimize Road Congestion,” International Journal of 
Communication Networks and Distributed Systems, Vol. x, No. x, pp. 1–16, 2016 (accepted on November 2017) 
(e) 講座所属学生が各学会で登壇発表した実績一覧 
1) Takuya Kamiyama, Goutam Chakraborty："Anomaly Detection of Continously Monitored Periodic Bio-Signals" 
International Conference on Complex Medical Engineering (Special session on Omni Healthcare Systems), 
August, 2016, Japan. 
2) 阿部寛之，松原雅文，チャクラボルティゴウタム，馬淵浩司：”Web検索結果における複数語義に対応したスニ
ペット自動生成手法の提案”平成 28年度電気関係学会東北支部連合大会, 1D05, August 2016. 
3) 村上 啓，馬淵浩司，高橋和志，Goutam Chakraborty，松原雅文："対話型遺伝的アルゴリズムを利用した楽曲
の半自動生成"情報処理学会 第 79回全国大会, 4L-05, 名古屋大学 東山キャンパス, March 2017. 
4) 阿部寛之，松原雅文，Goutam Chakraborty，馬淵浩司："HTML文書構造を利用した Web検索結果クラスタリング
手法の有効性について"情報処理学会 第 79回全国大会, 4Q-03, 名古屋大学 東山キャンパス, March 2017. 
5) Lin Meng-Ru Lin, Goutam Chakraborty, "A study of Crucial Factors for In-App Purchase of Game Software," 
Japan Society of Artificial Intelligence International Conference, October 2016, Japan. 
6) Tsai, Tzung-Lin, Goutam Chakraborty, "Classification of benign and malicious websites by selecting 
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2.19.4. その他の活動 
1) Invited talk on 27th April, 2016. 
Title of the Talk: NETWORK AND INFORMATION SECURITY IN THE EU and how the EU works 
2) Invited talk on 5th August, 2016 
Title of the Talk: Channel Allocation for Multimedia Communication in Cognitive Radio Networks 
3) Invited talk on 21st November, 2016. 
Title of the Talk: Mental Task Classification --Empirical Mode Decomposition, Network and Clustering 
Analyses 
4) Invited talk on 27th March, 2017. 
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2.20.2. 教員業績概要 
職名： 教授 氏名:       Basabi Chakraborty                       
[教育活動］ 
(a) 学部担当授業科目 
計算モデル論，専門英語 II，知能システム演習 I，知能システム演習 II，知能システム総論，ソフトウェア情報学
部総論，知能システムゼミ A，学の世界入門，プロジェクト演習 I，プロジェクト演習 II,卒業研究・制作 A，知能









1) Sho Yoshida, Basabi  Chakraborty,  A Comparative Study of Similarity Measures for Time Series 
Classification., In: Otake M., Kurahashi S., Ota Y., Satoh K., Bekki D. (eds) New Frontiers in Artificial 
Intelligence. JSAI-isAI 2015. Lecture Notes in Computer Science, Vol .10091. Springer, pp.397-408, 2017. 
2) Basabi Chakraborty and Sho Yoshida, “Proposal of a New Similarity Measure for Time Series Classification”, 
In “Contributions to Statistics, Advances in Time series analysis and forecasting”, Springer International 
Publishing, ISSN: 1431-1968, 2017. 
3) Amit Das, Saptarsi Goswami, Amlan Chakrabarti and Basabi Chakraborty, “A graph-theoretic approach for 
visualization of data set feature association” ,  in Advanced Computing and Systems for Security , Vol. 4, 




1） Takako Hashimoto, Yukari Shirota, Basabi Chakraborty: “Developing a framework for an advisory message board 
for female victims after disasters: A case study after east Japan great earthquake.” DSH 31(4): 711-724, 
2016. 
2） Yukari Shirota, Takako Hashimoto, Basabi Chakraborty: “Visualization of Deductive Reasoning for Joint 
Distribution Probability in Simple Topic Model,” Information Engineering Express, IIAI Publications, Vol. 
3, No. 1 (Publish: March, 2017), pp. 1-8, 2017 
3） Yukari Shirota, Setsuko Katayama, Takako Hashimoto, Basabi Chakraborty: “Visualization for University Brand 
Image Clustering: Comparison between Male and Female Students,” International Journal of Institutional 
Research and Management, Vol. 1, No. 1, pp.103-116, 2017. 
4） 白田由香利, 橋本隆子, and バサビチャクラボルティ. "ベイズ推論による大学ブランドイメージ分析", 學習院大學
經濟論集 53-2, pp.31-41,2016. 
5） Yukari Shirota, Takako Hashimoto, and Basabi Chakraborty: “Visual Materials to Teach Gibbs Sampler,” 




6） Yukari Shirota and Basabi Chakraborty, Visual Explanation of Eigenvalues and Math Process in Latent Semantic 
Analysis, Information Engineering Express, IIAI Publications, Vol. 2, No. 1, pp. 87- 96, 2016. 
7） Saptarsi Goswami, Sanjay Chakrabarti , Sanhita Ghosh , Amlan Chakrabarti, Basabi Chakraborty, A Review on 
Application of Data Mining Techniques to Combat Natural Disasters, Ain Shams Engineering Journal (Available 
online 16th April, 2016), ( Elsevier). 
8） Saptarsi Goswami, Amlan Chakrabarti and Basabi Chakraborty, An efficient feature selection technique for 
clustering based on a new measure of feature importance, Journal of Intelligent and Fuzzy Systems, (Preprint), 
1-12, published 28th April, 2016. 
9） Saptarsi Goswami, Amlan Chakrabarti and Basabi Chakraborty, A Proposal for Recommendation of Feature Selection 
Algorithm based on Data Set Characteristics, Journal of Universal Computer Science, Vol 22. N0. 6, pp. 760--781, 
2016. 
10） Yukari Shirota, Takako Hashimoto, and Basabi Chakraborty, Visual Materials to Teach Gibbs Sampler, 
International Journal of Knowledge Engineering, Vol. 2, No. 2 & 3, pp. 92-95, 2016. 
11） Saptarsi Goswami, Amit Das, Amlan Chakrabarti and Basabi Chakraborty, A feature cluster taxonomy based feature 
selection technique, Expert System and Application, Vol 79, pp. 76 - 89, (publication date 2017/8/15), 2017. 
 
 
 (c) (b)以外の査読付き成果（論文誌ではない学術論文，国際会議プロシーディング，ワークショップ等） 
1) Yukari Shirota, Takako Hashimoto, and Basabi Chakraborty: “Deductive Reasoning for Joint Distribution 
Probability in Simple Topic Model,” Proc. of IIAI International Congress on Advanced Applied Informatics 
2016, Kumamoto, Japan , pp. 622-625, 12-16 July, 2016. 
2) Yukari Shirota, Takako Hashimoto, and Basabi Chakraborty: “Visualization for University Brand Image 
Clustering With Simple Topic Model,” Proc. of IIAI International Congress on Advanced Applied 
Informatics 2016, Kumamoto, Japan , 12-16 July, pp. 474-477, 2016. 
3) Yukari Shirota, Takako Hashimoto, and Basabi Chakraborty: “Visual Materials to Teach Gibbs Sampler,” 
2016 International Conference on Knowledge (ICOK 2016), London, UK, May 7-8, 2016. 
4) Basabi Chakraborty and Sho Yoshida, “Proposal of a New Similarity Measure for Time Series 
Classification”, in Proc. ITISE 2016, Granada, Spain, Jun 27-29, 2016. 
5) Kotaro Nakano and Basabi Chakraborty, “Feature Selection for On-line Signature Verification using 
Dynamic Features”, Proceedings of  SCIS-ISIS 2016, Sapporo, Japan in August 25-28, 2016. 
6) Basabi Chakraborty and Kotaro Nakano, “Automatic detection of driver’s awareness with cognitive task 
from driving behavior”, Proceedings of IEEE SMC 2016, Budapest, Hungary, October 2016. 
7) Amit Das, Saptarsi Goswami, Amlan Chakrabarti and Basabi Chakraborty, “A graph theoretic approach for 
visualization of data set feature association”, 3rd International Doctoral Symposium on Applied 
Computation and Security Systems (ACSS), August, 2016. 
8) Amit Das, Saptarsi Goswami, Amlan Chakrabarti and Basabi Chakraborty, “FAM based feature selection for 
supervised classification”, 2016 International Workshop on Smart Info-Media Systems in Asia, (SISA) 
September, 2016. 
9) (Best Paper Award)  Basabi Chakraborty, Manabe Yusuke, Sho Yoshida and Kotaro Nakano, “ Effect of 
Cognitive Distraction on Driving Behaviour”, In Proceedings of FITAT 2016, Zuhai, China, March/April 





1) Yukari Shirota, Basabi Chakraborty, and Takako Hashimoto: “Visually See Text Mining Math Processes on 
LSA, SVD, and Gibbs Sampling,” tutorial, 14th Pacific Rim International Conference on Artificial 
Intelligence (PRICAI 2016), Aug 22-26, 2016, Phuket, Thailand, 2016. 
2) (Key note Lecture) Basabi Chakraborty, “Optimal Feature Subset Selection: The Problem and Algorithms”, 
in Workshop on “Pattern Recognition and Applications”, Coimbatore, India, August, 2016. 
3) (Invited Lecture) Basabi Chakraborty, “On Pattern Recognition and Data mining Problems”, GRD college, 
Coimbatore, India, August, 2016. 
4) Atsushi Kawamura and Basabi Chakraborty, “ペナルティ付きバイナリ群知能を用いた特徴選択及び特徴次元
数の削”, presented in 2016 Tohoku-Section  Joint Convention of Institutes of Electrical and Information 
Engineers, Japan, August, 2016. (in Japanese) 
5) (Invited Lecture) Basabi Chakraborty, “Feature Selection Approaches based on Data Set 
Characteristics” ,presented in FITAT 2016, Zuhai, China, March/April 2016. 
6) 中野光太朗, Basabi Chakraborty,真部雄介,吉田将, 運転者の注意散漫行動の検知と認知付加の影響分析, 
presented in i-Mos研究成果発表会, September, 2016. 
(e) 研究費の獲得 
1) （研究分担者） 基盤研究 B フィルタ型特徴選択法の統一理論と高性能アルゴリズム （平成 26 年度～平成
28年度）， 




























1） PC committee member (IEEE IJCNN 2016, IEEE SMC 2016,  ICCI*CC 2016, ICICIC 2016,IEEE WIECON2016, IEEE 
IEMCON 2016, など 20件) 
2） Session Chair (FITAT 2016, IEEE SMC 2016, ITISE 2106,) 
3） Invited and Keynote Lectures：6 件 
4） Reviewer : 41 papers in several International conferences, 15 papers in several Journals: IEEE Tran. 
SMC, Pattern Recognition, Pattern Recognition letter, DMKD, IEICE Trans. On Inf. and Sys. IEEE Trans. 






























Proposal of Similarity Measures for Time Series Classification 
Time series data is very common in many areas of practical life such as medical, weather 
or ﬁnancial. Measuring to assess their similarity is a core part of many computational 
systems. In particular, the similarity measure is one of the most essential ingredients 
of time series clustering and classification processes. Because of this importance, many 
approaches to develop time series similarity measures have been proposed. However, 
conventional similarity measures like Euclidean or Dynamic Time Warping (DTW) have 
demerits such as accuracy and computational cost. In this theses, we propose two new 
similarity measures and evaluate their efficiency using publicly available time series 
data sets taken from a wide variety of scientific domains. Our works include the use of 
statistical significance tests to derive meaningful conclusions. Moreover, we discuss 
parameter choices and effect of parameters. The obtained results show the efficiency of 
DTW in terms of average accuracy, but we found advantage of proposed two measures in a 
comparative simulation. Such finding is important for the development of the technical 
field. 
中野 光太郎 Study on High speed feature selection algorithms for multidimensional time series data 
Recently, due to development of the sensor technologies, too many sensor devices are 
mounted and high dimensional time series data are observed in our everyday life. For such 
a situation, the computational cost for analyzing such data for extracting meaningful 
information is increasing. To lower the computational cost, the amount of data need to 
be reduced. So selection of important features from the data is needed before analysis. 
For that reason, feature selection algorithms using low computational cost is necessary 
for us. 
In this thesis, the problem of existing feature selection methods for time series 
data are studied and a new feature selection method for multidimensional time series data 
is proposed. The proposed method SFSDR consists of a similarity measure based feature 
evaluation measure and a sequential searching for selecting the best feature subset. It 
computes inter class distance and intra class distance using similarity measure and 
evaluates feature subsets with the ratio of inter class distance and intra class distance 
which is named as DR. This is called a filter approach in feature selection method. It 
has low computational cost than wrapper approach. Still DR’s computational cost is not 
very low. So we proposed some techniques to this algorithm to reduce computational cost 
while keeping classification accuracy high. The proposed feature selection algorithm has 
been applied for different data sets.  
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(c) 博士(後期)論文概要 
   該当なし 
 (d) 講座所属学生が第一著者として査読ありの論文誌掲載論文一覧 
1) Sho Yoshida, Basabi  Chakraborty,  A Comparative Study of Similarity Measures for Time Series 
Classification., In: Otake M., Kurahashi S., Ota Y., Satoh K., Bekki D. (eds) New Frontiers in 





1) Kotaro Nakano and Basabi Chakraborty, “Feature Selection for On-line Signature Verification using 
Dynamic Features”, Proceedings of  SCIS-ISIS 2016, Sapporo, Japan in August 25-28, 2016. 
2) Atsushi Kawamura and Basabi Chakraborty, “ペナルティ付きバイナリ群知能を用いた特徴選択及び特徴次元
数の削”, presented in 2016 Tohoku-Section  Joint Convention of Institutes of Electrical and Information 
Engineers, Japan, August, 2016. (in Japanese) 
3) 中野光太朗, Basabi Chakraborty,真部雄介,吉田将, 運転者の注意散漫行動の検知と認知付加の影響分析, 
presented in i-Mos研究成果発表会, September, 2016. (in Japanese) 
 
(f) 学生が単独で受けた受賞や表彰一覧 
























































刊行： 1) Ogata, Takashi & Akimoto, Taisuke. Eds. (2016). Computational and Cognitive Approaches to 
Narralotogy. Hershey, PA: IGI Global. (16 chapters (peer reviewed) + Preface and others. 467 pages. ISBN-10: 
152250432X, ISBN-13: 978-1522504320) 
上記における執筆分担： 
1) Ogata, T. (2016). Computational and cognitive approaches to narratology from the perspective of narrative 
generation. Ogata, T. & Akimoto, T. Eds. Computational and Cognitive Approaches to Narratology. 1-74. 
Hershey, PA: IGI Global. 
2) Ogata, T. (2016). Kabuki as multiple narrative structures. Ogata, T. & Akimoto, T. Eds. Computational 
and Cognitive Approaches to Narratology. 391-422. Hershey, PA: IGI Global. 
3) Akimoto, T. & Ogata, T. (2016). Designing a Socially Open Narrative Generation System. Eds. Computational 
and Cognitive Approaches to Narratology. 91-117. Hershey, PA: IGI Global. 
4) Ogata, T. & Akimoto, T. (2016). Preface. Ogata, T. & Akimoto, T. Eds. Computational and Cognitive 
Approaches to Narratology. xi-xxi. Hershey, PA: IGI Global. 
(b) 査読ありの論文誌に掲載された論文 
1) Ono, Jumpei & Ogata, Takashi (2016). A Design Plan of a Game System Including an Automatic Narrative 
Generation Mechanism: The Entire Structure and the World Settings. Journal of Robotics, Networking, and 
Artificial Life, Vol.2, Issue.4, 243-246. 
2) Ogata, T. (2016). Automatic Generation, Creativity, and Production of Narrative Content. Journal of 
Robotics, Networking and Artificial Life. Vol. 3, Issue.2, 88-91. 
3) Ogata Takashi & Ono, Jumpei (2016). A Way for using the Verb Conceptual Dictionary in an Integrated 
Narrative Generation System: The Use of Co-occurrence Information on Verb Concepts, Journal of Robotics, 
Networking and Artificial Life. Vol. 3, Issue. 3, 209-212. 
4) Ono, J. & Ogata, T. (2016). Implementation of a Scene Expansion Mechanism Using an Event Sequence: As 
a Mechanism in an Automatic Narrative Generation Game. International Journal of Knowledge Engineering. 
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2 (4), 165-169. 
(c) (b)以外の査読付き成果（論文誌ではない学術論文，国際会議プロシーディング，ワークショップ等） 
1) Ogata, T., Arai, T. & Ono, J. (2016). Using Synthetically Collected Scripts for Story Generation. Proc. 
of The 26th International Conference on Computational Linguistics: System Demonstrations. 253-257. 
2) Ogata, T., Kawamura, Y. & Kanai, A. (2017). Informational Narratology and Automated Content Generation. 
Proc. of the 2017 international conference on artificial life and robotics. 622-628. 
3) Ogata, T. (2017). Analyzing Multiple Narrative Structures of Kabuki based on the Frameworks of Narrative 
Generation Systems. Proc. of the 2017 international conference on artificial life and robotics. 629-634. 
4) Asakawa, S. & Ogata, T. (2017). Comparison Between Variational Autoencoder and Encodder-Decoder Models 
for Short Conversation. Proc. of the 2017 international conference on artificial life and robotics. 
639-642. 
5) Ono, J. & Ogata, T. (2017). Changing and Transforming a Story for a Framework of an Automatic Narrative 
Generation Game. Proc. of the 2017 international conference on artificial life and robotics. 643-649. 
6) Ono, J. & Ogata, T. (2017). Implementation of a Scene Expansion Mechanism using an Event sequence: As 
a Mechanism in an Automatic Narrative Generation Game. Proc. of 2017 3rd International Conference on 
Knowledge Engineering (ICKE2017). 222-226. 
(d) 研究発表等（査読なしの論文等） 
1） 小野淳平・小方孝 (2016). TRPG方式に基づく物語自動生成ゲームにおける場面連鎖拡張機構の試作. 『人工知
能学会全国大会（第 30回） 予稿集』. 1K4-OS-06a-6. 
2） 荒井達也・小野淳平・小方孝 (2016). 物語生成のための事象連鎖知識の半自動生成―統合物語生成システムに
おける利用―. 『人工知能学会全国大会（第 30回） 予稿集』. 3P1-1in2. 
3） 照井和舎・小野淳平・小方孝 (2016). 語の共起情報による概念・単語選択の改善―統合物語生成システムにお
ける利用―. 『人工知能学会全国大会（第 30回） 予稿集』. 3P1-7in2. 
4） 吉田和樹・小野淳平・小方孝 (2016). 語の頻度情報による概念・単語選択の改善―統合物語生成システムにお
ける利用―. 『人工知能学会全国大会（第 30回） 予稿集』. 2P1-6in1． 
5） 小野淳平・小方孝 (2016). 統合物語生成システムを用いた物語自動生成ゲームにおけるノンプレイヤーキャラ
クターの役割. 『第 15回情報科学技術フォーラム講演論文集』. 131-132. 
6） 小方孝・荒井達也・小野淳平 (2016). 統合物語生成システムを用いたランダム物語生成. 『第 15 回情報科学技
術フォーラム講演論文集』. 133-134. 
7） 小方孝・小野淳平 (2016). 多駆動型物語生成のコンセプトと統合物語生成システムにおけるストーリー構造生
成方式の拡張. 『第 15回情報科学技術フォーラム講演論文集』. 129-130. 
8） 小野淳平・小方孝 (2016). 世界設定を変化させることによる複数ストーリーの生成. 『DiGRA JAPAN 夏季研究
発表大会 2016 予稿集』. 63-66. 
9） 小方孝 (2016). 情報学／物語学―「人工作者」の時代のために―. 『2016年度日本認知科学会第 33回大会』. 
142-151. 
10） 小野淳平・小方孝 (2016). ゲームのための自動生成機構―物語自動生成ゲームの開発に向けて―. 『2016年度
日本認知科学会第 33回大会』. 175-180. 
11） 照井和舎・吉田和樹・伊藤拓哉・小方孝 (2017). プロップに基づくストーリーコンテンツグラマーにおける概
念記述・言語表現形式の改善. 『言語処理学会第 23回年次大会 予稿集』. 170-173. 
12） 荒井達也・小野淳平・小方孝 (2017). 統合物語生成システムにおけるスクリプト型事象連鎖の獲得と利用. 『言
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語処理学会第 23回年次大会 予稿集』. 703-706. 
13） 小方孝 (2017). 歌舞伎その他に見る物語の重層性について. 『第 53回ことば工学研究会資料』. 19-29. 






究助成金．研究代表者（単独）．100万円．2017年 1月-2018年 12月． 



















5) 研究室の学生が企画，10名程度が参加した PBLについて適宜指導・アドバイスを行った． 
(d) その他 
本学で 2013年度博士号を取得した修了生（2013年 10月より電気通信大学・ポスドク研究員）の研究指導を
















1） 日本認知科学会 運営委員（2012.12 - 2016.12） 
2） International Conference on Artificial Life and Robotics, International Organizing Committee (ICAROB 
2017) 
3） 日本認知科学会第 33 回大会，オーガナイズドセッション（企画実施・代表）：情報学／物語学―「人工作者」
の時代のために―．（北海道大学．発表者 8名） 
4） The 2017 International Conference on Artificial Life and Robotics (ICAROB 2017), Organized Session (OS1), 
企画・実施. Informational Narratology and Automated Content Generation. Chair: T. Ogata, Co-Chair: Y. 






金井明人・法政大学．全 18章，420ページ以上．小方執筆分は 9章（共著 2編，単著 7編）．物語生成のモデルとシ
ステム，物語のメディアとコンテンツ，歌舞伎の物語生成モデルの提案，小説・歌舞伎・広告・映像の分析等の内容
を含む． 
2) [2018.3出版予定] Ogata, Takashi & Shin, Asakawa, Eds. Content Generation Through Narrative Communication 




職名： 准教授 氏名： David Ramamonjisoa（ダビド ラマムジスア） 
[教育活動］ 
(a) 学部担当授業科目 
解析学, 知能システム学, ソフトウェア情報学総論(1回), 知能機械と自然言語処理,  
知能システム総論, 知能システム演習 I, 知能システム演習 II, 
基礎教養入門，キャリアデザイン I, キャリアデザイン II,  












David Ramamonjisoa. "Aggregating and Analyzing Articles and Comments on a News website." in the post-workshop 
JSAI frontier symposia 2015 selected papers, Springer Verlag Lecture Notes in Artificial Intelligence (LNAI). 
New Frontiers in Artificial Intelligence, JSAI-isAI 2015 Workshops, LENLS, JURISIN, AAA, HAT-MASH, TSDAA, 
ASD-HR, and SKL, Kanagawa, Japan, November 16-18, 2015, Revised Selected Papers, Editors: Otake, M., 
Kurahashi, S., Ota, Y., Satoh, K., Bekki, D. (Eds.), pages 428-441, ISBN 978-3-319-50953-2, book available 
from March 2017. 
(b) 査読ありの論文誌に掲載された論文 
1) David Ramamonjisoa and Eichiro Moriya. "Analysis of the Japanese Central Bank Monthly Reports and Nikkei 
225 Index Monthly for Future Prediction." in IJABER (International Journal of Applied Business and 
Economic Research), volume 14 Issue 5 pages 3059-3069, 2016 
(c) (b)以外の査読付き成果（論文誌ではない学術論文，国際会議プロシーディング，ワークショップ等） 
1） 佐藤 芳樹・ダビド ラマムジスア(2017). 日経平均株価の変動の分析. 第 125回 情報基礎とアクセス技術研究
会•第 104回ドキュメントコミュニケーション研究会 合同研究発表会. 平成 29年 3月 10 日. 東洋大学白山キ
ャンパス 8号館 3F 8301教室 
2） 瀬川 雄基・ダビド ラマムジスア(2017). NMFを用いた為替ドル円レートの変動要因分析と Adaboostを用いた











































Aggregating and Analyzing Articles and Comments on a News website 
Abstract. In the top news stories, the commenting activity is rising and falling until it stops. In some ongoing 
news stories such as disasters like the disappearance of flight MH370, global warming or climate change, political 
turmoil or economic crisis, this commenting activity cycle can repeat and last many years. To our knowledge, 
a study and analysis of those data does not exist up to now. There is a need to separate facts, opinions and 
junk within those comments data. In this paper, we present our framework for supporting readers in analyzing 
and visualizing facts, opinions and topics in the comments and its extension with comments aggregation and 
summarization for comments within several news articles for the same event. We added a time-series analysis and 
comments features such as surprising comments and a preferential threads attachment model. 




1) David Ramamonjisoa and Yoshiki Sato. "Analysis of the Nikkei 225 Index and Future Prediction." Presented 
in IADIS Information Systems International Conference (Budapest, Hungary), April 2017. 




















本銀行の金融経済月報，日本総研の日本経済展望を利用し，NMF や PCA による特徴トピック抽
出をした後，Adaboostによる予測を行う手法を提案する． 
















 (d) 講座所属学生が第一著者として査読ありの論文誌掲載論文一覧 
1) Ono, Jumpei & Ogata, Takashi (2016). A Design Plan of a Game System Including an Automatic Narrative 
Generation Mechanism: The Entire Structure and the World Settings. Journal of Robotics, Networking, and 
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Artificial Life, Vol.2, Issue.4, 243-246. 
2) Ono, J. & Ogata, T. (2016). Implementation of a Scene Expansion Mechanism Using an Event Sequence: As 
a Mechanism in an Automatic Narrative Generation Game. International Journal of Knowledge Engineering. 
2 (4), 165-169. 
(e) 講座所属学生が各学会で登壇発表した実績一覧 
1） Ogata, T., Arai, T. & Ono, J. (2016). Using Synthetically Collected Scripts for Story Generation. Proc. 
of The 26th International Conference on Computational Linguistics: System Demonstrations. 253-257. 
2） Ono, J. & Ogata, T. (2017). Changing and Transforming a Story for a Framework of an Automatic Narrative 
Generation Game. Proc. of the 2017 international conference on artificial life and robotics. 643-649. 
3） Ono, J. & Ogata, T. (2017). Implementation of a Scene Expansion Mechanism using an Event sequence: As 
a Mechanism in an Automatic Narrative Generation Game. Proc. of 2017 3rd International Conference on 
Knowledge Engineering (ICKE2017). 222-226. 
4） 小野淳平・小方孝 (2016). TRPG方式に基づく物語自動生成ゲームにおける場面連鎖拡張機構の試作. 『人工知
能学会全国大会（第 30回） 予稿集』. 1K4-OS-06a-6. 
5） 荒井達也・小野淳平・小方孝 (2016). 物語生成のための事象連鎖知識の半自動生成―統合物語生成システムに
おける利用―. 『人工知能学会全国大会（第 30回） 予稿集』. 3P1-1in2. 
6） 照井和舎・小野淳平・小方孝 (2016). 語の共起情報による概念・単語選択の改善―統合物語生成システムにお
ける利用―. 『人工知能学会全国大会（第 30回） 予稿集』. 3P1-7in2. 
7） 吉田和樹・小野淳平・小方孝 (2016). 語の頻度情報による概念・単語選択の改善―統合物語生成システムにお
ける利用―. 『人工知能学会全国大会（第 30回） 予稿集』. 2P1-6in1． 
8） 小野淳平・小方孝 (2016). 統合物語生成システムを用いた物語自動生成ゲームにおけるノンプレイヤーキャラ
クターの役割. 『第 15回情報科学技術フォーラム講演論文集』. 131-132. 
9） 小野淳平・小方孝 (2016). 世界設定を変化させることによる複数ストーリーの生成. 『DiGRA JAPAN 夏季研究
発表大会 2016 予稿集』. 63-66. 
10） 小野淳平・小方孝 (2016). ゲームのための自動生成機構―物語自動生成ゲームの開発に向けて―. 『2016年度
日本認知科学会第 33回大会』. 175-180. 
11） 照井和舎・吉田和樹・伊藤拓哉・小方孝 (2017). プロップに基づくストーリーコンテンツグラマーにおける概
念記述・言語表現形式の改善. 『言語処理学会第 23回年次大会 予稿集』. 170-173. 
12） 荒井達也・小野淳平・小方孝 (2017). 統合物語生成システムにおけるスクリプト型事象連鎖の獲得と利用. 『言
語処理学会第 23回年次大会 予稿集』. 703-706. 
13） 佐藤芳樹・ダビド ラマムジスア(2017). 日経平均株価の変動の分析. 第 125回 情報基礎とアクセス技術研究会
•第 104回ドキュメントコミュニケーション研究会 合同研究発表会. 平成 29年 3月 10日. 東洋大学白山キャ
ンパス 8号館 3F 8301教室 
14） 瀬川雄基・ダビド ラマムジスア(2017). NMFを用いた為替ドル円レートの変動要因分析と Adaboostを用いた予
測システム. 『言語処理学会第 23回年次大会 予稿集』. 平成 29年 3月 15日. つくば大学キャンパス 
(f) 学生が単独で受けた受賞や表彰一覧 
1） 新井達也（学部 4年）：平成 28年度電気学会東北支部優秀学生賞受賞 
2） 小野淳平（博士後期課程 3年）：平成 28年度電子通信情報学会東北支部優秀学生賞受賞 
 
 




























• Reasoning aspects on VDS: Virtual Doctor System: for Mental Health analysis in Natural Disasters 
• メンタルクローニングを用いた高齢化社会における交通事故防止システムの構築に関する研究 
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2.22.2. 教員業績概要 











1) Trends in Applied Knowledge-Based Systems and Data Science, Hamido Fujita, et.al (editors), Lecture Notes 
in Artificial Intelligence 9799, Springer ISBN 978-3-319-42006-6, August 2016, 
http://www.springer.com/us/book/9783319420066 
2) New Trends in Intelligent Software Methodologies Tools and Techniques,  Fujita, H., Papadopoulos, G.A. 
Frontiers in Artificial Intelligence and Application series, 978-1-61499-673-6, Sept. 2016  
http://www.iospress.nl/book/new-trends-in-software-methodologies-tools-and-techniques-13/  
3) Ngoc Thanh Nguyen, Bogdan Trawinski, Hamido Fujita, Tzung-Pei Hong: Intelligent Information and 
Database Systems - 8th Asian Conference, ACIIDS 2016, Da Nang, Vietnam, March 14-16, 2016, Proceedings, 
Part I. Lecture Notes in Computer Science 9621, Springer 2016, ISBN 978-3-662-49380-9 
4) Ngoc Thanh Nguyen, Bogdan Trawinski, Hamido Fujita, Tzung-Pei Hong: Intelligent Information and 
Database Systems - 8th Asian Conference, ACIIDS 2016, Da Nang, Vietnam, March 14-16, 2016, Proceedings, 
Part II. Lecture Notes in Computer Science 9622, Springer 2016, ISBN 978-3-662-49389-2 
(b) 査読ありの論文誌に掲載された論文 
1) Yufei Chen, Xiaodong Yue, Richard Yi Da Xu, Hamido Fujita "Region Scalable Active Contour Model with 
Global Constraint" Knowledge-Based Systems Volume 120, 15 March 2017, Pages 57–73 
http://www.sciencedirect.com/science/article/pii/S0950705116305275 
5) Jie Sun, Hamido Fujita, Peng Chen, Hui Li “Dynamic Financial Distress Prediction with Concept Drift 
Based on Time Weighting Combined with Adaboost Support Vector Machine Ensemble” Knowledge-Based Systems, 
Volume 120, 15 March 2017, Pages 4–14 
http://www.sciencedirect.com/science/article/pii/S0950705116305214 
6) Yanyong Huang, Tianrui Li, Chuan Luo, Hamido Fujita, Shi-jinn Horng, “Matrix-based dynamic updating 
rough fuzzy approximations for data mining” Knowledge-Based Systems, Volume 119, 1 March 2017, Pages 
273–283 http://www.sciencedirect.com/science/article/pii/S0950705116305196 
7) Eugene Ko, Hamido Fujita, “An evidential analysis of Altman Z-Score for financial predictions: Case 
study on solar energy companies”, Applied Soft Computing,  Volume 52, March 2017, Pages 748–759. 
http://www.sciencedirect.com/science/article/pii/S1568494616305099 
8) Jie Hu, Tianrui Li, Chuan Luo, Hamido Fujita , Shaoyong Li, "Incremental fuzzy probabilistic rough sets 
over two universes," International Journal of Approximate Reasoning, Volume 81, February 2017, Pages 
28–48 http://www.sciencedirect.com/science/article/pii/S0888613X16302067 
9) U Rajendra Acharya, Hamido Fujita, Muhammad Adama, Oh Shu Liha, Vidya  Sudarshana,  “Automated 
Characterization and Classification of Coronary Artery Disease and Myocardial Infarction by 
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Decomposition of ECG Signals: A Comparative Study, Information Sciences, Volume 377, 20 January 2017, 
Pages 17–29 http://www.sciencedirect.com/science/article/pii/S0020025516311938 
10) Hongmei Chen, Tianrui Li, Yong Cai, Chuan Luo, Hamido Fujita, “Parallel Attribute Reduction in 
Dominance-based Neighborhood Rough Set”, Information Sciences, Volume 373, 10 December 2016, Pages 
351-368 http://www.sciencedirect.com/science/article/pii/S0020025516307629 
11) Shu Wang, Tianrui Li, Chuan Luo, Hamido Fujita, “Efficient updating rough approximations with 
multi-dimensional variation of ordered data,” Information Sciences, Volume 372, 1 December 2016, Pages 
690-708, http://www.sciencedirect.com/science/article/pii/S0020025516306107 
12) Feng Feng, Junghoo Cho, Witold Pedrycz, Hamido Fujita, Tutut Herawan, "Soft Set Based Association Rule 
Mining" Knowledge-based Systems, Volume 111, 1 November 2016, Pages 268–282 
http://www.sciencedirect.com/science/article/pii/S0950705116302829 
13) Hai Wang, Zeshui Xu, Hamido Fujita, Shousheng Liu “Towards Felicitous Decision Making: An Overview on 
Challenges and Trends of Big Data, “ Information Sciences , Volumes 367–368, 1 November 2016, Pages 
747-765 http://www.sciencedirect.com/science/article/pii/S0020025516304868 
14) Furong Ye, Liming Zhang, Defu Zhang, Hamido Fujita, Zhiguo Gong “A novel forecasting method based on 
multi-order fuzzy time series and technical analysis, Information Sciences, Volumes 367–368, 1 November 
2016, Pages 41–57, http://www.sciencedirect.com/science/article/pii/S002002551630370X 
15) Chuan Luo, Tianrui Li, Hongmei Chen, Hamido Fujita, Zhang Yi “Efficient updating of probabilistic 
approximations with incremental objects”, Knowledge-Based Systems, Volume 109, 1 October 2016, Pages 
71-83 http://www.sciencedirect.com/science/article/pii/S0950705116301976 
16) U Rajendra Acharya, Pradeep Chowriappa, Hamido Fujita, Shreya Bhat, Sumeet Dua, “Thyroid Lesion 
Classification in 242 Patient Population Using Gabor Transform Features from High Resolution Ultrasound 
Images” Knowledge-Based Systems, Volume 107, 1 September 2016, Pages 235–245 
http://www.sciencedirect.com/science/article/pii/S0950705116301733 
17) Orestes Appel, Francisco Chiclana, Jenny Carter, Hamido Fujita “A hybrid approach to the sentiment 
analysis problem at the sentence level”, Knowledge-based Systems, 2016, Vol.108, 15 September 2016, 
Pages 110–124 http://www.sciencedirect.com/science/article/pii/S095070511630137X 
18) Rajendra Acharya, Hamido Fujita, Vidya K Sudarshan, Oh Shu Lih, “Application of Empirical Mode 
Decomposition (EMD) for Automated Identification of Congestive Heart Failure Using Heart Rate Signals, 
Neural Computing and Applications, Springer, September 2016 
http://link.springer.com/article/10.1007%2Fs00521-016-2612-1  
19) U Rajendra Acharya, Hamido Fujita, Vidya K Sudarshan, Muthu Rama, Krishnan Mookiah, “An Integrated Index 
for Identification of Fatty Liver Disease Using Radon Transform and Discrete Cosine Transform Features 
Ultrasound Images” Information Fusion, Volume 31, September 2016, Pages 43–53 
http://www.sciencedirect.com/science/article/pii/S1566253515001190 
20) U Rajendra Acharya, Muthu Rama Krishnan Mookiah, Joel E.W Koh, Jen Hong Tan, Sulatha V Bhandary, A Krishna 
Rao, Hamido Fujita, Yuki  Hagiwara, Automated Screening System for Retinal Health using Bi-Dimensional 
Empirical Mode Decomposition and Integrated Index, Computers in Biology and Medicine, Volume 75, 1 August 
2016, Pages 54–62 http://www.sciencedirect.com/science/article/pii/S0010482516301044 
21) Gajo Petrović , Hamido Fujita, “SoNeR: Social Network Ranker” Neurocomputing, Vol. 202 August 2016, 
Pages 104–107 http://www.sciencedirect.com/science/article/pii/S0925231215014800 
22) Xiujuan Lei, Yulian Ding, Hamido Fujita, Aidong Zhang “Identification of Dynamic Protein Complexes Based 
on Fruit Fly Optimization Algorithm” Knowledge-Based Systems  Volume 105, 1 August 2016, Pages 270-277 
http://www.sciencedirect.com/science/article/pii/S0950705116301083 
23) Yu-Chien Ko, Hamido Fujita “Evidential weights of multiple preferences for competitiveness”, 
Information Sciences, Volume 354, 1 August 2016, Pages 211–221, 
http://dx.doi.org/10.1016/j.ins.2016.03.024 
24) Hamido Fujita, U Rajendra Acharya, “Sudden cardiac death (SCD) prediction based on nonlinear heart rate 
variability features and SCD index”, Applied Soft Computing Journal (Elsevier), Volume 43, June 2016, 
Pages 510–519. http://www.sciencedirect.com/science/article/pii/S1568494616301016 
25) U. Raghavendra, U. Rajendra Acharya, Hamido Fujita, Anjan Gudigar, “Application of Gabor wavelet and 
Locality Sensitive Discriminant Analysis for automated identification of breast cancer using digitized 
mammogram images, Applied Soft Computing, Volume 46, September 2016, Pages 151-161 
26) U Rajendra Acharya, Hamido Fujita, Vidya K Sudarshan, “Automated Detection and Localization of 
Myocardial Infarction Using Electrocardiogram: A Comparative Study of Different Leads” Knowledge-Based 
Systems, Volume 99, 1 May 2016, Pages 123–134. 
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http://www.sciencedirect.com/science/article/pii/S0950705116000708  
27) U. Rajendra Acharya, Hamido Fujita, Shreya Bhat, U. Raghavendra, Anjan Gudigar, Filippo Molinari, Anushya 
Vijayananthan, Kwan Hoong Ng " Decision support system for fatty liver disease using GIST descriptors 
extracted from ultrasound images,” Information Fusion, Volume 29, May 2016, Pages 32–39 
http://www.sciencedirect.com/science/article/pii/S1566253515000895  
28) OLIVER FAUST, U. RAJENDRA ACHARYA, E. Y. K. NG, HAMIDO FUJITA, A REVIEW OF ECG-BASED DIAGNOSIS SUPPORT 
SYSTEMS FOR OBSTRUCTIVE SLEEP APNEA, Journal of Mechanics in Medicine and Biology,  Vol. 16, No. 1 (2016) 
1640004 (25 pages)  doi: 10.1142/S0219519416400042  
http://www.worldscientific.com/doi/abs/10.1142/S0219519416400042  
29) YING-TSANG LO, HAMIDO FUJITA, TUN-WEN PAI “PREDICTION OF CORONARY ARTERY DISEASE BASED ON ENSEMBLE 
LEARNING APPROACHES AND CO-EXPRESSED OBSERVATIONS”, Journal of Mechanics in Medicine and Biology, Vol. 
16, No. 1 (2016) 1640010 (10 pages)    doi: 10.1142/S0219519416400108 
http://www.worldscientific.com/doi/abs/10.1142/S0219519416400108  
30) Chuan Luo, Tianrui Li, Hamido Fujita “Matrix approach to decision-theoretic rough sets for evolving 
data” Knowledge-Based Systems, Volume 99, 1 May 2016, Pages 123–134 
(c) (b)以外の査読付き成果（論文誌ではない学術論文，国際会議プロシーディング，ワークショップ等） 
1) U Rajendra Acharya, Hamido Fujita, Muhammad Adam, Oh Shu Lih, Tan Jen Hong, Vidya K Sudarshan, "Automated 
Characterization of Arrhythmias Using Nonlinear Features from Tachycardia ECG Beats, 2016 IEEE 
International Conference on Systems, Man, and Cybernetics • SMC 2016 | October 9-12, 2016 • Budapest, 
Hungary DOI: 10.1109/SMC.2016.7844294 
2) Chaitra Sridhar, U Rajendra Acharya, Hamido Fujita, G. Muralidhar Bairy “Automated Diagnosis of Coronary 
Artery Disease using Nonlinear Features Extracted from ECG Signals,” 2016 IEEE International Conference 
on Systems, Man, and Cybernetics • SMC 2016 | October 9-12, 2016 • Budapest, Hungary  DOI: 
10.1109/SMC.2016.7844296 
3) Shao-Jie Hsu, Shih-Syun Lin, Tun-Wen Pai, Hamido Fujita: Proactive healthcare and an early warning 
mechanism for coronary artery disease patients using Internet-of-Thing devices. SMC 2016: 1400-1405 
4) Gajo Petrovic, Vladimir Dimitrieski, Hamido Fujita: Cloud-based health monitoring system based on 
Commercial Off-The-Shelf hardware. SMC 2016: 3713-3718 
5) Orestes Appel, Francisco Chiclana, Jenny Carter and Hamido Fujita  “A Hybrid Approach to Sentiment 
Analysis “ IEEE CEC, IEEE World Congress on Computational Intelligence, July, 2016, 
DOI: 10.1109/CEC.2016.7744425 
6) Pham Huy Thong, Le Hoang Son and Hamido Fujita, “Interpolative Picture Fuzzy Rules: A Novel Forecast 
Method for Weather Nowcasting”  FUZZ IEEE, I EEE World Congress on Computational Intelligence, 2016, 
DOI: 10.1109/FUZZ-IEEE.2016.7737672 
7) Gajo Petrovic, Vladimir Dimitrieski, Hamido Fujita: A Deep Learning Approach for Searching Cloud-Hosted 
Software Projects. SoMeT 2016: 358-368 
8) Orestes Appel, Francisco Chiclana, Jenny Carter, Hamido Fujita “A Hybrid Approach to Sentiment Analysis 
with Benchmarking Results”, International Conference on Industrial, Engineering and Other Applications 
of Applied Intelligent Systems, IEA/AIE 2016: Trends in Applied Knowledge-Based Systems and Data Science 
pp 242-254 
9) Christopher Bowman, Hamido Fujita, Gavin Perin: Towards a Knowledge Based Environment for the Cognitive 
Understanding and Creation of Immersive Visualization of Expressive Human Movement Data. IEA/AIE 2016: 
182-192 
10) Vladimir Dimitrieski, Gajo Petrovic, Aleksandar Kovacevic, Ivan Lukovic, Hamido Fujita: 
A Survey on Ontologies and Ontology Alignment Approaches in Healthcare. IEA/AIE 2016: 373-385  
(d) 研究発表等（査読なしの論文等） 
1) 長沼博則，藤田ハミド，槫松理樹，羽倉淳，“ファジィ時系列モデルを利用したキーワード検索数の動向予測手
法の提案”,情報処理学会第 79回全国大会，4H-04, 2017年 3月 
2) 林俊孝，藤田ハミド，槫松理樹，羽倉淳“Opinion Mining に基づいた文章レベルの暴言検出”，平成 28 年度情





4) いわてものづくり・ソフトウェア融合テクノロジーセンター（i-MOS）成果発表会 28年 9月，課題名： 個人差
を考慮した高齢化社会における交通事故防止システムの構築; 研究代表者：ソフトウェア情報学部 教授 藤田 
ハミド:  研究メンバ ：ー 羽倉淳（岩手県立大学，准教授），R. Udyavara Acharya（Ngee Ann Polytech, Singapore），





ＮＩＣＴ国際交流, 国際研究集会: SoMeT 2017 (New Software Methodologies, Tools and Techniques) 配分額： 
2,370千円 (代表者) 
(f) その他総説・解説，調査報告・市場調査，特許，受賞，報道など 


















2) ISD 社研究開発指導員 
3) SANGIKYO 社開発指導員等 
4) Evaluation Committee member of ANVUR (the Italian National Agency for the Evaluation of Universities and 
Research Institutions), https://abilitazione.cineca.it/ocse/ 
5) Evaluation for staff promotion for Osnabruck University, Germany 
(c) 一般教育 
1) He served as Distinguished Invited Professor at Xiamen 
University http://information.xmu.edu.cn/portal/node/7677?lang=en July, 2016. Providing advanced 
course for Graduate students: Intelligent System lectures. 
2) He served as invited Professor at Shanghai University of Finance and Economics, providing lecture in 
Machine Intelligence, on June 2016, http://information.xmu.edu.cn/portal/node/7677?lang=en  
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3) Professor H. Fujita is Distinguished Invited Professor at Macau University of Science and 
Technology Macau, March 21 to March 25th, 2017.  Also invited Professor o deliver lectures at by Harbin 
Institute of Technology, Shenzhen March 25 to March 28, 2017.  
4) He gave invited lecture at Shanghai University, September 25, 2016 
http://www.shu.edu.cn/Default.aspx?tabid=10473&ctl=Detail&mid=19739&Id=90817 or 
http://www.fujita.soft.iwate-pu.ac.jp/Sahannxi.pdf  
5) He gave invited lecture at Xi’an Jiaotong University, Xian (China on September 23, 2016), 
http://meeting.xjtu.edu.cn/lecturer/3866.htm   
6) He served as Invited Speaker at Department of Computer Science and Technology, of East China Normal 
University, Shanghai China, on September 2016 
http://www.cs.ecnu.edu.cn/s/69/t/247/3f/64/info147300.htm  
7) He gave invited lectures at Shannxi Normal University (China), 
http://ccs.snnu.edu.cn/inforshow.aspx?id=1818 September, 2016 
8) He served as Invited Speaker at Nankai University, Tianjin China 
http://nankai.en.school.cucas.cn/en/event/detail?cid=56&pid=56&detail=227 on December 2016 
9) He gave invited lecture at Shanghai University, September 25, 2016 
http://www.shu.edu.cn/Default.aspx?tabid=10473&ctl=Detail&mid=19739&Id=90817 
(d) 産学連携 
1） SANGIKYO 社開発指導員等 
(e) 学会などにおける活動 
1） Editor-in-Chief The Journal of Knowledge Based Systems (Elsevier) impact factor 3.58.Edito  
2） Co- Editor-in-Chief, the journal of Applied Intelligence, Springer 
3） Associate Editor of Journal of King Saud University(Elsevier) - Computer and Information Sciences 
4） Associate Editor of Journal of Journal of Ambient Intelligence and Humanized Computing, Springer 
5） Advisory Board member of Doctoral School of Applied Informatics and Mathematics, Óbuda University, Budapest, 
Hungary http://irob.uni-obuda.hu/?q=en/content/members#international_advisory_committee 
6） Cyber medical System Technical committee member, IEEE-SMC  
http://www.ieeesmc.org/technical-activities/cybernetics/cyber-medical-systems 
7） Professor Hamido Fujita is Distinguished Invited Professor and consultant at Electronic & Computer 
Engineering Division of  Ngee Ann Polytechnic, Singapore November 2016 
8） Serve as elected as member of the of International advisory committee of Antal of intelligent robotics, 
http://irob.uni-obuda.hu/?q=en/content/members#international_advisory_committee 
9） keynote Speaker at the International Conference on Advances in Information and Communication Technology, 
ICTA 2016 http://icta2016.com/    12~13, December 2016,Thai Nguyen, Viet Nam 
10） keynote Speaker at the 4th Saudi International Conference, in Riyadh, Saudi 
Arabia  http://events.kacst.edu.sa/en/IT16/Pages/program.aspx held in 6~9 November 2016. On 8th November to 
give an invited talk at King Saud University. 
11） He has organized a workshop at IEEE SMC conference 2016 in 
Budapest: http://smc2016.org/content/workshops Big Data based Technological Innovations on Intelligent 
Health Service in the Clouds (October 9, 
2016)  http://smc2016.org/sites/default/files/program/20161006___SMC2016_digest_final_v21.pdf  <=(pag
e:55) 
Organizers: Hamido Fujita, Enrique Herrera-Viedma, Ali Selamat, Amedeo Cesta, Francisco Chiclana  Call for 
paper 
12） He awarded the top talent pulpit project approved and supported by Tonji University, Shanghai China from 
September 16 to October 7 (2016).he gave a talk, http://see.tongji.edu.cn/65/e7/c183a26087/page.htm. 
2.22 インテリジェントソフトウェアシステム学講座 
 259 
13） He served as KeyNote speaker at 17th IEEE International Symposium on Computational Intelligence and 
Informatics  November 17-19, 2016, CINTI2016  
14） He served as the General Chair of International Conference on Industrial, Engineering and Other applications 
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職名： 准教授 氏名： 羽倉 淳 
[教育活動］ 
(a) 学部担当授業科目 
マイクロコンピュータ制御，専門英語 I，インターンシップ I，インターンシップ II, 知能システム総論（オムニバ
ス），学の世界入門，プロジェクト演習１，プロジェクト演習２，知能システム演習 B，知能システム演習 C，知能
システムゼミ A，卒業研究・制作 A，知能システムゼミ B，卒業研究・制作 B 
(b) 研究科担当授業科目 
















法の提案”,情報処理学会第 79回全国大会，4H-04, 2017年 3月 
2) 林俊孝，藤田ハミド，槫松理樹，羽倉淳“Opinion Mining に基づいた文章レベルの暴言検出”，平成 28 年度情



































2) 計測自動制御学会，システムインテグレーション部門講演会 SI2017，セッションオーガナイザー 
3) 計測自動制御学会，システムインテグレーション部門講演会 SI2017，座長 
4) Journal of Advanced Computational Intelligence & Intelligent Informatics査読１件 



























職名： 准教授 氏名： 槫松理樹 
[教育活動］ 
(a) 学部担当授業科目 







• キャリア教育を意識した授業課題の設定，出席問題としての SPIの実施 
• 博士前期課程学生への研究指導補助 
• 大連交通大の学生受け入れ 











（第 30回），2016年 06月 
2) 槫松理樹，“語感と楽譜情報を利用した音声合成手法の提案 ”，第 12 回日本感性工学会春季大会，2017 年 03
月 
3) 槫松理樹，吉田裕範，関義則，“リカレントプロットと ANNを用いた方言音素認識手法の提案”，平成 28年度 情
報処理学会東北支部研究会（八戸工業大学），2016年 12月 
4) 吉田裕範，関義則，榑松理樹，“方言の音声認識モデル構築に向けた音声データの音素分割点の検知手法の提案”，
平成 28年度情報処理学会東北支部研究会(山形大学)，2017年 3月 
5) 長沼博則，藤田ハミド，槫松理樹，羽倉淳，“ファジィ時系列モデルを利用したキーワード検索数の動向予測手
法の提案”,情報処理学会第 79回全国大会，4H-04, 2017年 3月 
6) 林俊孝，藤田ハミド，槫松理樹，羽倉淳“Opinion Miningに基づいた文章レベルの暴言検出”，平成 28年度情
報処理学会第 79回全国大会,3Q-09，2017年 3月 
7) 安ケ平公平，羽倉淳，榑松理樹，藤田ハミド，“統計データに基づく個人差を考慮した交通事故予測モデル”，
第 12回日本感性工学会春季大会，2017年 3月  
(e) 研究費の獲得 
1) 文部科学省・基盤研究費（C）（一般），“ラフセット理論を活用した特許実務支援システムの構築”，研究代表者，
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平成 27年から平成 29年，1,000,000円（平成 28年度分） 
2) 総務省・戦略的情報通信研究開発推進事業（SCOPE）地域 ICT振興型研究開発（フェーズ II），“多様な方言に対
応した音声認識システムの開発”，研究代表者，総額 7,330,000円（配分，200,000円） 
3) 株式会社ミクニとの共同研究，“知的財産情報の分類・蓄積の自動化に関わる研究”，受諾研究， 200,000円 






























6) 岩手県立水沢高校，SA研修，“社会調査ことはじめ データの収集・分析入門”，2016年 10月 
7) ウィンターセッション，第 1講義講師，“大学で学ぶための第 1歩”，2016年 12月 











2) AIE/IEA2016の Program Chairおよび Session Chair 
3) 第 4回看護理工学会，ご当地シンポジウム，パネリスト，2016年 10月 
4) 第 4回看護理工学会プログラム委員 
5) 学会誌査読 6件（Information Sciences×1, Knowledge-Based Systems×5） 
6) 国際会議査読 5 件（SMC2016×2 件，IEEE 15th International Conference on Intelligent Software 






































































項分類問題にすることである．本研究では，多クラス分類問題に対し OVO による K（K-1）/２
個の二項分類問題にし，tt-FVIF による特徴選択，バギングによる分類器作成と分類，DDAG に
よる最終的なクラス分類を行う手法の提案をする． 




県内の過去 10 年間の事故データを用い，事故データと非事故データの RISK SCORE を計算した
ところ，SCOREの平均値に大きく差が出た． 










1) Gajo Petrović , Hamido Fujita, “SoNeR: Social Network Ranker” Neurocomputing, Vol. 202 August 2016, 
Pages 104–107 http://www.sciencedirect.com/science/article/pii/S0925231215014800 
2) Gajo Petrovic, Vladimir Dimitrieski, Hamido Fujita: A Deep Learning Approach for Searching Cloud-Hosted 
Software Projects. SoMeT 2016: 358-368 
(e) 講座所属学生が各学会で登壇発表した実績一覧 
1) 長沼博則，藤田ハミド，槫松理樹，羽倉淳，“ファジィ時系列モデルを利用したキーワード検索数の動向予測手
法の提案”,情報処理学会第 79回全国大会，4H-04, 2017年 3月 
2) 林俊孝，藤田ハミド，槫松理樹，羽倉淳“Opinion Miningに基づいた文章レベルの暴言検出”，平成 28年度情
報処理学会第 79回全国大会,3Q-09，2017年 3月 
3) 安ケ平公平，羽倉淳，榑松理樹，藤田ハミド，“統計データに基づく個人差を考慮した交通事故予測モデル”，
第 12回日本感性工学会春季大会，2017年 3月  
(f) 学生が単独で受けた受賞や表彰一覧 
該当なし 







    日時: 平成 28年 8月 31日（水）13：00～14：00 
    場所: ソフトウェア情報学部 A棟３階・談話室 
    講師: Dr. Bipin Indurkhya(Jagiellonian University, in Krakow, Poland・Professor) 
    演題: Towards Multimodal Affective Feedback : Interaction between Visual and Haptic Modalities 
○講演２ 
    日時: 平成 28年 8月 31日（水）14：30～15：30 
    場所: ソフトウェア情報学部 A棟３階・談話室 
    講師: Dr. Richard Cimler(University of Hradec Kralove, Czech Republic ・Professor assistant) 
    演題: Smart technologies for elder people and people with special needs: Introduction of current 
University of Hradec Kralove projects 
○講演３ 
    日時: 平成 28年 8月 31日（水）15：30～16：30 
    場所: ソフトウェア情報学部 A棟３階・談話室 
    講師 :  Dr.Zuzana Nemcova(the Department of Information Technologies Faculty of Informatics and 
Management, University of Hradec Králové・Assistant professor) 
    演題: Steady states of max-t fuzzy systems: eigenspace structure, matrix periods, orbit periods 
○講演４ 
日時： 平成 28年 10月 18日（火）16:20～17:30 
場所： ソフトウェア情報学部 A棟４階講座サーバ室１０ 
講師： Christopher Bowman（Senior Lecturer, School of Design, Faculty of Design, Architecture and 
Building,University of Technology Sydney） 
演題： Visualisation of Expressive Human Movement – towards a knowledge based system 
○講演５ 
日時： 平成 28年 12月 1日（木）16:20～17:50 
場所： ソフトウェア情報学部 A棟２階・201講義室 
講師： 林陽一氏（明治大学・理工学部・教授） 
演題： 人工知能時代の進展開：知識基盤からビッグデータ基盤へのパラダイムシフト 
 
２．大学説明会，オープンキャンパスへの参加 
 大学説明会，オープンキャンパスにおいて，研究室紹介，研究内容紹介を行った． 
  
 
